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拝啓 
寒冷の候、貴校ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
また、受験生の皆様におかれましては、センター試験も終わり、いよいよ最後の追い込みに余念の無いことと存じます。 
さて、京都大学ラグビー部は、１２月２３日の対東京大学定期戦をもちまして２００６年度のシーズンを終了いたしまし
た。関西大学Ｂリーグでは、５勝４敗と４年振りに勝越すことができました。順位こそ６位には終わりましたが、上位チ
ームと互角に戦えた試合もあり、いよいよＡリーグとの入れ替え戦出場も視野に入ってきたと、部員一同大きな期待をも
って２００７年度のシーズンに備えております。 
この Ｋ.Ｉ.Ｕ. Ｒｕｇｂｙ Ｎｅｗｓ で是非私たち京都大学ラグビー部について知っていただき、貴校受験生の皆様の
進路決定にあたっての一助としていただければ幸いです。 
末筆ながら、貴校受験生の皆様の志望校合格を心よりお祈り申し上げます 

敬具 
 

 

ドライビングモールでの押し込み（東京大戦）  

 

２００６年度全試合を終えて(於 宝が池球技場) 
 

京都大学ラグビー部へのお誘い      監督 湯谷博 
受験生の皆さんは、厳しい寒さにも負けず大学入試に向けて日
夜勉学に励んでおられることと思います。着実に成果を上げられ
ますよう祈念いたします。 
さて、京都大学ラグビー部の部歌には、次の一節があります。 

We love to sing of K.I.U. 
Our noble Alma Mater 
In all the west she is the best 
None e’er be greater 
…… 

京都大学ラグビー部の８４年に及ぶ長い歴史には、この歌詞が
謳っているように西日本で１番強いチームだ
った時代もありました。現在はそれほどの実力
はありませんが、それでも今シーズンは九州大
学、神戸大学、大阪教育大学など西日本の強豪
といわれる国公立大学にはすべて勝つことが
できました。国公立大学に限ると、今でも西日
本随一の実力を誇っています。 
京都大学ラグビー部は関西大学リーグのＢリ
ーグに所属し、リーグ優勝を目標に戦っていま
す。今シーズンのＢリーグは上位校の実力が伯
仲し、優勝チームの次に６勝を上げた４チーム
が同列に並んでいます。京都大学ラグビー部は

それに次ぐ５勝を上げることができました。Ａリーグへの入れ替
え戦に出場した２位のチームに快勝したこと、最終戦まで入れ替
え戦に出る可能性を残しながら戦えたことに手応えを感じてい
ます。今シーズンのこの実績と経験は、必ずや来シーズンには優
勝という目標の実現に生かすことができるものと信じています。 
京都大学ラグビー部は、それぞれの選手がしっかりとした基本
スキルを身に付けた上で、自由奔放で斬新なラグビーを創造する
ことを目指しています。芝生化の計画が進むラグビー専用グラウ
ンドと、各界で活躍する約７００名のＯＢ会員から寄せられる援
助がその活動を支えています。厳しい入試があるため、優秀なア
スリートを多く集めることは困難な状況にありますが、少ない部
員が良く考えて工夫し、力を合わせて切磋琢磨しながら目標達成
に向けて努力を続けています。 
受験生の皆さんは、ぜひ京都大学を目指していただき、私達の
チームでラグビーの魅力を存分に満喫してください。 

 
学生主体の考えるラグビー      主将 北原広大（福岡） 
みなさんはじめまして。2006 年度主将を務めた北原広大です。
大学受験を間近に控えて日々努力されているか、あるいは進学校
も決まりほっと一息つかれている頃でしょうか。まだ入学もされ
ていないので気の早い話かも知れませんが、大学生活を充実させ
るための一つの選択肢として京都大学ラグビー部を紹介したい
と思います。 
京都大学ラグビー部は創部８０余年の伝統あるラグビー部です。



そのため、毎年最終戦となる東京大学を始め、同志社大学、慶応
大学などとの定期戦が行われます。特に、慶應と試合をするなど
なかなかできない経験なので、このような定期戦での交流は僕の
ラグビー生活にとても意味のあるものでした。さらに京大は、学
生が主体となって考えるラグビーをしています。このこともまた
僕が京大でラグビーをしようと決めた一因でもあります。そして
僕が入部を決意した一番の理由が部の雰囲気です。部員間で変な
上下関係もなく、さまざまな場所から集まった人間が大好きなラ
グビーをのびのびやっている。だからといっていつも楽しいだけ
でなく、自分達でたてた目標にむけて厳しい練習に取り組む。こ
の部だったら僕の大学生活を注ぐ価値がある、そう思い入部を決
意しました。 
受験生の中には学業、バイトもしたいという人もいると思いま
す。確かに部活を学業、バイト（または恋愛）などと両立させる
ことは大変なことかもしれませんが、僕自身、部活も学業もバイ
トも（恋愛も）すべて十二分にやってきました。ですので決して
不可能ではありませんし、むしろそういった経験が大学を卒業し
た後の人生で非常に役立つと思います。 
リーグ戦の他校が推薦制度によって強化を図る中、勝つことが
難しくなっていますが、ラグビーに対する熱い気持ちをもつ新入
生がチームを支える志士となってくれることを期待しています。 

 
新入生を待っています        副将 油田 澄（茨木） 
受験生の皆さん、こんにちは。2006 年度京都大学ラグビー部副
将を務めました油田です。センター試験も終わり、2 次試験に向
けて勉強に励んでいる最中になんだ、と思われるかもしれません
が、このラグビー部の紹介を一読いただけたら幸いです。 
皆さんは、まだ入学することも決まっていないのですから、入
学後のクラブの話など気が早いと思われるかもしれません。しか
し、勉強の合間に大学生になったらこんなことをしてみたいなぁ、
と考えている人は少なくないでしょう。そこにラグビー部に入る、
ということも選択肢の一つに入れて欲しいのです。 
大学に入ったら、ラグビーはもう終わりにして、学問に打ち込
んだり、アルバイトをたくさんして遊んだりして、大学生活を満
喫しよう、と考えている人もいると思います。何を好き好んで、
しんどいことばっかりのラグビーを選ぶのか、と思う人もいるか
もしれません。しかし、それでも私は、ラグビー部に入部するこ
とを勧めます。このスポーツ、そしてこの部にはそれだけの価値
があると、私は確信しています。 
ラグビー部に入ると、当然忙しくなります。勉強もほったらか
しにするわけにもいきませんので、大変です。その大変さを乗り
越えて、4 年間ラグビーをする･･･非常に充実した毎日になりま
す。そして、とても個性的な仲間と一緒に、一つの目標に向かっ
てひたむきになる･･･かけがえのない経験になると思います。ぜ
ひ一度、体験しに来てください。 
そんなラグビー部も近年、部員不足に悩まされています。皆さ
んの力が必要なのです。新入生がこのラグビー部を支える志士と
なることを期待しています。 

 
理想のキャンパスライフ   次期主将  飯島 佳英（明和） 
受験生の皆さんは志望校合格に向けて過酷な勉強に没頭してい
る時期だと思われます。皆さんそれぞれが『理想のキャンパスラ
イフ』を頭に思い浮かべながら勉強のモチベーションを高めてい
るかと思います。そんな皆さんに勉強の合間に、ホットコーヒー
でも啜りながらこの文章を読んでいただければ幸いです。 

皆さんの『理想のキャンパスライフ』の中に「京都大学ラグビ
ー部」は登場していますか？京都大学ラグビー部の部員として、
楕円球を追いかけている自分の姿を思い描いている方も何人か
はおられると思います。現に毎年ラグビー部に入部してくれる幾
名かは、京都大学合格時にはラグビー部入部をすでに決意してく
れています。伝統と歴史ある京都大学ラグビー部入部を目標に受
験戦争を戦っている、そんな受験生がいることは私たち現役部員
にとっても大変励みになります。そんな皆さんはぜひ、目標達成
のために努力してください、その目標は必ず達成できます。 
とはいってもまだ受験生。そんなのまだ考えられねぇよ！とい
う方もたくさんおられると思います。私ももちろんそうでした。
いろんなプレッシャーがかかる中、一生懸命勉強している最中に
そんなこと考えろというほうが難しいと思います。そんな皆さん
に、大学４年間を棒に振るような間違った選択をしてほしくない
ので、一言だけお伝えしたい。 
『京都大学ラグビー部があるよ』と。 
最高の仲間と最高の環境で、ラグビーする、感動する、涙する。 
ラグビーの魅力を感じつつ、アルバイトして、稼いだお金でパ
ーッと遊ぶ。 
ラグビーの楽しさを満喫しつつ、勉強にだって、没頭できる。 
ここには、すべてあります。ラグビーする時間も、趣味・娯楽
に没頭する時間も。 
社会に出て働き出す前の貴重な４年間を、正しい選択をして、
最高に充実したものにしてほしい、私たちはいつでもあなたを京
都大学ラグビー部でお待ちしています。 

 
２００６年秋 主な試合結果   
 [関西大学Ｂリーグ ２００６年度リーグ戦] 

 摂南 
大学 

大阪産
業大学 

花園 
大学 

大阪経
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関西 
大学 

京都 
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甲南 
大学 

大阪教
育大学 

神戸 
大学 

大阪 
大学 勝 負 分 

順
位 

摂南大学  ○ 
31-18 

○ 
36-19 

○ 
43-8 

○ 
62-24 

○ 
60-7 

○ 
96-12 

○ 
89-7 

○ 
54-14 

○ 
119-7 9 0 0 1 

大阪産業 
大学 

● 
18-31  ○ 

38-29 
○ 
17-14 

● 
24-38 

● 
8-25 

○ 
39-36 

○ 
54-24 

○ 
26-12 

○ 
104-0 6 3 0 2 

花園大学 ● 
19-36 

● 
29-38  ○ 

15-14 
○ 
27-22 

○ 
36-29 

● 
27-31 

○ 
50-19 

○ 
48-14 

○ 
63-5 6 3 0 3 

大阪経済 
大学 

● 
8-43 

● 
14-17 

● 
14-15  ○ 

32-19 
○ 
30-24 

○ 
34-33 

○ 
41-26 

○ 
19-12 

○ 
60-7 6 3 0 4 

関西大学 ● 
24-62 

○ 
38-24 

● 
22-27 

● 
19-32  ○ 

59-12 
○ 
56-14 

○ 
52-19 

○ 
46-3 

○ 
40-13 6 3 0 5 

京都大学 ● 7-60 
○ 
25-8 

● 
29-36 

● 
24-30 

● 
12-59  ○ 

28-19 
○ 
59-35 

○ 
34-12 

○ 
36-12 5 4 0 6 

甲南大学 ● 
12-96 

●
36-39 

○ 
31-27 

● 
33-34 

● 
14-56 

● 
19-28  ○ 

36-19 
○ 
24-7 

○ 
43-14 4 5 0 7 

大阪教育 
大学 

● 
7-89 

● 
24-54 

● 
19-50 

● 
26-41 

● 
19-52 

● 
35-59 

● 
19-36  ○ 

13-8 
○ 
34-0 2 7 0 8 

神戸大学 ● 
14-54 

● 
12-26 

● 
14-48 

● 
12-19 

● 
3-46 

● 
12-34 

● 
7-24 

● 
8-13  ○ 

33-17 1 8 0 9 

大阪大学 ● 
7-119 

● 
0-104 

● 
5-63 

● 
7-60 

● 
13-40 

● 
12-36 

● 
14-43 

● 
0-34 

● 
17-33  0 9 0 10

 
日付 結果 試合区分 
9/2 京都大学 29－40 同志社大学 定期戦 

京都大学 19－14 九州大学 12/16 
〃Ｂ 10－12 〃Ｂ 

定期戦 

京都大学 27－31 東京大学 12/23 〃Ｂ 19－28 〃Ｂ 定期戦 
 
卒業生進路 
九州電力・富山県庁・東海旅客鉄道・村田製作所・ 
ザインエレクトロニクス・国土交通省・アズワン・ 
京都大学大学院エネルギー研究科・(同)情報学研究科・ 
(同)工学研究科・(同)理学研究科・ 
(同)文学研究科博士後期課程         等(順不同) 
 

 

 

 

 

 

 

 

☆お願い 
・ このレポートを貴校ラグビー部員、あるいは
その他のスポーツに取り組んでいる生徒の皆
さんに回覧してください。大学進学後もラグ
ビーを続けたい、ラグビーを始めてみたいと
お考えの生徒さんの参考になれば幸いです。 

・ もし当校に興味があったり、受験を希望され
る生徒さん、見事合格された生徒さんがおら
れましたら、右記の地区担当者までご一報を
お願い申し上げます。 

受験生の情報やご相談は下記の地区別窓口あるいは新歓担当まで 
関東・東北・北海道地区：白石良多(ryota@k08.itscom.net) 
東  海  地  区 ：梶田徹 (tokajita@aol.com) 
近  畿  地  区 ：南出聡 (minamide@naisis.co.jp) 
中国・四国・北陸地区 ：城田育士(shirota@f7.dion.ne.jp) 
九  州  地  区 ：本田雅義(zimasvingo@hotmail.com) 
新歓担当（現役学生）：山田真也(real.y.grerug-no.2@ezweb.ne.jp) 

当｢K.I.U. Rugby News｣に関するお問合せは下記の編集委員まで 
大藤謙一(k-ofuji@anglers.co.jp) 





京都大学ラグビーフットボールクラブ 

 

クラブ便り 
平成 19 年度 第１号 ４月２９日発行

 

 

ラグビースクール交流戦 タグラグビー大会後、大八木氏との記念写真

ラグビーフェスティバル開催 
４月１５日（日）宝が池球技場において京都大学ラグビーフット
ボールクラブラグビーフェスティバルが開催されました。 
例年は、新入部員勧誘活動のクロージングの場として宇治グラン
ドでタッチフットボール、バーべキュー大会を行っていましたが、
より快適な人工芝グランドでのイベントによってラグビーに魅
力を感じてもらい入部促進を図ることを目的として、今年度は、
ゲストに同志社大学、神戸製鋼ラグビー部 OB の大八木淳史氏を
お迎えして宝が池球技場でタグラグビー大会を行いました。 
タグラグビー大会の開会にあたり和田会長からラグビーの人間
形成、社会人としての基盤形成への効用、京都大学ラグビー部で
青春の一時期をラグビーに打ち込むことの素晴らしさについて
お話しいただくとともに、飯島主将からも楽しく、かつ厳しくラ
グビーに取り組む京都大学ラグビー部の活動、芝生化される宇治
グランドや就職活動サポートなど充実したOBのバックアップ体
制などについて新入生に熱いメッセージを送りました。 
大八木氏は参加した１５名の新入生と現役部員にタグラグビー
指導を行うとともに、自らもゲームに参加して新入生と懇親を図
っていただきました。表彰式では大八木氏が優秀新入生を選出し
て各賞を贈呈していただくとともに、自らの経験を踏まえてラグ
ビーというスポーツの素晴らしさ、ラグビー発祥の地京都のラグ
ビー伝統校である同志社大学と並ぶ京都大学ラグビー部で文武
両道を極めることの意義、素晴らしさなどをユーモアも交えなが
ら熱く語っていただきました。参加した新入生は参加賞の T シャ
ツにサインをしてもらい大喜びで、非常に有効な新入部員勧誘イ
ベントとなりました。 
また、当日午前中は京都のラグビースクール、高校を招待し交流
試合を行いました。午前９時の開会式後、南京都、京都西、洛西、
山科の各スクールの小学生による交流試合、４スクール中学生合
同チーム対大阪北部選抜中学生の交流試合に続いて亀岡高校対
嵯峨野、洛星、西京高校合同チームの交流試合が行われました。 
高校の交流試合後の懇親会では和田会長、飯島主将から京都大学
でラグビーをするための京都大学受験へのチャレンジを呼びか
け、無償家庭教師などのサポートなどについても PR しました。
現役が作成して新入部員勧誘に使用しているプロモーションビ
デオも放映した結果、洛星高校の３年生が京都大学でラグビーを
するため京都大学受験チャレンジを宣言してくれました。 
ラグビーフェスティバルは、新勧タグラグビー大会後の京都大学
ラグビーOB も参加している時計台クラブ対侍ブラックス（京セ
ラ主体チーム）のクラブチーム公式戦で終了しました。 
京都大学ラグビー部の PR、新入部員勧誘を目的とした初めての
取り組みであり改善点は多々ありますが、非常に有意義なイベン
トであったと確信しますし、招待したラグビースクール、高校か
らも大変感謝していただきました。このような取り組みは年中行

事として継続することに意義があると思いますので、今年度の経
験をベースに内容、運営方法を見直しながら来年度も開催したい
と考えています。 
有望な新入部員の獲得は最重要課題ですが、アメリカンフットボ
ール、ボート部などとの競合は熾烈を極めています。昨年度から
新入部員勧誘活動には思い切った予算割当てをしていますが、こ
の活動も OB の皆さまからの納入会費に支えられています。会費
納入率向上へのご協力をお願い致します。 

宇治グランドの芝生化計画進む！ 
「芝生の上でラグビーができたら・・」という永年の夢が、今年
の秋、実現します！ 
芝生化をスタートに、その他施設の充実も含めた宇治グランド総
合整備計画を進めるため、OB の皆様に京都大学への寄付をお願
いしています。 
募金の申込みも順調に滑り出しており、現在のまでのところで、
6 月下旬予定の芝の植え付けおよびその関連工事に必要な資金は
確保出来る見通しとなりました。 
大学側も、KIU R.F.C.の計画にそった工事発注を行ってくれる見
通しであり、今春シーズンの終了時にあわせて、ポットで生育さ
せたバーミューダ芝の苗の植え付け作業が、京大宇治のラグビー
グランドにおいて、現役・ＯＢ有志を動員して行われます。 
バーミューダ芝は、ラグビー場の芝生化にも実績のあるＮＰＯ法
人「グリーンスポーツ鳥取」の指導を受けて植え付けます。一定
の養生期間を経て、9 月末のシーズンから使用可能となります。
生育の盛んな天然芝ですから、水遣りと芝刈りの作業を丹念に行
なっていく必要があります。水遣りは、スプリンクラーを配管し
ますが、芝刈りは、購入する芝刈り機を使って、現役・ＯＢ有志
が夏場は毎週 1 回程度行うことになります。 
このように自分達のグランドを自分達で維持管理することによ
り低コストで芝生化を実現する「鳥取方式」は全国の小中学校の
グランド芝生化のモデルとしても注目されているとのことです。 
今回の宇治グランド総合整備募金は、目標金額を 5000 万円とし
ています。芝生化の他にも、クラブハウス的な機能を目指した更
衣室、合宿所、集会室の整備やメインスタンドの設置、照明の整
備など、環境整備の課題はさまざまあります。今回の募金でどこ
まで進めることができるか、詳細は未定ですが、大学側の整備計
画とも併せて、優先順を判断しつつ、順次取組みたいと考えてい
ます。 
既に募金の申込みを行なっていただいた方、誠にありがとうござ
いました。まだ、申込みがお済でない方、金額の多寡に拘らず、
お申込み頂きますようお願い申し上げます。 
また、OB の皆様の芝生の植え付け作業や維持管理活動への積極
的参画をお願いします。また、9月下旬の「芝生化グランド開き」
につきましても、別途ご案内する予定です。 



チーム強化状況報告：湯谷監督 
今シーズンの目標はＢリーグ優勝であり、昨シーズンの分析を踏
まえ、目標の達成に向けて、監督団として以下３点の重点強化項
目を設定しました。それぞれの項目について具体的な改善項目を
設け、目標値を設定して日々の練習と試合を通じて強化を図る方
針です。重点強化項目をまとめると次の様になります。 

１．ボールの獲得および支配力の強化 
 1.1 セットプレーでの生きたボールの獲得 
 1.2 ハンドリングミス、タッチの削減 
 1.3 ターンオーバーの回数の削減 
 1.4 反則の抑制 
２．局地戦での攻撃・防御の強化 
 2.1 接点での突破力向上 
 2.2 テンポの早い連続攻撃 
 2.3 CTB～FW間の防御力の強化 
３．キックによる攻撃・防御の強化 
 3.1 各種戦術キックの効果的な活用 
 3.2 地域を獲得するキック力の向上 
 3.3 キックオフでのボール獲得率の向上 
 3.4 カウンターアタックの強化 

これらの各項目について具体的に練習プランを作成し強化を進
めています。春シーズンの試合においては焦点を絞って強化を図
るため、例えば、神戸大戦や関西学院大学戦では、項目２の接点
での攻撃に重点を置き、キックやドライビングモールを抑制して
います。 
残念ながら、関西学院大学、慶応大学との定期戦では続けて大敗
を喫しました。関学戦については、Ａ、Ｂリーグの力の差がその
まま点差に表れた試合と思います。昨シーズンのＡＢ入れ替え戦、
Ａリーグ７位（天理大）対Ｂリーグ２位（大阪産大）のスコアが
72-0 でしたから、レギュラーメンバーを揃えた関学と京大ではそ
れ以上の実力差があると思います。慶応大はレギュラーメンバー
ではありませんが、Ａリーグレベルに近いチームと思います。こ
れら強豪との試合を通じて、各項目に関する問題点が顕在化しま
したが、その分析と対策を次の様に考えています。 
（項目１） 
関学戦、慶応戦では攻撃の最重要起点であるスクラムがひどく押
され、その後の攻撃がまともに仕掛けられていません。先ず第１
列のメンバーが不足しているので、その要員確保と強化が課題で
す。春シーズンは毎月１回程度ユニチカと合同練習を企画してお
り、スクラムの強化レベルを確認します。 
一方、ラインアウトでのボール獲得は比較的安定しており、今年
もラインアウトからのドライビングモールは有効な得点源の一
つになります。 
試合中のハンドリングミスは頻発しており、許容範囲を越えてい
ます。強いプレッシャー下でのハンドリングの反復練習とともに、
試合中のコミュニケーションの促進がミスを減らす対策となり
ます。 
（項目２：攻撃） 
密集のサイドをユニットで鋭くテンポ良く突破する攻撃はかな
り威力を増し、神戸大戦では一定の成果が見られました。ただ慶
応、関学戦では、接点でのボディー＆ボールコントロールの力不
足のため、ボールを奪われたり、何とかボールを確保できても人
数を掛けすぎて後の展開でサポートが不足するなど、その後の攻
撃が有利に展開されません。このことが 1.3 のターンオーバーを
招く要因にもなっています。実際、慶応戦では、攻撃を継続する
につれてサポートが次第に少なくなり、ボールキャリアーが孤立
してターンオーバーとなる場面がしばしば見られました。 
先ずは１人ひとりがコンタクト時において、体格のハンディーを
補うだけのしっかりとしたコントロール能力を身に付けること
が肝要です。更には厚いサポートを裏付ける体力と状況判断力の
養成が課題となります。 
バックスについては、接点での球際のスピードが不足しており、
Ａリーグレベルの防御網を破る域には未だ達してないようです。

ランニングスピードの向上と共に、ポジショニング、ランニング
コース、タイミングの改善が課題です。また、防御側に的を絞ら
せない多彩な攻撃が必要ですが、攻撃の方法、位置についての判
断力の養成も重要となります。 
（項目２：防御） 
ディフェンスの基本はまず相手に厳しくプレッシャーを掛ける
ことであり、春のシーズンでは、鋭く飛び出して強く当たるシャ
ローディフェンスの体制をまず確立する方針で臨んでいます。 
関学戦、慶応戦の前半は、ラインおよびサイドのディフェンスが
ともに機能し、強いプレッシャーをかけることに成功しました。
ただ、相手は後半、中央突破を避けて大外をオーバーラップして
きましたが、こちらのカバーディフェンスが十分機能せず大量失
点の結果となりました。オープンのスペースを確実に埋める２次
以降のディフェンスを強化すると共に、次のステップとしてシャ
ローディフェンスを補完する新たなディフェンスシステムを試
みることも検討しています。 
個々のタックルについては、時に強いタックルが見られるものの、
全般にはヒット、バインド、ドライブが不足しています。タック
ルスキルを構成するこれらの要素を着実にレベルアップしない
と、体格で劣る京大にとって勝ち目はありません。 
（項目３） 
今の時点では各チームともパス攻撃の養成に重点を置くため、試
合でカウンターアタックの機会はあまりありませんが、徐々にキ
ックによる攻防に重点が移ることになります。また、マイボール
キックオフのボール獲得率が低いことが、連続して失点する原因
にもなっていますのでこの点も克服しなければいけません。 
（フィットネス） 
体力については定期的に測定を行い、そのデータに即してトレー
ニングプランを再構築し強化を進めています。特に３月に重点的
に負荷の重い走り込みを行いましたが、慶応、関学戦では終盤の
２０分に大量失点を喫するところからも、なお一層のトレーニン
グが必要なようです。 
 
現時点で２回生以上の選手が 24 名であり、けが人を除くとリザ
ーブメンバーも満足に確保できず、部員不足が最大の悩みです。
しかし幸いにして、新人勧誘やそのためのパンフレット作成など
では、総務委員会、強化委員会、並びに各地のＯＢの皆様の大変
なご尽力を賜り、そのおかげで有望な１回生も徐々に入部して来
ています。 
今後とも、ＯＢの皆様方には引き続きご支援をお願いするととも
に、上記の強化方針をご理解いただき、忌憚のないご意見を賜り
ますようお願い申し上げます。 

春シーズンの結果と今後のスケジュール 

日付 対戦相手 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 結果・
K.O. 

試合区分 

4/1 神戸大学 京大宇治 22-19 練習試合 
4/14 関西学院大学 京大宇治 0-92 定期戦 
4/22 慶応義塾大学 宝ヶ池 22-81 定期戦 
4/29 京都工芸繊維 京大宇治 14：00 新歓試合 
5/6 大阪大学 京大宇治 14：00 近畿国立 
5/13 未定 京大宇治 未定 近畿国立 
5/20 未定 京大宇治 未定 近畿国立 
5/27 未定 京大宇治 未定 近畿国立 
6/3 立命館大学 京大宇治 未定  
6/10 成城大学 京大宇治 未定 定期戦 
6/16 防衛大学 京大宇治 未定 定期戦 

 
 
◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト http://www.kiurfc.com/ 
・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・住所、勤務先、メールアドレスの変更：216-0015 川崎市宮前区菅生 5-20-4 TEL&FAX044-976-3819 今郷詔 <imago@src.r icoh .co.jp> 
（同上）変更連絡フォーム： http://www.kiurfc.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=addfrm 
・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 小笠原奨悟< s.ogasahara_kyoto-u_rugby@hotmail.co.jp > TEL 090-7967-1175 
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宇治グランドの芝生化計画進む！ 
宇治グランドの芝生植え付け作業が、6 月 24 日（日）無事終了
しました。以下ご報告いたします。 
 
【当日の様子】 

6 月 23 日午後 3 時から、ＯＢ10 名ほどが集まり、トンボでピ
ッチの整地をし、鳥取から 10 トントラックで運ばれた、芝の苗、
肥料の荷おろしをしました。 
続いて、ピッチに約 50cm 間隔で縦横に線を引き、鍬で穴をあけ、
苗を植えつける作業の段取りを、鳥取大学の中野教授（京大農S42
卒 NPO グリーンスポーツ鳥取）から講習してもらい、午後 7 時
ごろ終了しました。 
明けて 24 日は、朝からあいにくの雨で、水の流れる最悪のピ

ッチ状態でしたが、現役約 40 名、ＯＢ約 30 名、医学部ラグビー
部現役約 20 名、そして南京都ラグビースクール（ＲＳ）の子ど
もたち、親御さんが、約 90 名ほど集まっていただき、9 時ころ
から作業を開始しました。時折激しく降る雨の中の作業でしたが、
かんかん照りよりは、子どもたちにはかえってよく、泥遊びの感
覚で、大声をあげながら芝植えを楽しんでおられました。 

 
作業はＲＳ組の働きが大きく、予想していたより早く 12 時す

ぎにほぼ終わり、ＲＳ組はここで帰られ、残ったメンバーで１時
ころまで、苗踏みと後片付けをしました。 
その後、皆でシャワーを使い、現役は部室下の通路でバーベキ

ュー。ＯＢは合宿所の部屋で、缶ビールと焼肉で乾杯と、お互い
の労をねぎらいました。グランド開きの話題が出ましたが、ピッ
チが使えるのは 10 月になると思われますので、10 月中旬のＢリ
ーグの試合のない週に、「Ｂ対ＯＢでどうや」などという話がと
びかっていました。 
 
【趣旨】 
 今回宇治Ｇの天然芝生化を進めるにあたって、「芝生化ワーキ
ンググループ」が、以上のような自分達で芝を植え付けるという、
ボランタリーなこの方式を採用しました訳は、ひとつはもちろん
資金的に軽くなることにありますが、それ以上に宇治Ｇを私達、
京都大学ラグビーフットボールクラブ（KIURFC）のホームグラ
ンドとして、現役ＯＢが一体となって自分達の手で作り上げ、大
切に維持して KIURFC の連帯感、一体感を高めることが主目的
なのです。すなわち、大学（お上）がグランドを整備して、自分
達は「使う人」という在り方ではなく、自分達が使う、愛するグ
ランドを自分達で造ろう、整備・維持していこうという精神、我々
の「Field of Dreams」なのです。 
 その意味で、今回の芝生植えイベントが、現役、ＯＢ一体とな
って行なわれ、さらに、医学部ラグビー部、地元のラグビースク
ールの子ども達、保護者にご参加頂けたことは、とても意味があ
ることで、この企ての「普遍性」を表していたと思います。 
 
 

【これから】 
 今後も、グランド整備の追加工事などが予定されています。 
内用は、 
①（40 年ぶりに発見された）グランドを取り巻く排水溝の掘り出
し、溝さらえ。 

②グランド西側（川寄り）の空き地をスクラム練習などに使える
ように整地。 

③グランド西側（川寄り）に、倉庫兼車庫などを配置。 
④フェンス、出入り口の設置 
⑤芝刈り自動車の購入 
⑥照明灯の増設   などです。 
 
 ７月末となり、だいぶ芝生が育ってきました。 

 
そろそろ最初の芝刈りをし、今後も肥料やりなどをボランタリ

ーに行ない、10 月に「グランド開きイベント」を予定しています。 
 また毎年、春シーズンの終わりに「ミニ芝生植えイベント」を
行なって、春シーズンで痛んだ芝を修復して秋に備えることや、
秋シーズンの終わりに冬芝の種を蒔くといったことを恒例にし
て取り組んでまいります。 
 今後ともＯＢ各位にはいろいろなご支援、作業へのご参加など
よろしくお願いいたします。 

春シーズンの総括 
 多くのＯＢの皆様から多額のご芳志とご協力を賜り、シャワー
ルームやグラウンドの改修および芝生化などが実現し、部員の練
習環境が着実に改善されつつあります。ＯＢの皆様のご厚意に対
して厚くお礼を申し上げます。 
 春シーズンの戦績につきましては、立命館大学との定期戦で 11
年ぶりに勝てたものの、その他の試合では芳しい成果が得られず
多くの課題を残しています。既にお知らせした通り、今シーズン
の強化目標として以下の項目を設定しています。 
 １．ボールの獲得および支配力の強化 
 ２．局地戦での攻撃・防御の強化 
 ３．キックによる攻撃・防御の強化 
（項目１） 
 ボールの獲得に関しては、攻撃の起点で敵に圧力をかけながら
安定したボールを確保することが満足にできていません。特にス
クラムは、立命戦では良かったものの、全般には安定したボール
が獲得できず、攻撃が効果的に続かない要因になっています。ユ
ニチカやレッドエボリューションズとの合同練習を始めていま
すが、秋には継続的に実施するとともに、地道に数多くスクラム
を組んで強化に努める方針です。また、ハンドリングミスや、コ
ンタクトの際にボールを失うミスが依然として許容範囲を越え
ており、連続攻撃を支える基本スキルの精度がまだまだ不足して
います。ドライビングモールは、他の攻撃を優先的に強化するた
め抑制したこともあり、攻撃力が幾分落ちていますが、今後合宿
などを通じて十分補強が可能と考えています。 



（項目２：攻撃） 
 ラックからの速い球出しから継続的に攻撃を仕掛ける戦術が
度々成功し、有効な得点源になっています。一方、バックス攻撃
については、様々なサインプレーを試していますが、ラインを突
破してトライに至るケースは少なく、全般には成功率が低くてボ
ールを失う場面が多発しています。ラインの素速い形成とタイミ
ングの調整、球際のスピード、突破後のサポートとハンドリング
など、ユニットプレーを構成する多くの側面について精度を上げ
ることが課題です。またそれ以前に、相手を抜く、あるいはギャ
ップを作り出すためのサイドステップなど個人スキルのレベル
アップが不可欠と考えています。 
（項目２：防御） 
 ラインディフェンスの出足は良いものの、ギャップができたり、
個々のタックルのスキル不足が原因でしばしば突破される、タッ
クルしてもボールを再獲得できない、といった弱点が見られまし
た。ここでも個人スキルのレベルアップが優先事項と思います。
大きく外へオーバーラップされた時にカバーディフェンスで止
め切れない課題は、改善されつつあるものの今後とも継続的な強
化が必要です。Ｂリーグ各チームとも、当然ながら昨年度の経験
をもとに、京大のシャローディフェンスに対抗した戦略を取って
来ますので、ＣＴＢーＦＷ間とともに外のゲートを確実に閉じる
ディフェンスの成否が防御の鍵となります。 
（項目３） 
 キック攻撃では、ＳＯやセンターから相手ライン裏へのキック
によりトライを奪う場面が何回か見られました。ＳＯの大脇君は
距離が伸びる優れたキッカーなので、チェイサーの出足とスピー
ドが向上すればキック攻撃はシンプルで強力な武器になるはず
です。 
 なお、フィットネスについては、特に春の前半に負荷の重い走
り込みを行いましたが、８月からシーズン開幕までの走力強化が
シーズンの成功の大きな鍵を握ると考えています。 
 
（ＪＡＰＡＮの戦略に関して） 
 ところで、９月からのワールドカップに臨むカーワンＪＡＰＡ
Ｎは、次の重点強化目標を設定し、各項目で世界一になることを
提唱しています。 
（１）ディフェンスラインのスピード 
（２）ゲーム展開のスピード 
（３）低く速く激しいラック 
（４）キック攻撃による得点 
 体格と経験で劣るＪＡＰＡＮの世界ラグビーに対する位置と、
京都大学の大学ラグビー界における位置が相似形にあることは
度々指摘されるところですが、これらの目標は体格が大きな弱点
にならない局面で優位に立とうとする戦略であり、私達が取り組
んできたことと大きく重なります。 
 各目標について京大の現状を評価しますと、（１）のディフェ
ンスラインの出足では、確かにＢリーグでトップレベルにありま
すが、タックルの個人スキル、ディフェンスのユニットスキルに
ついて前述の解決すべき課題も残っています。 
 （２）のゲーム展開のスピードはＢリーグで平均レベルと思い
ますが、ＰＫから速く仕掛けて得点を取るなど一定の成果も見ら
れます。スクラム、ラインアウト、バックスラインなどのセッテ
ィングを迅速にして、あらゆる局面で素速く仕掛け、相手に圧力
をかけ続けることによりゲームの主導権を奪いたいものです。速
い展開は高いフィットネスと時間を制約された中での正確なス
キルが要求されますが、それは毎日の練習のテンポアップから生
まれると考えています。 
 （４）について、ＳＯのキック力はＢリーグでトップクラスに
ありますが、判断力やチェイスが改善されればユニットとしても
トップレベルの攻撃力を持つはずです。 
 
 なお、監督団としてコーチングの重点は、試合を構成している

個々の基本スキルやフィットネスの部分に置いて来ました。試合
においては、それらの基本スキルを駆使して、選手たち自身で創
造性を発揮しゲームをクリエイトしていって欲しいと願ってい
ます。 
 今後とも、ＯＢの皆様から忌憚のないご意見とご支援を賜りま
すようお願いいたします。 

春シーズンの結果 

日付 対戦相手 結果 試合区分 
4/1 神戸大学 22-19 練習試合 
4/14 関西学院大学 0-92 定期戦 
4/22 慶応義塾大学 22-81 定期戦 
5/6 大阪大学 22-0 近畿国立大学大会 
5/13 大阪教育大学 12-36 近畿国立大学大会 
6/3 立命館大学 27-24 定期戦 
6/10 成城大学 中止 定期戦 
6/16 防衛大学 A 21-22 定期戦 
6/17 名古屋大学 12-26 招待試合 

以下 B チーム 
4/29 京都工芸繊維 14：00 新歓試合 
6/9 大阪府立大学 12-31 練習試合 
6/16 防衛大学 B 7-29 定期戦 

夏合宿予定について 
日程：8/16（木）～24（金）（ただし 16，24日は移動日） 
場所：菅平 佐久山荘（電話 0268-74-2072） 
  
夏合宿において，下記の試合が予定されていますので， 
ＯＢ皆様のふるってのご参加お願いいたします。 
18（土）成城大学  13：30 KO サニアパーク 
19（日）学習院大学 13：00 KO 佐久山荘グランド 
        ＯＢ戦     14：30 KO 佐久山荘グランド 
・19 日の試合はグランドの関係で変更の可能性があります。 
・成城大学は春の定期戦が麻疹の影響で中止になった試合であり，
熱戦が期待されます。 

中部地区懇親会のご報告 
 名古屋大戦にあわせた中部地区懇親会は 17 日、最長老の芝山
さん（昭和２３年）以下中部地区ＯＢ19 人、遠征組のＯＢ（城田
さん、南出さん）湯谷監督、岡市コーチと飯島主将ら現役 7 人の
計 30 人が出席し、盛大に開かれました。39 年の福田さん（元コ
ーチ）から「これを機会に中部地区に恒常的なＯＢ会を組織しよ
う」との提起があり満場一致で賛同を得ました。準備委員会をつ
くり、具体的な準備を始めることになりました。 
 席上、南出さんからは最近のリクルートの状況、岡市さんから
は宇治グラウンド芝生化の状況の報告がありました。ＯＢにはリ
クルート用の DVD が配られ、ラグビー部のＴシャツも販売しま
した。 
 ＯＢは全員が近況を報告、世代を超えて親交を深めました。ま
た現役からも元気な決意表明がありました。 
 意外に多くのＯＢが中部地域にいることがわかりました。最近
の現役の出身地をみても、この地域が重要な役割をはたしている
ことから、今後も懇親と現役支援のための活動を継続していく方
向です。 
 

◇宇治グラウンド総合整備募金について 
・目標額 5000万円のところ 6 月末までに 2,729 万円のご芳志をいただきました。 
・今回の宇治グランド総合整備は、芝生化のみならず、グラウンド周辺の施設の整備も予定しており、KIURFC のホームグラウンドに
相応しいクラブ施設の充実を目指すものであります。 
・募金の期間は平成 21 年 10 月までとしておりますが、まだ寄付をお申し込みでない方におかれましては、計画にご賛同いただき、金
額の多寡にかかわらずご芳志を賜りたく、改めてこの場を借りてお願い申し上げます。 
◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト http://www.kiurfc.com/ 
・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・住所、勤務先、メールアドレスの変更：216-0015 川崎市宮前区菅生 5-20-4 TEL&FAX044-976-3819 今郷詔 <imago@src.r icoh .co.jp> 
（同上）変更連絡フォーム： http://www.kiurfc.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=addfrm 
・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 小笠原奨悟< s.ogasahara_kyoto-u_rugby@hotmail.co.jp > TEL 090-7967-1175 
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待望の宇治グラウンド開きを開催！ 
宇治グラウンドの天然芝化を記念するグラウンド開きが、9 月 9
日（日）に開催されました。以下ご報告いたします。 
 
去る 6 月 24 日に植えた宇治グラウンドの芝は、87 日間の養生で
立派な芝生に成長し、グラウンド開きの式典が行われました。 
 
グラウンド開き当日は、午前 11 時からの式典に先立って、まず
午前 9 時からラグビースクール交流試合が行われました。この試
合では、芝植えに協力していただいた南京都ラグビースクールや、 
豊中ラグビースクールの子供たちや父兄が大勢集まり、練習やゲ
ームで芝生の感触を楽しんでもらいました。 
 

 
 
そして、午前 11 時から宇治グラウンド開き記念式典が行われま
した。 
 
当式典では、京大ラグビー部 OB 代表幹事の田代氏・石田氏、そ
してラグビー部部長清野氏からのあいさつがあり、また京都大学
から代表として来られた中野学生センター長にお話をしていた
だきました。中野センター長は、「5 月の近畿国公立大会の時には、
泥田のようなグランウンドであったが、このようなすばらしい緑
の芝生に生まれ変わったことは非常に感銘深い」と語り、感慨深
げに天然芝に目を細めていました。 
 
これに加えて、はるばる鳥取から NPO 法人「鳥取グリーンスポ
ーツ」のニール・スミス代表・中野淳一氏を当式典にお招きまし
た。 
スミス代表からは、「この芝は非常に成長力があるので、芝を痛
める心配をせずどんどん使ってよい。芝生の上で練習すれば足も
速くなるし、ラグビーもうまくなる」と部員に対し力強く激励を
していただきました。 
お二人のごあいさつの後、スミス・中野両氏に対し、ラグビー部
から感謝状とペナントが贈呈されました。 
 
式典の最後に、ラグビー部の現役代表として飯島主将が御礼のあ
いさつに立ち、「こんな立派な芝生のグラウンドにしてもらった
ので、しっかり練習してリーグ戦に臨む」との決意の言葉を、OB
諸氏を前に話してくれました。 
 
 
式典の後は、当日参集した OB によるタッチフットゲームが行わ
れました。これは正確に言うと、キック・パスでゴールポストに
蹴りこむオーストラリア式（？）フットボールゲームで、OB 諸
氏は芝生の上を存分に走り回り、芝生がしっかり育っていること
を実感していました。 

OB タッチフットゲームの後は、グラウンド開きの最後を飾る催
しとして、京大 B vs.三菱東京 UFJ 銀行チームのエキシヴィジョ
ン・マッチが行われました。 
試合の結果は京大 B の選手の面々の活躍も随所に見られながら、
三菱 UFJ 銀行に惜敗しました。 
 
当日の天候は、雨上がりの好天で気温が 30 度を越えていました
が、グラウンドは水はけがよく、グラウンドコンディッションも
上々で、グラウンド開きの行事を滞りなく行うことができました。 
 

 
 

参加していただいた OB の方々、ありがとうございました。 
 
尚、この芝生化は、宇治グラウンド綜合整備計画の一環であり、
この募金に応募していただいた皆様の資金によって実現するこ
とができました。改めて御礼申し上げます。 
グラウンド綜合整備計画は、芝生化にとどまらず、クラブハウス
の建設や、周辺施設の改善も目指します。まだ募金に応じておら
れない方は、趣旨ご理解の上、金額の多少に拘わらず、ご応募い
ただきますよう、この場を借りてお願い申し上げます。 
  
グランウンド開きの様子を、下記の URL にアルバム形式で準備
しました。 
当日ご参加いただけなかった方々も宇治グラウンドの変貌ぶり
をお確かめいただきたいと存じます。 
h t tp://rugby.game.coocan .jp/20070909/a lbum00001.h tm 
 
 
 

芝生化とシーズン展望         監督・湯谷博 
ＯＢ各位のご尽力により、今年度当初より宇治グラウンドの芝生
化工事が鋭意進められて来ました。６月末に植え付けた芝生は天
候に恵まれて順調に育ち、８月終わりには見事な天然芝のグラウ
ンドが完成しました。 
 
９月からは、この素晴らしい環境のもとで、部員は毎日元気に練
習に励んでいます。天然芝は、特にタックルや試合形式の練習を
安全かつ効果的に行う上で大きな威力を発揮します。来春にはこ
の優れた環境が多くの新入生を入部に導き、中長期的にチーム発
展の基盤を作ってくれることでしょう。 
 
昨年度までは、散水や給水も不十分な堅いグラウンドで、部員は
練習を強いられてきました。この劣悪な環境が飛躍的に向上した
のは、ひとえにＯＢ各位から寄せられた多額の募金とご厚意のお
かげであり、スタッフ、部員一同、心より感謝申し上げます。ぜ



ひ宇治グラウンドにお越しいただき、完成した緑の絨毯をご高覧
いただきたく存じます。 
９月２３日からは、いよいよリーグ戦が始まります。昨年度に卒
業した多くの４回生の穴を埋めるのは容易なことではなく、一方
ではＢリーグ上位校は外国人選手を揃えるなど強化が著しく、予
断を許さない厳しい状況にあります。現在持っている個々のスキ
ルを前提に、その長所を生かし戦力を高めて行かなければなりま
せん。 
 
この素晴らしいグラウンド環境を力として、部員はリーグ戦に向
けて走り込み中心の練習を続けています。リーグ戦では、多くの
ＯＢの皆様のご観戦をお待ちしています。 
 

現役部員より － 今シーズンの展望・決意 
【１】主将・飯島佳英 
３月から練習を本格始動した今年のチームも、いよいよリーグ

戦本番まで残り 1 ヶ月を切りました。４回生として、そして主将
として、迎える最後のリーグ戦が始まるのをとてもワクワクしな
がら待っています。 
チーム始動直後は、昨年の主力メンバーが大勢引退してしまい、

頼もしかった先輩たちのいないグラウンドがとても寂しく感じ
られましたが、たくさんの元気あふれる新入部員を加え、現在、
夏合宿を経てぐんぐん成長を続けるこのチームが、関西 B リーグ
の強豪校を相手にどこまで通用するか、チャレンジできる喜びを
思う存分楽しんでいます。 
今年は春からとことん走り込みをして、またとことん天候に恵

まれ練習が中止になることもなく、たっぷり練習をすることがで
きました。また OB の皆様の尽力により宇治グラウンドの天然芝
化も実現し、現役部員にとっては幸せすぎる環境で練習すること
ができます。春から頑張ってきた自分のためにも、苦しいときに
共に支えあってきた仲間のためにも、そして現役のために尽力く
ださった OB の皆様のためにも、目標であるリーグ制覇を成し遂
げたいです。 
今年はリーグ戦序盤に昨年のリーグ上位校と対戦します。まず

はそこにすべてをぶつけます。最高のリーグ戦にします。 
 
【２】副主将兼 FWリーダー・足立圭祐 
夏合宿・同志社との定期戦を終え、リーグ戦へ向けての最終調

節が始まりました。 
  幸いなことに今年は、去年のレギュラー8人のうち松林さんを
除く 7 人がプレーを続けます。ですから、去年よりも強く、そし
てよく走る FW になることが求められます。しかし、PR である
松林さんの抜けた穴は大きく、春シーズンでスクラム・モールな
どのセットプレーに大きな課題が残りました。 
夏合宿でスクラムはだいぶ改善されたといえますが、モールは

まだまだ意思統一が取れず、去年のように、モールが武器のチー
ムとなるにはまだまだ練習が必要です。 
  これから初戦までの 2 週間、セットプレーの練習をこなし、セ
ットプレーにこだわりとプライドを持ったいい FW になるよう、
がんばりたいと思います。 
 
【３】BKS リーダー・森田暢謙 
今年のBKは去年のリーグ戦を経験したメンバーが少なく春は

経験不足を感じていましたが、夏合宿で例年より試合を多く組み、
コミュニケーションを取る機会を増やすことでうまく連携を取
ることができるようになってきました。特にディフェンスは合宿
後半から目を見張る成長ぶりで、同志社戦では一度もラインブレ
イクを許しませんでした。 
一方、アタックはライン攻撃の精度が低く、有効な攻撃があま

りできていない状況です。しかし BK 全員で攻撃のイメージを共
有できるようになっており、個々が勝手に動くのではなく BK の
ラインとして動けるようになってきているので、リーグ戦までに
修正して万全の状態で開幕戦に臨みたいです。 
器用さはないですが全員がひたむきに、がむしゃらにプレーす

るいいチームです。応援よろしくお願いします。 

９月２日定期戦 vs.同志社大学 の結果 
2007 年９月２日（日）15 時キックオフ ＠京田辺グラウンド 
40 分×40 分 
【同志社大学】       【京都大学】 

    ０    《前半》    ７ 
   ２８    《後半》    ０ 
   ２８    《合計》    ７ 
 
 

秋のリーグ戦日程 

日付 対戦相手 K.O 試合会場 
9/23 摂南大 14:40 摂南大 G 
9/30 関西大 13:00 西京極 
10/6 大経大 14:40 大経大 G 
10/21 花園大 13:00 大経大 G 
10/28 大産大 14:40 関西大 G 
11/4 大阪大 13:00 大経大 G 
11/18 神戸大 13:00 大経大 G 
11/24 甲南大 14:40 近鉄花園Ⅱ 
12/2 大教大 13:30 京大宇治 G 
 
＊9/23 摂南大グラウンドアクセス＊ 
京阪・寝屋川市駅（南出口）より京阪バス乗り継ぎ。 
バス西口３番乗り場より、３系統、１０系統、１１系統が
向かいます。 
約１５分乗車、「摂南大学」バス停でお降り下さい。 
※１０系統は２番乗り場発車のものもございますが、遠回
りですので、１０系統をご利用の際は、３番乗り場からご
利用下さい。 

見えなかった ドロップ・ゴール！ 
 今から 41 年前私は秩父宮ラグビー場において、全国大学選手
権 京大対早大のレフェリーを務めておりました。 
大学選手権初出場の京大は関西リーグ第三位、対戦する早大

（その後、八幡製鉄を破り日本一になったティーム）に 10 人 FW
で早大 FW を押しまくった、前半を 6‐11 で折り返し後半早々
SO 中村孝太郎選手（S44 卒）が、見事なドロップゴール（9‐11）
を決めましたが、小生残念乍らボールが太陽の中にすっぽり入
り、（当時は秩父宮近くにはまったくビルが建っておらず）、まっ
たく見えなかったのですが観衆のものすごい拍手でしたので、つ
い「ゴール！」とコールしました。 
ゲーム後あれは素晴らしいドロップゴールだとレフェリー仲

間から云われホッとしました。（現在はタッチジャッジがいるか
ら安心）ノーサイドまで京大の捨身なディフェンスでスコアこそ
9‐25 でしたが、素晴らしいゲームでした。ちなみにこのゲーム
の反則は京大 0 早大 8 でした。 

成城大学ラグビー部 OB 
関東ラグビーフットボール協会 
レフェリーソサイティ・コーチ 

松尾勝吾（72 才） 
 
はじめての試みとして、成城の松尾勝吾氏に京大 OB の中村さん
にまつわる話を寄稿していただきました。今後もチームや
KIURFC の状況報告だけでなく、クラブ内外のラグビーにかかわ
る話題を、コラムとして扱っていきたいと思います。コラムのア
イデア、執筆者の推薦（自薦・他薦）など、組織委員会白石（S54）
までお知らせください。 
 

◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト ht tp://www.kiur fc.com/ 
・会員ブログ ht tp://blog.kiu r fc.com/member / ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・住所、勤務先、メールアドレスの変更：216-0015 川崎市宮前区菅生 5-20-4 TEL&FAX044-976-3819 今郷詔 <imago@src.r icoh .co.jp> 
（同上）変更連絡フォーム：ht tp://www.kiur fc.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=addfrm 
・会員の訃報受付： 地区担当委員または組織委員長白石まで 
 関東地区：S56 中桐則昭、関西地区：S56 石脇幹也、九州地区：S62 靏 康彦 
・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 小笠原奨悟< s.ogasahara_kyoto-u_rugby@hotma il.co.jp > TEL 090-7967-1175  
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拝啓 
初秋の候、貴校ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
ラグビー部員の皆様におかれましては、花園大会の予選を間近に控え、最後の調整に余念のないことと存じます。 
さて、京都大学ラグビー部は、恒例の菅平合宿を終え、いよいよ秋のシーズンに臨むこととなりました。 
昨年は５勝４敗で６位に終わった関西大学Ｂリーグで、今年こそは優勝し、Ａリーグ復帰を目指したいと思っております。 
また、京大宇治グラウンドは９月に天然芝に生まれ変わり、練習環境も飛躍的に改善されております。 
２００７年度の京都大学ラグビー部の活躍を是非とも応援いただきたく、よろしくお願い申し上げます。 

敬具 

 

慶応義塾大学定期戦(2007/04/22 於 宝が池球技場) 

 

夏合宿での練習試合(対 学習院大学 2007/08/19 於 菅平高原) 

 
 

高校生の皆さんへ             監督 湯谷 博 
京都大学ラグビー部は、1922 年に創部された

長い歴史と輝かしい伝統を持つクラブです。 

創部以来今日に至るまで、絶えず海外における
最新のラグビー戦術の導入に努め、日本のラグ
ビーの近代化と発展に寄与して参りました。戦
前には３年連続で全国制覇を果たしたこともあ
り、戦後においても全国大学選手権大会への出
場回数は５回を数え、国公立大学では随一の成
績を上げています。 

また、京都大学ラグビー部は、ノーベル賞学者の野依先生を始
め、官公庁、民間企業、研究教育機関など、各界の中枢で活躍す
る多くの優れた人材を輩出してきたことでも知られています。ラ
グビーで培われた能力と人格が、卒業後の人生をきっと実り豊か
なものにしてくれることでしょう。 

現在、チームは関西の大学Ｂリーグに所属しており、リーグ優
勝を目指して部員一同練習に励んでいます。 

グラウンドは宇治黄檗の丘の上にあり、広い
敷地と豊かな自然に恵まれた環境にあります。
ＯＢから寄せられた募金をもとに、今年度当初
より進めてきた芝生化工事は８月末に完了し、
全国でも有数の天然芝の専用グラウンドで部
員は毎日楽しく練習しています。 

京都大学に入学された暁には、この優れた環
境で思う存分にラグビーを楽しまれることを
お薦めします。高校や小中学校でラグビーを経
験された方は勿論のこと、初めての方も大歓迎。
ほんの少し体験されるだけで、このスポーツの

魅力の虜になること請け合いです。 

ぜひ私達のチームに加わって、楽しく充実した大学生活を堪能
して下さい。 
 

最高の環境で最高の青春を    主将  飯島 佳英（明和） 
高校生の皆さん初めまして。今年度京都大

学ラグビー部の主将の飯島です。 

皆さんは現在、高校ラグビー花園予選や、
また受験勉強などで大変忙しい毎日をお過
ごしかと思います。ほんの少しの休憩時間に
でも、この文章を一読していただければ幸い
です。 

私も高校時代、皆さんと同じように花園を
目指してラグビーを思う存分楽しみ、愛知県
選抜にも選ばれ、受験では１年浪人はしましたがこの京都大学に
合格することができました。 

そして今、京都大学で、高校時代とはまた一味も二味も違う『大
学ラグビー』の楽しさを満喫しています。 

高品質でメリハリのある練習、熱くそれでいてクールな試合、
年間スケジュールや対戦相手などのトータルマネジメント、勉強
や遊び、アルバイトとの両立など、学生主体の素晴らしさを痛感
できる、それが京都大学ラグビー部です。 

またＯＢの方々の手厚いサポートによりついに今年、ラグビー
部専用グラウンドの天然芝化が実現、さらにスクラム、モール用
の人工芝も完成し、練習環境は抜群に優れています。 

京大ラグビー部の思い出をぜひ、大学生という最高の青春の１
ページに加えることを、頭の片隅に置いて頂ければと思います。 



 
充実したキャンパスライフ    新入部員 中越 邁 (湘南） 
受験生の皆さん、こんにちは。 

京都大学ラグビー部一回生の中越です。 

僕が入部してから半年になるのですが、ま
ず始めに思ったのは部の雰囲気がとてもよ 
いということです。僕は二浪しているため
年下の先輩もいるのですが、気まずくなる
ことは全くありません。素晴らしい先輩方
と同回生に囲まれて、楽しい日々を過ごし
ています。 

体育会と言うと、きつすぎて他のことが何もできなくなると思
う方もいらっしゃるでしょうが、前期・後期のテスト期間中は長
期 off になるので勉強をしっかりしたい人も充分やっていけま
す。またバイトをしている部員も多く、ラグビー一色でない充実
したキャンパスライフを送ることができます。 

また、京大ラグビー部の魅力として豪華なコーチ陣が挙げられ
ると思います。竹森ヘッドコーチは前に社会人ラグビーの強豪三
菱自動車を率いていた素晴らしい指導者です。竹森さんの非常に
的確なコーチングのおかげで、京大は体格に勝る私大にも互角の
戦いを演じています。 

さらに、京大ラグビー部は歴史のあるクラブなので OB 会が非常
に強力であり、とても心強いです。今年は OB をはじめ多くの方
の寄付金により宇治の専用グラウンドが全面天然芝となり、ため
らいのない全力プレーを楽しめるようになりました。現在はさら
にクラブハウスを立てる計画があるとのことです。 

京大ラグビー部は、京大体育会の数ある部の中でも最も魅力的
な部の一つだと思います。京大に入学が決まった暁には、是非ラ
グビー部という選択肢を考えて欲しいと思います。 

皆さんと一緒にプレーする日を、楽しみにして待っています。 
 
 

FIELD OF DREAMS ～ 京大宇治グラウンドが天然芝に！ 

京都大学ラグビー部の専用
グラウンドである、京大宇治
グラウンドが天然芝に生まれ
変わりました。 

メンテナンスの比較的容易
な人工芝のグラウンドの導入
が主流となっている中、やは
り「ラグビーには天然芝が一
番」との信念のもと、OB・現
役が一体となって「宇治グラ
ウンド芝生化プロジェクト」に取り組みました。 

大学側や地域のラグビースクールなどの皆さんからの支援を受
けながら、６月２４日には芝植えを完了。９月９日にはグラウン
ド開きも行われ、現役部員は、絨毯のような天然芝のグラウンド
で秋のリーグ戦に向けた厳しい練習を開始しました。 

今回の「芝生化プロジェクト」では、資金面では OB はじめ多く
の方からの寄付金で支援いただき、また、芝植えも OB・現役・
地域のラグビースクールの生徒さんによって行われるなど、京都
大学ラグビー部を愛する皆さんの手による、まさに手作りの活動

でありました。 

これをきっかけにして、地球環境に優しく、多くのラガーマン
に愛される京大宇治グラウンドを目指していきたいと思ってい
ます。 

これから、京大でラグビーをやってみたいと思っている皆さん、
京大ラグビー部を愛するすべての人の思いがつまった夢のグラ
ウンド、FIELD OF DREAMS が皆さんをお待ちしています。 
 

２００７年度 新入部員 

氏名 ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ 出身校 経験スポーツ 

井口 達也 SO 六甲 ラグビー 

岡本 大和 SH 岡山城東 ラグビー、バスケ 

小堀 充雄 CTB 膳所 ラグビー、サッカー、野球 

風岡 諒哉 PR 明和 ラグビー、野球 

酒井 俊太郎 LO 長崎東 ラグビー、野球 

佐倉 影昭 FL 嵯峨野 ラグビー、剣道、陸上 

中越 邁 HO 湘南 ラグビー、剣道 

日原 由博 WTB 甲陵 ハンドボール 

森 春樹 LO 長崎東 ラグビー、ソフトボール 

安井 裕紀 SH 明和 ラグビー、ハンドボール 

山本 洋祐 LO 明和 ラグビー、軟式テニス 

米今 勇輝 CTB 神戸 ラグビー、野球 
 

２００７年春夏 主な試合結果 

日付  結果  試合区分 

4/14 京大 0－92 関西学院 定期戦 

4/22 京大 22－81 慶応義塾 定期戦 

6/3 京大 27－24 立命館大 定期戦 

6/16 京大 21－22 防衛大学校 定期戦 

8/18 京大 19－22 成城大学 定期戦 
 

２００７年秋 主な試合結果と予定 

日付  結果  試合区分 開始時刻・会場 

9/2 京大 7－28 同志社 定期戦  

9/23 京大 7－81 摂南大学 関西大学Ｂ  

9/30 京大 15-12 関西大学 関西大学Ｂ  

10/6 京大 41-38 大阪経済大学 関西大学Ｂ  

10/21 京大  花園大学 関西大学Ｂ 13:00 大経大 

10/28 京大  大阪産業大学 関西大学Ｂ 14:40 関大 

11/4 京大  大阪大学 関西大学Ｂ 13:00 大経大 

11/18 京大  神戸大学 関西大学Ｂ 13:00 大経大 

11/24 京大  甲南大学 関西大学Ｂ 14:40 花園第２ 

12/2 京大  大阪教育大学 関西大学Ｂ 13:30 京大宇治 

未定 京大  東京大学 定期戦 未定 

未定 京大  九州大学 定期戦 未定 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

☆お願い 

・ このレポートを貴校ラグビー部員、あるいは
その他のスポーツに取り組んでいる生徒の皆
さんに回覧してください。大学進学後もラグ
ビーを続けたい、ラグビーを始めてみたいと
お考えの生徒さんの参考になれば幸いです。 

・ もし当校に興味があったり、受験を希望され
る生徒さん、見事合格された生徒さんがおら
れましたら、右記の地区担当者までご一報を
お願い申し上げます。 

受験生の情報やご相談は下記の地区別窓口あるいは新歓担当まで 

関東・東北・北海道地区：白石良多(ryota@k08.itscom.net) 

東  海  地  区 ：梶田徹 (tokajita@aol.com) 

近  畿  地  区 ：南出聡 (minamide@naisis.co.jp) 

中国・四国・北陸地区 ：城田育士(shirota844@royal.ocn.ne.jp) 

九  州  地  区 ：本田雅義(zimasvingo@hotmail.com) 

新歓担当（現役学生）：山田真也(real.y.grerug-no.2@ezweb.ne.jp) 

当｢K.I.U. Rugby News｣に関するお問合せは下記の編集委員まで 

大藤謙一(k-ofuji@anglers.co.jp) 



京都大学ラグビーフットボールクラブ 

 

クラブ便り 
平成 19年度 第４号 １２月３１日発行 

 
リーグ戦総括             湯谷博 監督 
 年末の東大戦をもって、今シーズンを無事終えることが出来ま
した。リーグ戦では６勝３敗で４位の成績を上げ、東大戦にも圧
勝し、平成年代では最高の結果をご報告することができて安堵し
ています。これは飯島主将を中心に部員一同春から厳しい練習に
取り組んできた成果であり、竹森コーチを初めとするスタッフ、
ならびにＯＢの皆様からの種々のご支援が実を結んだものです。
長いシーズンでしたが、部員諸君は内容のあるラグビーを十分エ
ンジョイしてくれたことと思います。 
春から夏にかけての近畿地区国立大学体育大会や定期戦で芳し
い成果を出せなかったこともあり、秋のリーグ戦では不安な開幕
戦を迎えました。初戦の摂南大はリーグ随一の実力を持つチーム
であり、大方の予想通り大敗を喫しました。しかしこの試合で安
定したスクラムが組めたことで、心配されたスクラムについては
今後のリーグ戦で十分に戦える目処が付きました。 
２戦目の関大戦では、前週に関大が 100点ゲームで圧勝していた
こともあり苦戦が予想されました。しかし関大はバックス主体の
チームであり、幸いにして当日の激しい雨で展開力が封じられ、
フォワード勝負の接戦となりました。終了間際にゴール前モール
を押し込み、飯島主将のトライで劇的な逆転勝利となりました。
この試合、時にスクラムを押し込むなどフォワードの頑張りが大
きかったと思います。続く大経大戦では、この勢いでサイド、ラ
インからの突破が次々と成功し、前半で大量リード。後半の追い
上げを振り切って上位チームから２勝目を上げることができま
した。第２クールの花園大・大産大戦では、外国人選手のパワー
にも圧倒されて、セットやブレイクダウンでボールを獲得・支配
できず残念な結果となりました。その後の神戸大、大阪教育大な
ど下位チームとの対戦でも、苦しい試合が続きましたが、接戦を
何とか競り勝つことができました。これは春から続けてきた負荷
の重い走り込みの成果であり、終盤に走力で優位に立てたことが
大きかったと思います。 
今シーズンは、Ａリーグとの入れ替え戦で１位の摂南大が龍谷大
に大勝してＡリーグに昇格、２位の大産大も健闘するなど、Ｂリ
ーグのレベルの高いシーズンでした。その中にあって京大は良く
健闘し、シーズンを通して高いチーム力を維持できたと思います。
一方では、Ｂチームの組織的な強化、バックスの攻防のレベルア
ップなど多くの課題も残しましたが、オフ中に今シーズンの活動
を評価点検し、来季シーズンに向けた強化策を作って行くことに
なります。 
最終戦の東大戦では、それまでの主要な得点源であるドライビン
グモールだけでなく、速い連続攻撃から、ラックサイド、ライン
ブレイクなど幅広く多彩な攻撃を仕掛けて得点できました。ＦＷ、
ＢＫバランスの良い理想的な攻撃が見られたのは今シーズン初
めてのことであり、最高の仕上がりでシーズンを締めくくること
ができたことに満足しています。 
今年度は、ＯＢの皆様のご尽力により、グラウンドの芝生化、シ
ャワールームの改修など、選手を取り巻く環境が著しく改善され、
もうすぐ創部９０周年を迎える伝統あるチームに相応しい活動
環境が整いつつあります。芝生のおかげで、コンタクトスキルが
向上し、怪我が激減して、リーグ戦を通じてほぼ全試合レギュラ
ーメンバーで戦うことができました。また、このような優れた環
境の中で、伝統あるチームのメンバーとしてのプライドが自然と
育まれ、そのプライドがまた優れた選手を育てて行くことと思い
ます。 
天然芝の造成は、練習による芝生の疲弊や、天候、害虫、外部か
らの侵入などによる損傷など、経験したことのない未解決の課題
が山積しており、人工芝と違ってリスクの高い事業です。しかし、
価値あることなら難しくても敢えて失敗を恐れず、チャレンジし
て行くのが京大ラグビー部の伝統であり、芝生化のアイデアもそ
の伝統の精神から生み出されたものに他なりません。 
芝生化の事業は、失敗を恐れず敢えてリスクを賭けよ、積極的に
斬新なプレーに取り組んでほしい、とのＯＢ諸兄から寄せられた
メッセージでもあり、部員の皆さんはそれに応えて新しい優れた
ラグビーに挑戦し続けてくれることと思います。東大戦で見られ

た素晴らしいプレーの数々は、そのことを予感させてくれるもの
でした。 
今シーズンにＯＢの皆様からお寄せいただいた数々のご支援と
ご厚情に深謝申し上げるとともに、今後とも引き続きご支援と忌
憚のないご意見を賜りますよう、お願い申し上げます。 
 
リーグ戦を振り返って        飯島佳英 主将 
２ヵ月半に及ぶ長い長いリーグ戦がついに終わりました。 
最上級生として、そして主将として戦った９試合で、京都大学ラ
グビー部は平成史上最高の戦績をあげ、仲間とたくさん感動し、
笑うことができました。 
この結果を残せたのは松下組、竹内組のときにリーグ戦で負け越
す悔しさを体験していたからです。そして昨年、北原組でリーグ
戦に勝てる自信を持てたからです。先輩方の頑張りなしにはこの
結果は残せませんでした。 
12月 2日、リーグ戦最終戦の後の油田さんの、『今年１年現役復
帰してラグビーしてよかった』って言葉は絶対忘れない、昨年迷
惑かけっぱなしだった油田さんからの、なによりうれしい言葉で
した。 
『ここまで頑張って本当によかった』 
チームは今、そんなムードが充満しています。そしてそんなムー
ドが、来年に向けてのさらなるモチベーションアップにつながる
と思います。そんな来年につながる結果が残せたことがとても幸
せです。 
もうすぐ引退する僕らにとっては少しせつないけれど、少しずつ、
来年に向けて３回生が活動を開始しています。頼りになる３回生
を中心に、きっと来年も今年以上のチームになると確信していま
す。 
そして何より、リーグ戦毎試合におけるＯＢの皆様の応援は、僕
だけでなく、部員全員にとって強烈な励みとなりました。試合を
ご覧になって、まだまだふがいないチームと感じられたかと思い
ますが、部員みんなで精一杯頑張りました。来年以降、素晴らし
い後輩 たちがもっともっといいチームにしてくれることと思い
ます。この一年、京都大学ラグビー部を応援し、支援してくださ
ったＯＢの皆様、関係者の皆様、本当にありがとうございました。 
 
リーグ戦を振り返って 足立圭祐 フォワードリーダー 
春シーズンからＦＷの課題はスクラムだと言われ続けてきまし
た。摂南・大産に対してはマイボールスクラムでもディフェンス
ラインを引けば大丈夫だと言われていましたが、僕自身、スクラ
ムがすべてターンオーバーされるかもしれないという不安をか
かえたまま、夏合宿を迎えました。 
しかし、この合宿でＦＷのメンバーはその不安を一掃するくらい
の 練習量を積むことができました。特に PR の稲垣は、スクラ
ムのビデオを見て自ら進んでプレーの研究をするようになり、そ
の後の彼の伸びは目を見張るものがありました。彼 3番として成
長したからこそ、今年の京大があったといっても過言ではありま
せん。また、合宿後の練習でＦＷはスクラム・モールを一日何十
本も練習しました。今思えばこの時期に FWはものすごく成長し
ていたと思います。現にスクラムは春から見違えるほどに強くな
り、上位チームと互角に戦い、下位チームに対しては何回もター
ンオーバーすることができました。 
そしてリーグ戦初戦の摂南戦を迎えました。 
摂南戦は、前半にかなりの点差をつけられ、勝敗が見えてしまう
ゲームでした。摂南大学はやはり強かったのですが、試合の入り
に立て続けに点を取られてしまったことは反省すべき点であっ
たと思います。リーグ戦初戦の入りですから、もう少しタイトな
ゲームをしたかったです。しかし、後半はほぼ互角の勝負をする
こと が出来たことが次の試合以降の自信につながりましたし、
摂南戦の後半があったからこそ、次の関大に勝つことが出来たの
だと思います。 
今年は関大、大経、そして神戸、大教と 5点差以内の接戦が 4試
合もありました。僕自身、接戦で勝てるチームに所属するのが今
季の京大が初めてで、今まで経験上格下のチームには勝てるが、



同程度の実力を持つチームには 競り負けていました。その試合
すべてに勝つことが出来たのは、主将の飯島を筆頭に、チーム全
員が春からずっと勝つために努力を惜しまなかったからだと思
います。「努力によって接戦を制する」というラグビーの楽しさ
に初めて気づくことができました。 
また、去年京大より下位だったチームすべてに勝つことが出来た
こともとてもよかったと思います。フォワードがセットプレーで
これらのチームにプレッシャーをかけ続けた結果だと思います。 
今年は、春に全くといっていいほど勝つことが出来ず、負けてば
かりでしたが、厳しい練習に後輩たちがついてきてくれた。その
ことが何よりうれしかったし、チームを強くした一番の原因だと
思います。 
肝心なところでミスしてばかりの頼りない FW リーダーでした
が、FWの皆には本当に感謝しています。こんなに強い FWをど
うもありがとう。 
 
リーグ戦を振り返って  森田暢謙 バックスリーダー 
B リーグ制覇・打倒摂南を掲げて望んだ第１節、京大は摂南に完
敗。BK は攻守ともにプレーを重ねる毎に連携が希薄になり何も
できませんでした。今後のリーグ戦への不安がよぎり、リーダー
としての責任を感じました。第２節関大戦。去年関大には BK で
くずされ、大差で負けたので何としても負けられない、シャロー
ディフェンスで勝負しようと BKに指示をしました。京大は激し
いタックルと鋭いツメで関大の自由を奪い、勝利を得ることが出
来ました。また、アタックでも数本のラインブレイクができ、自
信と希望を持つことができました。 
第３節から第５節、去年２・３・４位の大経・花園・大産に対し
て１勝２敗。大経に辛勝したが花園、大産には負けて上位校の強
さを改めて感じさせられました。第６節から第９節の阪大・神
大・甲南・大教戦は京大のプライドをかけて全勝を目指し、それ
を実行することができました。この４連勝は４回生が毎試合ビデ
オを何度も見て課題を分析し、修正するという地道な作業をして
くれたお陰であり、そういった勝つための努力が実を結んだ結果
だったと思います。また４回生 FWのお陰で BK は自由に動くこ
とができ、本当に心強い FWでした。 
 ９戦６勝３敗の４位。BK は、去年の４回生がたくさん抜け、
春はどうなるかと思いましたが、苦しみながらも努力した成果が
秋に花咲き、本当に嬉しかったです。 
最後になりましたが、一年間応援して下さった OB の方々、本当
にありがとうございました。グランドの芝化などを通して OB の
方々の応援を肌で感じることができ、改めて京大ラグビー部の誇
りを重く感じることができました。また、観戦に来られた OB さ
んが一緒に勝利を喜んで下さった事も本当に嬉しかったです。リ
ーダーとして至らない部分が多かったですが、この１年間 BK リ
ーダーをさせてもらえた事を心から感謝しています。飯島先輩た
ちが残してくれた自信と希望を糧に、来年こそは念願の「Bリー
グ制覇」を実現します。 
来年も応援よろしくお願いします。 
 
秋の公式戦結果 

日付 対戦大学 計 （前半） （後半） 
9/2 同志社(定期戦) ●７－28 ７－０ ０－28 
9/23 摂南大 ●７－81 ０－64 ７－17 
9/30 関西大 ○15－12 ５－７ 10－５ 
10/6 大阪経済大 ○41－38 31－11 10－27 
10/21 花園大 ●29－51 17－22 12－29 
10/28 大阪産業大 ●６－49 ３－24 ３－25 
11/4 大阪大 ○46－３ 15－３ 31－０ 
11/18 神戸大 ○27－22 ３－15 24－７ 
11/24 甲南大 ○46－10 13－３ 33－７ 
12/2 大阪教育大 ○29－24 10－17 19－７ 
12/16 九大(定期戦) ○36－27 17－10 19－17 
12/23 東大(定期戦) ○73－15 28－15 45－0 

 
 
今年度Ｂリーグの概況       遠藤 
今年の関西大学リーグ戦Ｂは、全体としては摂南・大産・花園の
3強に対し、各チームが挑戦していくという構図になった。 

1位 摂南大 ９勝０敗 入替戦で龍谷に勝利しＡ昇格 
2位 大産大 ８勝１敗 入替戦で近大に惜敗しＢ残留 
3位 花園大 ７勝２敗 ３強の地位は守った 

4位 京都大 ６勝３敗 平成年度最高の戦績 
5位 関西大 ５勝４敗 リーグ序盤で京大に惜敗 
6位 大経大 ３勝６敗 京大・大教に不覚 
7位 甲南大 ３勝６敗 下位チームには総じて勝利 
8位 神戸大 ２勝７敗 大教に勝利し入替戦を回避 
9位 大教大 ２勝７敗 入替戦で大院大に辛勝しＢ残留 
10 大阪大 ０勝９敗 入替戦で帝塚山に敗北しＣ降格 

 
◇摂南は序盤から他チームに対して圧倒的な強さで連勝してい
くと同時に、リーグ戦開幕の 2週間前に昨年末Ａ－Ｂ入替戦で戦
った龍谷と練習試合を組むなど、その視線はすでにリーグ戦後の
入替戦に照準を合わせていたといえる。そして、摂南はリーグ戦
最終戦で大産に対し 50 点差近くの大差で勝利しＢリーグ優勝を
飾った。その後、Ａ－Ｂ入替戦において昨年 14-17で惜敗した龍
谷に 62-22で圧勝し、見事雪辱を果たして 7年ぶりとなるＡリー
グ昇格を果たした。龍谷は、名将・記虎監督を擁しながらも 19
年ぶりにＢリーグに降格することとなった。 
◇大産はリーグ戦前から摂南に対する有力な対抗馬と目されて
いたが、その下馬評通り、最終節の摂南戦までは全勝で勝ち進ん
だ。摂南には大差で破れＢリーグ 2位に終わったものの、入替戦
の切符を手に入れた。迎える相手は近畿大。体格では近大がやや
上回っていたが、ゲームは最後まで接戦となり、一時大産は 3点
差まで詰め寄るも、最後は 17-25で敗北し惜しくもＢリーグ残留
となった。 
◇今リーグ戦で台風の目になったのは、やはり京大であろう。京
大は昨年 6位であったが、今リーグ戦で昨年 6位以下のチームが
同 5 位以上のチームに 2 勝以上挙げたのは京大以外になかった。
京大は第 2節・第 3節で上位校の関大・大経大を破った。この 2
連勝は、他チームに脅威を与えた。結果、京大は平成年度で最高
の成績を挙げ、3強に次ぐ第 4のチームとなった。 
◇昨年 4位の大経大は、今年は些か不覚であった。京大のみなら
ず、昨年 8位の大教大にもまさかのトリプルスコアの敗北。かつ
てのＡリーグ常連校は、近年徐々に順位を落とし続け、今年は 6
位に終わった。 
◇下位チームは混沌とした争いとなったが、甲南大が一歩抜け出
して 7位、神戸大が 8位となった。大教大は、最終節の京大戦に
勝利すれば最終順位を一気に 6位にまで上げられるチャンスとい
うこともあってか、気迫を前面に押し出して戦い、京大は苦戦し
た。しかし、24-29 の僅差で大教大は破れ、久々にＢ－Ｃ入替戦
にまわった。入替戦の相手である大院大に対しては大差で勝つと
目されていたが、結果は 38-33の辛勝であり、辛うじてＢリーグ
に残留した。 
◇昨年 25 年ぶりにＢリーグに昇格していた阪大は、今リーグ戦
が始まる前から、入替戦を想定してかＣリーグの有力校である帝
塚山大・大院大を入念に分析していた。しかし、阪大はリーグ戦
後のＢ－Ｃ入替戦において帝塚山に 3-31 で破れてＣリーグ降格
となり、替って帝塚山がＢリーグに昇格した。 
 
来季のＢリーグは、上位に龍谷・下位に帝塚山大という新たなチ
ームが加わってのリーグ戦となる。龍谷は 19 年ぶりのＢリーグ
であり、帝塚山は平成 15 年のＤ２リーグから４季を経てのＢリ
ーグへの昇格である。大産・花園はすでにトンガ人留学生を擁し、
今年６位に終わったかつての強豪・大経大もトンガ人補強を検討
していると言われ、関大も負けずに上位進出を虎視眈々と狙って
いる。こうしてＢリーグは目まぐるしい動きを見せており、来季
はさらに白熱さ・面白さの増したリーグ戦となりそうである。 
 
 
 
 
関東学士ラガー倶楽部新年会案内（学士幹事 白石） 

恒例の新年会を下記の通り開催いたします。2008 年は、学士ラ
ガー倶楽部の発足から 80 年を迎える年に当ります。万障お繰り
合わせの上ご参加頂きますようご案内申上げます。 
日時： 1月 15日（火） 18:00～20:00 
場所： 三菱クラブ    03-3216-5361 
千代田区丸の内 2-3-1 三菱商事ビルディング 21Ｆ  
会費： 本人７５００円  同伴者３０００円 

参加申込は 1/10までに 学士幹事 S54白石まで 
 TEL/FAX 03-5722-4230 ryota@k08.it scom.net  
 

以上 
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第３回 評議員会報告  2 月 23 日 於：京大会館 
1. H19 年度の活動総括 
和田会長の挨拶、議長（望月評議員）の選出に続いて、代表幹事、
監督団および強化、総務、組織の各委員会、リクルート部会から、
H19 年度の総括および H20 年度に向けた課題についての報告が
行われました。 
２．H19 年度の決算見通し 
次の報告があり、決算見通しが承認されました。 
■H19 年度の支出は、予算の 6,808 千円に対し、次期繰り越し金
278 千円を含め、ほぼ予算並みの 6,738 千円となった。 
■一方、H19 年度の会費収入は平成 20 年 2 月 23 日現在 4,930
千円と会費収入予算の 5,800 千円に対し 870 千円の未達である。
これに、前期繰越金 208 千円、特別会計からの繰入 800 千円、寄
付金 800 千円等を加え、収入合計を 6,738 千円として、収支決算
とする。 
■このように H19 年度の実質的な収入不足分は 1,600 千円に上
る。次年度以降に大幅な収入アップを計らないとクラブの活動に
大きな支障を来たすことになる。ちなみに全体の会費納入者率は
48%で、昭和年代が 60%であるのに対し、平成年代は 32%に止ま
っている。 
３．宇治グラウンド総合整備計画の実施状況と見通し 
芝生化WG の岡市委員から、宇治グラウンドの芝生化状況につい
て、報告が行われました。これに続き、代表幹事から、総合整備
計画に関わる寄付の状況と今後の計画について報告があり、この
方針で進めることが承認されました。 
■寄付の申込み金額は、H20 年 2 月 19 日現在、35,115 千円。（大
林組 4 百万円、医学部 OB13 名 780 千円、他 7 名 765 千円を含
む）。 
■一方、支出は、天然芝の植付けの他、一部人工芝の練習スペー
ス工事、夜間照明増強なども含め、約 25 百万円が支出された。（こ
のほかに、H19 年度にグランド整備、水道管工事、などに約 400
万円が大学側の負担で行われた。） 
■従って、現在の支出可能額は約 10 百万円であり、今後の計画
には、H20 年度以降の収入確保が前提となる。 
■現状の宇治グラウンドの練習・試合環境としては次の問題点が
挙げられる。 
合宿所が老朽化／ミーティングを行う十分なスペースがない
／ビジター更衣室が必要／シャワー室の更衣スペースが不足
／ウエートトレーニングの施設を充実したい／アフターマッ
チファンクションは、万福寺の研修所を利用／「クラブ」とし
ての機能がない／ 観客席などの整備が必要 

■そこで、今後の改善については、次のような認識で進めること
とする。 
合宿所の建替えは当面、困難（大学への働きかけを継続）との
認識／更衣室、トレーニング室などフル機能をもったクラブハ
ウスは財政的に無理／グラウンド横にミーティングのできる
“クラブハウス”（Rugby Hut )を建設する／シャワー室、更衣
室、トレーニング室は現在の RC 建屋の内装改善で対応／土手
の植栽整備、簡易スタンドの設置などを検討 

４．H20 年度の組織 
H20 年度に向けた役員の交代等の概略は次のとおりです。なお、
各委員会の委員は、評議員会終了後 1 カ月以内に、各委員長によ
って指名されることになります。 
■現評議員は、規約によりこの第 3 回定期評議員会の終了時に任
期満了となる。3 名の方が退任されるが、12 名が再任され、2 名
が新たに任命された。 
■退任された評議員は、新村重晴氏（S24)、柴垣復生氏（S25)、
清水 卓氏（S33）の 3 氏。新任の評議員は、中島裕之氏（S43）、
小野田昭英氏（S52）の両氏。 
■会長、副会長、会計監査は、任期途中であり、変更なし。 
■代表幹事は、H19 年度末で 2 年の任期が満了となるが、田代芳
孝（S48）が再任の指名を受け、本評議員会で承認された。 
■執行幹事も同様に任期満了となるが、石田徳治氏（S48）、瀬戸
口哲夫氏（S55）、峯本耕治氏（S58）が再任され、亀岡友樹氏（S56）

が新たに選任された。 
■各委員長には強化委員長に石田徳治氏（再）、総務委員長に瀬
戸口哲夫氏（再）、組織委員長に亀岡友樹氏（新）が指名された。 
■その他、エジンバラ大学戦実行委員会（委員長 和田会長）、
宇治グラウンド総合整備プロジェクト（担当執行幹事 石田副会
長）、宇治グランド運用管理グループ（岡市リーダー）などの組
織体制が承認された。 
５．エジンバラ大学戦 
実行委員会の米良 GM から、受入計画の進捗状況が報告されまし
た。エジンバラ大学一行は、今年 6 月 2 日に関西空港に到着後、
京都には 5,6,7 日宿泊（宿泊は農学部グランドのスポーツ会館を
予定）。6 月 7 日に京都宝ヶ池球技場で、オール京大 RFC と対戦
する。（他に大体大・天理・東大・防衛大と対戦予定） 
６．H20 年度予算案 
収支の大幅増加を盛り込んだ予算案が承認されました。 
来年度は、支出の大幅増に対応する収入をいかに確保するかが、
クラブの運営にとって大きな課題になります。会員各位の各方面
におけるご協力をお願い申し上げます。 
■支出はエジンバラ大学戦に関わる支出を 500 千円見込む他、各
委員会の活発な活動計画を反映して、対前年 850 千円アップの
7,588 千円 
■収入は、前期繰越の 278 千円に会費収入 6,000 千円（対前年
1,200 千円アップ）に事業収入および寄付収入 1,300 万円を加え
た 7,588 千円 

宇治グラウンドの芝生化について Ｓ５９ 岡市 光司 

 

シーズン終盤の宇治グラウンドにて 

 「宇治グラウンドが芝生に」そんな夢みたいなことが寄付金を
はじめとする多くの方の有形・無形の善意により実現しました。
私はこの「宇治グラウンド芝生化プロジェクト」にWG から参画
していましたので、これまでの検討プロセスおよび経過について
紙面をお借りして紹介したいと思います。 
 最近ではタフな使用に耐え、管理の容易な人工芝が多く採用さ
れていますが、初期費用が高く早期実現が困難であること、ライ
フサイクルコストが高いこと等から天然芝での芝生化に着手し
ました。天然芝も専門業者に委託した場合はかえって高価となる
ので、コストを抑えるため、校庭の芝生化で実績のある NPO 法
人「グリーンスポーツ鳥取（以下 GST）」に指導を仰ぎました。
GST の芝生化コンセプトは「見た目にきれいな競技場の芝生」で
はなく「身近にある安全な芝生」です。天然芝管理のポイントは
芝刈りを頻繁にすること、施肥、散水と非常にシンプルなもので
した。GST 指導のもと、芝生の植付けを多くの方のボランティア
で行い（当日は大雨でしたが）、芝刈りや肥料散布、散水等の日
常管理も自主管理で行っています。 
 6 月 24 日に 50cm 毎に植付けられた苗がほぼ 1 ヶ月で全面を
緑で覆い、9 月 9日にはグラウンド開きをすることができました。
その後、冬芝も発芽し順調に育っていたのですが、10 月中旬にヨ



トウムシに芝生の葉が喰われ、わずか 1 週間で約半面が茶色にな
ってしまいました。GST に相談したところ急激な環境の変化によ
る異常発生でそのうち収束するだろうということでした。また、
やられているのは柔らかい葉の部分だけなので夏場には回復す
るということでした。自然であるがゆえ虫にも喰われますが、自
らの生命力で再生するようです。 
期待と不安が交錯する芝生化初年度でしたが、芝生効果で激しい
練習ができ、現役もよい戦績を残すことができました。その分、
芝生は傷みましたが、天然芝特有の生命力で再生し、今後も安全
な練習環境を提供してくれると思います。 

卒業生挨拶 
※飯島佳英君、足立圭祐君は前号を参照してください。 
◆小笠原 奨悟 LO 天王寺 主務 
僕は１回生の夏を迎えて、充実した生活を送れていないと感じ、
突然訪問するかたちでラグビー部に入部しました。今ではあの時
の判断は間違っていなかったと 強く感じています。この京都大
学ラグビー部でしか得ることのできなかった経験、友達を通して
大きく成長することができました。さらに、今シーズンはいい結 
果を残すことができ、あまり試合に出ることができませんでした
が、チームの一員として満足しています。４年間ありがとうござ
いました。 
◆稲垣 貴行 PR 砺波 
いろいろとしんどかった。ただ最終のクールでは 6 勝もできて良
かった。最終学年において研究室関連で行けなかったり遅れたり
して悪かったとは思う。プレーに関しては 高校のときに基礎は
あったとは思うけど大学生活でレベルがグーンとあがったよう
に思います。つらいこともあったけど楽しい四年かんでした。 
◆木村 肇 WTB 旭丘 
私は京都大学ラグビー部に一回生の 11 月頃に入りましたが、そ
れまでのあまり面白くなかった大学生活がラグビー部のおかげ
で楽しいものに変わりました。ラグビーは中学・高校としていま
したが、自分はやっぱりラグビーが大好きだったことに気付きま
した。現役として活動した中でも、4 回生としての一年間は本当
に充実しており、学んだことの多い一年間でした。偶然京大ラグ
ビー部に入った自分は幸せ者だと思っております。 
◆小林 晋 FB 海城 
京大ラグビー部に入部して非常に濃い４年を送ることができま
した。特に４年目は成績も素晴らしいものでした。その背景には
練習量があり、それを支えてくれたのは OB さんの期待、後輩の
信頼、過去３年間の悔しさがありました。勝つ喜びだけでなく、
ラグビー部に入って人間的に大きく成長することができ、とても
良かったと思っています。 
◆松江 大吾 PR 茨木 
入学直後に入部して練習に参加していたのは小林足立松江とや
めたもう一人だったと思います。そして僕が怪我で離脱した後は
稲垣飯島ヨゴ松江が行ったり行かなかったりで実質三人の状態
でした。そのあとひょっこり木村と小笠原と川畑さんが現れて二
回生になってやせている山田が入部してきました。その後三回生
で遠藤がやってきました。こうやって振り返ってみると最初から
ずっといるメンバーは小林と足立だけというびっくり仰天の結
果です。本当にラグビーが、そしてラグビー部が好きなメンバー
が集まって残ったのだと感じています。同級生のみなさん楽しい
ラグビーライフをありがとう！！ 
◆山田 真也 HO 六甲 
こんにちは。三年間ＨＯを務めさしていただいた山田です。私は
二回生から入部しましたので実際プレーしたのは三年間なので
すがこの三年間は人生 22 年いきてきて一番密度の濃いものでし
た。特に最後の一年は格別で、どの試合も鮮明に記憶に残ってい
ます。京都大学ラグビー部で私はどんな辛いことも耐える忍耐力、
目標に向かって努力を続けることの重要性、そしてかけがえのな
い仲間を得ることができました。これからはＯＢとしてラグビー
部を支えて行きたいと思います。多大なるご支援ご声援ありがと
うございました。 
◆與吾 栄三 FL ラ・サール 
僕にとってのラグビー部の４年間は、非常に価値あるとても充実
したものとなりました。僕をラグビー部に招いてくださった上３
つの学年の方々、僕を４回生のひとりとしてついてきてくれた下
３つの学年のみんな、一緒に最後まで頑張りつくした同期のみん
な、そして様々な面で支えてくださった OB の方々に、本当に感
謝しています。本当にありがとうございました。この４年で最高

の仲間ができました。やっぱりラグビーって素晴らしい！ 
◆川畑友紀子 MG 同志社 
今年のリーグ戦で、強豪相手に戦うみんなの姿を見て、私はこの
チームを四年間、そばで見てこられた事を心から幸せに思いまし
た。でもその一方で、みんなが頑張ってきた姿を、私はどれだけ
見過ごしてきただろう、みんなのためにもっと自分に出来ること
があったんじゃないか、と考えるようになりました。みんなは、
私が四年前には想像もしなかった感動を味わわせてくれました。
私は部員のみんなが大好きです。できればもう少し一緒にいて、
もう少し手伝いたい、それができないと事はやっぱり悔しくて淋
しいです。 この京都大学ラグビー部での四年間は、私にとって
後悔がいっぱいでやりきれない、でも最高に楽しくて幸せな四年
間でした。 
◆遠藤進一 WTB/TR 旭丘 
イギリス滞在時にラグビーを観戦し、今始めなくていつやるん
だ！という気持ちから、北原組始動とともにラグビー部に飛び込
みました。あいにく途中で心が折れてしまった時期がありました
が、結果として飯島組のチームに帯同した経験は、自分にとって
本当にかけがえのない財産になりました。4 回生をはじめとして、
部員の皆さんには感謝の気持ちで一杯です。2 年間本当にありが
とうございました。 

卒業生進路 
内田慎輔 京大公共政策大学院 三菱商事 
岩津宇洸 京大工学研究科 P＆G 
小濱健吾 京大工学研究科 工学研究科博士課程 
北 剛臣 京大農学研究科 日清製粉 
古賀純隆 京大理学研究科 マッキンゼー・アン

ド・カンパニー 
坂本 忠 京大工学研究科 鹿島建設 
藤代昌彦 京大生命科学研究科 京都府警  科学捜査研

究所 
佐藤洋行 経済（５回生） 中部電力 
遠藤進一 文（５回生） 京大公共政策大学院 
飯島佳英 工・建築 三井物産 
足立圭祐 工・建築 京大工学研究科 
稲垣貴行 工・物理工 エネルギー科学研究科 
小笠原奨悟 工・地球工 京大工学研究科 
木村肇 総人 総合人間学部在学 
小林晋 総人 日本郵船 
松江大吾 総人 京大人間環境学研究科 
山田真也 工・物理工 エネルギー科学研究科 
與吾栄三 法 住友商事 
川畑友紀子 藍野大・理学療法 京都民医連中央病院 

新三役紹介 
【主 将】森田 暢謙（もりた・まさのり） 
工学部工業化学科 天王寺高校 CTB, FB 180cm, 86kg 

【副主将】今井 英之（いまい・ひでゆき） 
工学部物理工学科 清真学園高校 LO  180cm, 88kg 

【副主将】大脇 克也（おおわき・かつや） 
工学部物理工学科 旭丘高校 SO  177cm, 80kg 

【主 務】丹羽 政雄（にわ・まさお） 
法学部  旭丘高校 FL  175cm, 76kg 

学士ラガー倶楽部８０周年記念行事概要 
■日時 ２００８年４月２０日（日） １３：００～ 
             祝賀会 １７：００～ 

■場所  秩父宮ラグビー場 
■試合構成（試合時間は各２０分） 
（Ａ）年代別東西対抗（4 試合） 
６０歳代以上、５０歳代、４０歳代、４０歳未満 

（Ｂ）３地区対抗戦（若手選抜チームによる巴試合） 
 Ｂ－１：関東選抜 vs 関西選抜 
 Ｂ－２：関西選抜 vs 全国選抜 
 Ｂ－３：全国選抜 vs 関東選抜 
■問合せ ： 学士幹事 S54白石まで 
 TEL/FAX 03-5722-4230 ryota@k08.it scom.net

◇連絡先その他 ・京都大学ラグビー部Web サイト ht tp://www.kiur fc.com/ 
・会員ブログ ht tp://blog.kiu r fc.com/member / ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・住所、勤務先、メールアドレスの変更：216-0015 川崎市宮前区菅生 5-20-4 TEL&FAX044-976-3819 今郷詔 <imago@src.r icoh .co.jp> 
（同上）変更連絡フォーム：ht tp://www.kiur fc.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=addfrm 



 
K.I.U. Rugby News 

 www.kiurfc.com             2008/02/01 Vol .15  京都大学ラグビー部
 
拝啓 
寒冷の候、貴校ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

また、受験生の皆様におかれましては、センター試験も終わり、いよいよ 後の追い込みに余念の無いことと存じます。 

さて、京都大学ラグビー部は、１２月２３日の対東京大学定期戦をもちまして２００７年度のシーズンを終了致しました。 

関西大学Ｂリーグでは、６勝３敗で４位に躍進し、平成年代では 高の成績を残すことができました。  

来シーズンこそはいよいよ永年の悲願であるＡリーグとの入れ替え戦出場目指して、昨年９月に全面天然芝に生まれ変わ
った宇治グラウンドのもと、さらに努力して参りたいと思っております。 

この Ｋ.Ｉ.Ｕ. Ｒｕｇｂｙ Ｎｅｗｓ で是非私たち京都大学ラグビー部について知っていただき、「京大の天然芝グ
ラウンドでラグビーをやってみたい」と希望される貴校受験生の皆様のご参考となれば幸いです。 

末筆ながら、貴校受験生の皆様の志望校合格を心よりお祈り申し上げます。 

敬具 
 

 
大教大戦に快勝し全員笑顔(2007/12/02 天然芝の京大宇治Ｇにて) 

 
モールで前進する飯島主将(大教大戦) 

 
京都大学ラグビー部へのお誘い      監督 湯谷博 
受験生の皆さんは、厳しい寒さにも負けず大学入試に向けて勉

学に励んでおられることと思います。見事、目標を達成されます
よう願っています。 
京都大学ラグビー部は、昨年末の東京大学との定期戦を以て、

今シーズンの日程をすべて終了しました。 終戦ではフォワード、
バックスともにバランスの良い多彩な攻撃が成功し、東京大学を
７３対１５の大差で制し、シーズンの掉尾を飾るにふさわしい理
想的なゲームとなりました。これに先立つ神戸大学、九州大学な
ど有力国立大学との連戦でもすべて勝利を収め、国公立大学では
トップレベルの実力を示すことができました。 
リーグ戦では、関西大学Ｂリーグで６勝３敗の４位となり、一

昨年、昨年と次第に順位を上げています。今シーズンのＢリーグ
は、１位の摂南大学がＡリーグとの入替戦で龍谷大学に大勝して
昇格、２位も大健闘するなど、上位チームのレベルの高いシーズ
ンでした。それらの強豪を相手に良く健闘し、Ａリーグにもう少
しで手の届くレベルにまで来ていると感じています。 

今シーズンの躍進は部員の弛まぬ努力の結果
ですが、それを支えてくれたのは芝生の宇治グ
ラウンドに代表される優れた練習環境です。昨
春来、多くのＯＢの方々から多額の援助をいた
だき、グラウンドの芝生化、照明設備の拡充な
ど、選手を取り巻く環境が著しく改善されまし
た。もうすぐ創部９０周年を迎える伝統あるチ
ームにふさわしい活動環境が整いつつあります。
芝生のおかげで、コンタクトスキルが格段に向
上し、ケガが激減してシーズンを通し常に良い
コンディションで戦うことができました。 
天然芝の造成、維持は、練習による芝生の疲弊

や、天候、害虫などによる損傷など、経験した

ことのない困難な課題が山積し、人工芝と違ってリスクの高い事
業です。天然芝のグラウンドを持っている大学チームが極めて少
ないことも、この難しさを示しています。 
しかし、新しいこと価値あることなら敢えて失敗を恐れず、チ

ャレンジして行くのが京都大学ラグビー部の伝統。リスクを賭け
て数々の新しい戦法を導入し、日本のラグビーの地平を切り開い
て来たのが私達のチームです。芝生化のアイデアもその伝統の精
神から生み出されたものに他なりません。この精神を受け継ぎ、
部員は力を合わせて良く考え、新しい優れたラグビーを求めて挑
戦し続けています。 
受験生の皆さんが見事、京都大学に合格された暁には、ぜひ私

達とともに全国でも有数の優れた環境のもと、緑の芝生の上で存
分に先進的なラグビーを満喫して頂きますよう願っています。 
 

FIGHT HARD な４年間        主将 飯島 佳英（明和） 
２ヵ月半に及ぶ長い長いリーグ戦がついに終わりました。 

上級生として、そして主将として戦った９試合で、京都大学
ラグビー部は平成史上 高の戦績をあげ、仲間とたくさん感動し、
笑うことができました。 

この結果を残せたのは松下組（05 年卒）、竹
内組（06 年卒）のときにリーグ戦で負け越す
悔しさを体験していたからです。そして昨年、
北原組（07 年卒）でリーグ戦に勝てる自信を
持てたからです。先輩方の頑張りなしにはこ
の結果は残せませんでした。 
１２月２日、リーグ戦 終戦の後の油田さん

の、『今年１年現役復帰してラグビーしてよ
かった』って言葉は絶対忘れない、昨年迷惑かけっぱなしだった
油田さんからの、なによりうれしい言葉でした。 



『ここまで頑張って本当によかった』チームは今、そんなムー
ドが充満しています。そしてそんなムードが、来年に向けてのさ
らなるモチベーションアップにつながると思います。そんな来年
につながる結果が残せたことがとても幸せです。もうすぐ引退す
る僕らにとっては少しせつないけれど、少しずつ、来年に向けて
３回生が活動を開始しています。頼りになる３回生を中心に、き
っと新年度も今年度以上のチームになると確信しています。 
受験生の皆さん、このような素晴らしい感動を味わうことので

きる京大ラグビー部の仲間になりませんか。 
私たちが普段練習で使用する宇治グラウンドは、昨年９月に強

豪校でも珍しい全面天然芝に生まれ変わりました。その結果選手
の故障も減り練習でも思い切ったプレーができるようになり、チ
ーム力向上に大きく役立っています。このような素晴らしい環境
でラグビーができるところは京大を他においてないと思います。 
一人でも多くの新入生の皆さんが京大ラグビー部の新たな仲間

となってくれることを願ってやみません。 
 

素晴らしい仲間と感動を      副将 足立 圭佑（六甲） 
１年間副将をつとめさせていただきまし

た足立圭佑と申します。 

リーグ戦で６勝。九大、東大との定期戦で
連勝、リーグ戦で大阪産業大学戦で悔し涙
を飲んでから６連勝でシーズンを終わるこ
とが出来て、ほっとしています。 

思い返せば、なかなか勝つことが出来なか
った春シーズンがありました。例年以上に
しんどい練習をやっているのに、勝てない、

そんな中でも、下級生がしっかり 4回生についてきてくれて、チ
ーム一丸となってがんばることが出来ました。 

厳しい春シーズンでの頑張りが、秋シーズンでの好成績につな
がったと思います。そして、スポーツ推薦のない京大でも、Ｂリ
ーグで十分戦えるという自信を持てたと思います。 

しかし、Ｂチームの強化という面では、今年はあまりいい結果
を残せませんでした。Ｂチームのメンバーがレギュラーを狙い、
Ａチームを刺激していかないと強いチームにはなれないと思い
ます。今年は叶いませんでしたが、来年こそはコルツリーグに参
加し、チーム全体の底上げを図っていってほしいと思います。 

来年再来年と今年の成績に満足することなく、より強い京大ラ
グビー部になってくれるよう期待しています。 

さて、受験生の皆さん。受験を目前に控え、 後の追い込みを
かけているころかと思いますが、勉強の休憩時間にでも読んで、
勉強に対するモチベーションを上げていただければと思います。 

皆さんが期待しているように、大学での 4 年間はやはりすばら
しいです。僕がそう自信を持って言えるのは、京大ラグビー部に
４年間在籍し、仲間とともに燃え尽きることが出来たからです。 

京大ラグビー部の何がいいかといいますと、それはずばり雰囲
気です。僕はとてもいい仲間に恵まれました。そんな京大ラグビ
ー部だからこそ、精神的にひとまわりもふたまわりも大きくなる
ことが出来ましたし、試合の後にはその勝敗にかかわらず涙を流
すことが出来ました。 

皆さんも京大に合格された際には、ぜひ見学に来てその雰囲気
を味わってみてください。 

きっとすばらしい大学生活が皆さんを待っています。 
 

充実した大学生活    次期主将  森田 暢謙（天王寺） 
受験生の皆さん、はじめまして、京都大学ラグビー部、平成 20

年度主将の森田です。 
現在、志望校合格のために猛勉強をしておられる時期かとは思

いますが、息抜きがてらに読んで頂けたらと思います。 

受験勉強は本当に苦しいものです。それを乗
り越えるために楽しい大学生活をモチベーシ
ョンにしておられるかと思います。そこで僕が
３年間大学で過ごして感じたことを述べさせ
て頂きたいと思います。皆さんが充実した大学
生活を過ごすための参考になれば幸いです。 
よく言われるように、大学では自分で自由に

時間を使うことができます。自分の好きなこと
に打ち込み充実感で満たされて卒業する人も

いますが、４年間を何となく過ごし、何も残らないまま卒業する
人もいます。僕は、大学では１つのことに思い切り打ち込むべき
だ、と考えています。大学は今まで生きてきた中で人として も
大きく成長できる場であり、必死で何かに打ち込むことでそれが
可能になると思うからです。もっと成長した新しい自分に出会う
ため、より大きな人間になるために大学生活を送るのがよいと思
います。そんな大学生活を送るための１つの手段として僕は京都
大学ラグビー部をお勧めします。 
京都大学ラグビー部は現在、関西Ｂリーグに所属しています。 
Ｂリーグと言っても他の私立大学は強豪校からの推薦で選手を

獲得しており、簡単に勝つことはできません。でも、だからこそ
目標である「Ｂリーグ優勝」は大学生活をかけて達成する価値が
ある、と僕は思っています。僕が入学した年は１０チーム中８位
と無念の結果でした。その後、部員一人一人が主体となって考え、
弛まぬ努力を積み重ねてきた結果、今シーズンは平成になって
高の記録、リーグ戦４位を勝ち取ることができました。 
仲間と共に辛い練習を乗り越え、試合に勝って抱き合い、惜敗

して泣く。僕はそういう貴重な経験をすることで友情や信頼関係
を築くことができました。京都大学ラグビー部にはすばらしい環
境とかけがえのない仲間たちがいます。 
僕たちは一人でも多くの新入生と共にラグビーをしたいと心か

ら思っています。皆さんが京都大学に御入学された日には、是非
一度京都大学ラグビー部へ足を運んで下さい。 
ご健闘をお祈りします。 
 

２００７年秋 主な試合結果 
 
 [関西大学Ｂリーグ ２００７年度リーグ戦] 
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育大学 

大阪 
大学 勝 負 分 

順
位 

摂南大学  
○ 

59-10 
○ 
79-0 

○ 
81-7 

○ 
44-22 

○ 
113-3 

○ 
92-0 

○ 
86-5 

○ 
93-0 

○ 
101-10 

9 0 0 1 
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10-59 
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27-15 
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49-6 

○ 
25-15 

○ 
91-0 
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○ 
120-7 

8 1 0 2 

花園大学 
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● 
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51-29 
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24-22 
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75-34 
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54-10 
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38-10 
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52-7 
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● 
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○ 

32-17 
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20-12 
○ 
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3 6 0 7 

神戸大学 
● 
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● 
17-58 
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● 
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○ 
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大阪教育 
大学 

● 
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● 
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7-52 
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24-29 
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○ 
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7-120 
● 

14-79 
● 
3-46 

● 
7-102 

● 
5-80 

● 
0-55 

● 
17-63 

● 
0-45 

 0 9 0 10 

 
日付 結果 試合区分 

9/2 京都大学 7－28 同志社大学 定期戦 

12/16 京都大学 36－27 九州大学 定期戦 

12/23 京都大学 73－15 東京大学 定期戦 
 
卒業生進路 

三井物産 住友商事 日本郵船 京都民医連中央病院（ＭＧ） 
科学捜査研究所 平成建設 Ｐ＆Ｇ 日清製粉 
京都大学大学院工学研究科・(同)エネルギー科学研究科 

(同)人間環境学研究科 京都大学公共政策大学院 等(順不同) 

 
 
 
 
 
 
 

☆お願い 
・ このレポートを貴校ラグビー部員、あ

るいはその他のスポーツに取り組んで
いる生徒の皆さんに回覧してくださ
い。大学進学後もラグビーを続けたい、
ラグビーを始めてみたいとお考えの生
徒さんの参考になれば幸いです。 

・ 当校に興味があったり受験を希望され
る生徒さん、見事合格された生徒さん
がおられましたら、右記の地区担当者
までご一報お願い申し上げます。 

受験生の情報やご相談は下記の地区別窓口あるいは新歓担当まで 
関東・東北・北海道地区：稲葉裕 (y-inaba@jbic.go.jp) 
東  海  地  区 ：梶田徹 (tokajita@aol.com) 
近  畿  地  区 ：南出聡 (stuminamide@yahoo.co.jp) 
中国・四国・北陸地区 ：城田育士(shirota844@royal.ocn.ne.jp) 
九  州  地  区 ：本田雅義(zimasvingo@hotmail.com) 
新歓担当（現役学生） ：大脇克也 

(go_go_gacchaman330@c.vodafone.ne.jp) 
当｢K.I.U. Rugby News｣に関するお問合せは下記の編集委員まで 

大藤謙一(k-ofuji@anglers.co.jp) 

テ
キ
ス
ト
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エディンバラ大学ラグビーチーム来日！エディンバラ大学ラグビーチーム来日！エディンバラ大学ラグビーチーム来日！エディンバラ大学ラグビーチーム来日！    

OB  OB  OB  OB  米良章生米良章生米良章生米良章生    

6 月 2 日、英国はスコットランドの名門 エデインバラ大学（以下
エ大）が来日し、大体大(4 日)、京大(7 日)、東大（12 日）、防衛
大（17 日）等と対戦し、18 日 帰国する。 
エ大はブラウン現英国首相を初め、進化論のチャールスダーウイ
ン、作家コナンドイル等 多くの人材を輩出しているのみならず、
ラグビー部も 1858 年創部、今年 150 周年を迎える古豪でこれま

で数多くの名選手を生んできている。中でも最も有名なのが映画
「炎のランナー」の主人公にもなった、1924 年パリオリンピッ
クの 400 米 金メダリスト、リデル選手だ。このように、英国で

はOxford, Cambridgeと並ぶ文武両道の名門大学として知られ
ている。 
 エ大は毎年欧州各国、南米、アジアに遠征し、学生として見聞

を広めることにも努めているが、今年は創部 150 周年を記念して 
初めての日本遠征となった。ただ、近年はラグビーでは、強豪と
はいい難くOxford, Cambridgeに一歩譲っていることは否めな

い。それというのも、Oxbridge は学的水準も英国一だが、ラグ
ビーとボートに関しては、体育奨学金制度（スポーツ推薦入学制
度）があり、有望選手をリクルートできるが、エ大は純粋に学力

のみで、学生を選抜しており、これが誇りでもある。このため来
日時の対戦希望相手として、京大、東大の名前が挙がり、それな
らと京大、東大も受けて立つことになったもの。まさに「文武両

道対決」（京都新聞）である。スコットランドのラグビーシステ
ムは日本とかなり異なっている。詳細は省略するが、一方で、マ
グナーズリーグと呼ばれるトッププロのリーグを頂点とする 

クラブラグビーがあり、他方でスコットランド大学リーグがある。
エ大は水曜日は学生リーグの試合をし、土曜日にはクラブリーグ
で試合をしている。昨シーズンまでは スコットーランド大学一

部リーグに属し、昨年の成績は 2 勝 4 敗で今年は 2 部リーグ転落
といわれている。 
こ の リ ー グ に 属 す る の は  University  Of  Dundee, 
University of Stirling, University of St. Andrews, それに 
Edinburgh University の 4 校。なのに何故、2 勝 4 敗かといわ
れる向きもあろうが、それは Season 中、Home and Away で 2
試合やる為だ。 
余談になるが、京都府とエデインバラ市が友好提携を結び姉妹関
係にあることを皆さんご存知でしょうか。のみならず、幕末から

明治の初めにかけて日本はスコットランドに大変お世話になっ
ている。（「国際日本を拓いた人々：日本とスコットランドの絆」 
或いは 「日本の近代化とスコットランド」等参照）その意味か

らも大変縁（ゆかり）の深い対戦といえる。両校 Fifteen の気合
の入った熱戦を期待してやまない。 

今シーズンの決意今シーズンの決意今シーズンの決意今シーズンの決意    ２００８年度２００８年度２００８年度２００８年度主将主将主将主将    森田森田森田森田    暢謙暢謙暢謙暢謙    

“「A チームだけ頑張る、４回だけ頑張る」では 
絶対にリーグ制覇出来ない！部員全員が常に成長し続けよう！“ 
  
ラグビーのプレーがどうこうの前に、この意識改革が僕たち４回
が、まず目指したものでした。 
部員全員に主体性を強調し、意識を変えるために自分で目標を書

かせて、みんなの目に見えるところに張り出すなど、新たな試み
もいくつもしました。 
その結果、現在では、部員は自分の課題を自ら発見し、毎日個人

練習で課題を埋めていくということが習慣になっています。そし
て、今までできなかったことができるようになった、ということ
がいたるところで起きています。 
去年は B チームで試合にもほんの少ししか出られなかった部員
が、チームで誰もできないようなすばらしいプレーをしたり、今
まで自分からタックルにいかなかった部員が、誰よりも く相手

にタックルにいったり、筋トレをやれと何度言われてもしなかっ
た部員が、自主的にやるようになるなど、大きな変化が起きてい
ます。 
そういった変化で現在、チームはとても活性化されていて、いい

雰囲気で練習ができており、また本当に日々チームが上達してい
ることを実感しています。 
 チームは本当に成長していますが、僕たちの目指す B リーグ制
覇には、まだまだ実力不足なのが現状です。これからも引き続き、
日々全員が Break the Limit を体現し、今年こそ B リーグ No1
を勝ち取ります。 
僕個人としては、見ている人の心を動かすような、ハートのこも
ったプレーでチームを引っ張ります。 
今年のチームの成長を楽しみにしていて下さい。これからも応援
よろしくお願いします。 
 

新チームスタートにあたって新チームスタートにあたって新チームスタートにあたって新チームスタートにあたって            湯谷湯谷湯谷湯谷    博博博博    監督監督監督監督    

５月のまとまった雨のおかげで、宇治グラウンドでは芝の緑が  
ひときわ鮮やかです．この優れた環境のもと、新チームは３月よ

り  
活動を始動し、走り込み中心の練習から次第に実戦的な練習に重
点を移しています。 
 今年度は、攻撃については、接点での素 いボール出しから、  
テンポの い連続攻撃を仕掛け、有効なスペースを作り出すこと  
に重点を置いています。このためには、ボールキャリアーが安易  
に倒れず立ってボールを確実に支配すること、キャリアーとサ 
ポートがユニットとして素早く動くことが前提となります。安定  
したセットピースも攻撃の基礎となりますが、ことスクラムに関  
しては新しいメンバーの加入もあって、ほぼ強化の目処が立ちつ  
つあります。 
 防御については、まずセンターより内側で組織的に強い圧力を  
かけ続けてボールを奪うことを目指し、その上でオーバーラップ  
への対策にも取り組んでいます。ＢＫ攻撃では、ＳＯ、インサイ  
ドセンター、ＦＢの攻撃力を軸に、他のポジションでの攻撃力を  
補強しながら、攻撃の幅を広げるよう努力しています。 
  

ところで、今年８月より国内でも新しいルール   ELV
（ Experimental Law Variations）が施行されます。Dan Luger 
他著「Complete Conditioning for Rugby」（2004）には、1971
年（Scotland vs Wales）と 2000 年（Australia vs NZ）のテス

トマッチを比較分析した 統計データが掲載されています。これ
によると、ラインアウトと スクラムの回数が、1971 年にそれぞ
れ 71、39 回であったものが、2000 年には 18、14 回へと 激減

しています。ゲームの中断回数が 151 回から 68 回 に減る一方、
30秒以上継続する連続攻撃の回数が3回から 27回へと大幅に増
加。つまり、2000 年までの過去 30 年間にセットピースやパイル

アップによるゲーム中断が激減し、ボールを持って攻撃する時間
が飛躍的に増加しています。 
 ELV の目指すところもこの流れの方向にあります。ルール  
改訂によってプレーの継続性が増し、攻撃側により大きなアドバ  
ンテージが与えられるため、ゲームがますます攻撃的、スピー 
ディーで面白くなる一方、選手にとっては体力的にとても過酷な  
ものになります。ELV が前提とする厳しい体力の要求に応えられ
る選手、ELV の概念に上手く適応出来たチームが優位に立ちます。 
ルール改訂でスクラムオフサイドラインが後退するのは、実に 
40 年ぶりのことでしょうか。この歴史的な転換点に立ち会い、新  
しいラグビーにチャレンジできることは、私たちに取って大きな  
喜びであり、貴重なチャンスが与えられたと考えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



春の試合結果春の試合結果春の試合結果春の試合結果                                                

 
日付 対戦大学 試合区分 結果 

4/20 関西学院大学 定期戦 7ー 113 

4/26 成城大学 定期戦 26－26 

4/27 防衛大学 定期戦 31－17 

5/3 京都工芸繊維大 新勧試合 ７－17 

5/11 慶應義塾大学 定期戦 14－81 

5/18 帝塚山大学 A 練習試合 19－12 

5/24 関西大学 A 練習試合 33ー24 

5/24 関西大学 B 練習試合 19－15 

5/24 関西大学 B 練習試合 0ー33 

5/31 立命館大学 定期戦 33－52 

6/7 京都大学 OB 練習試合 0－69 

6/7 エディンバラ大 招待試合 21－52 

6/15 花園大学 練習試合 45ー26 

6/15 京都大学医学部 練習試合 12ー20 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

見えなかった見えなかった見えなかった見えなかった    ドロップ・ゴール！ドロップ・ゴール！ドロップ・ゴール！ドロップ・ゴール！（続編）（続編）（続編）（続編）    
 昨年のクラブ便り 3 号に掲載された松尾勝吾氏のコラムは、私
のラグビー人生にとっても最も印象に残る出来事だった。４２年

と半世紀近くも前で、私は若干２０歳の１回生、松尾さんは新進
気鋭のレフリーだった。 

中京大に辛くも勝って関西第３代表の座を勝ち取っての第２

回全国大学ラグビー選手権への出場で、元旦に行われた１回戦の
相手が早稲田であった。当時の早稲田は、花園で全国優勝した時
の天理高校出身の藤本をセブンエースとしたシステムを採用し

て、多彩な攻撃と完璧なディフェンスで社会人をも凌駕する最強
のチームであった。 

年の暮れ東京に遠征する前－－－北白川にある農学部のグラ

ンドでの練習中、当時１年生の私に突然星名先生が「中村君、東
京に行った時には、ドロップゴールを狙いなさい。」といって、
直伝のドロップキックの手ほどきを伝授され、何回もドロップキ

ックの練習をした記憶が今もなお鮮明に脳裏に焼きついている。 
東京に遠征した最初の試合の慶応との定期戦、試合開始直後に敵
陣２５ヤードの左中間マイボールのスクラムからでたボールを、

星名先生から教えられた通りにドロップキックした。これが見事
に決まり慶応に対して３点の先行をするという試合展開であっ
た。星名先生の教えであり、約束をまずは守ったという思いであ  

った。元日の早稲田との戦いは、強豪相手に全く引けを取らずに
戦ったということで、負けはしたものの満足感のある試合であっ
た。星名先生と石田主将の戦略だったと思うが、ＳＨとＷＴＢを

もスクラムに投入し、１０人スクラムで押しまくり早稲田を苦し
ませる試合展開であった。前半は１１対６の全くの接戦で終了
し、後半間もなく、敵陣２５ヤード内やや左よりのラックから出

たボールだったが、早稲田のディフェンス陣が多く右への展開が
難しいと思った瞬間に、星名先生から教えられたあの「ドロップ
ゴール」が閃きドロップキックを蹴った。慶応戦の時のようなク

リーンヒットではなかったが、何とかゴールポストのバーを越え
た。 
後半は秩父宮ラグビー場の北から南に攻める方向で、松尾さんが

書いているように当時はビルもなく太陽の日差しをまともに受
け青空が開けていた。多分松尾レフリーはラックの京大側の後方
に位置していたと想像できるが、その位置からゴールポストは丁

度太陽を見る方向になったと思う。松尾さんの記憶の中に、太陽
光線のために「見えなかったドロップゴール」として、今だに存
在しているということを知ることが出来たわけだが、私にとって

もラグビー人生一番の出来事であるだけに、非常に不思議な気が

している。            Ｓ４４ 中村孝太郎

 

※編集責任者の不手際で今回発行が遅れた事をお詫びします。 

◇連絡先その他 

・京都大学ラグビー部 Web サイト http://www.kiurfc.com/ 

・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 

・住所、勤務先、メールアドレスの変更：216-0015 川崎市宮前区菅生 5-20-4 TEL&FAX044-976-3819 今郷詔 <imago@src.ricoh.co.jp> 

（同上）変更連絡フォーム：http://www.kiurfc.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=addfrm 

・会員の訃報受付： 地区担当委員または組織委員長 亀岡まで 

 関東地区：S56 中桐則昭、中部地区：S58 佐土井俊之、関西地区：S56 石脇幹也、九州地区：S62 靏 康彦 

・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 丹羽政雄<ni2wa82007@yahoo.co.jp>  TEL 080-3666-7053  

 



 
クラブクラブクラブクラブ便便便便りりりり    京都大学京都大学京都大学京都大学ラグビーフットボールクラブラグビーフットボールクラブラグビーフットボールクラブラグビーフットボールクラブ    
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夏合宿を踏まえてシーズンへの展望夏合宿を踏まえてシーズンへの展望夏合宿を踏まえてシーズンへの展望夏合宿を踏まえてシーズンへの展望    

竹森竹森竹森竹森    弘泰コーチ弘泰コーチ弘泰コーチ弘泰コーチ    
菅平での夏合宿が終了し、チームは関西学生Ｂリーグへ向けた

最終準備段階に入りました。 
オフ明の練習は 8 月 1 日から開始しましたが、学生達が自主的

に週 2 日の「オフ練」を実施してフィットネスの維持に努めたこ
とから、例年よりも負荷の高い高密度な練習計画を消化すること
が出来ました。 

この期間は、合宿の目的とする「チームの基本戦略の確立」に
向けて、その構成要素となる個人スキル、ユニットスキル、個別
戦術の精度を高めることを課題としました。特にタックルについ

ては必ず毎日の練習メニューに組み入れて絶対的な練習量の増
大を図り、合宿での成果に結びつけることが出来ました。 

更に、夏季から導入された試験的ルールへの対応が課題となり

ましたが、まず、合宿前までにルールの変更点を正確に理解し、
より効果的な戦術の考案を始めとした対応策については合宿で
の実戦を通して確認しながら詰めていく方針で取り組みました。 
 

実際に試合を行った結果としての試験的ルールに対する主要
な対応策のポイントは、 
① 22ｍライン外側から内側に持ち込んだボールを直接タッチ

に蹴り出した場合には蹴った地点でのラインアウトになる
ことから、タッチキックが減少しキッキングゲームの重要性

が高まることへの対応。 
② スクラムにおけるＢＫのオフサイドラインがスクラムの後

方 5ｍに引き下げられ、スクラムからの戦術が変化すること

への対応。 
③ ラインアウトのクイックスローインの自陣側への投入が可

能になり、クイックスローインが増加することへの対応。 
の 3 点が主体となりますが、①、③は同時に、ゲームが途切れず
にプレーがより継続されることを意味しており、選手の身体的負
荷が高まることへの対応、即ちスタミナの強化が必須となります。 
試験的ルールについては、同志社大学との定期戦やシーズンの前
半戦を戦う中で、より効果的な対応策をゲームプランにフィード
バックしながら、創造的に活用して行きたいと考えています。 
 

合宿でのＡチームの試合結果は 5 勝 1 敗でした。 
敗戦した学習院大学戦ではスクラム、ラインアウトで劣勢に立っ

たことが敗因のひとつとなりました。ＦＷは昨年のレギュラーメ
ンバーの大半が卒業し、弱体化が懸念されるなか、新しいレギュ
ラーメンバーが目覚しい成長を遂げて力を付けて来ましたが、学

習院大学戦ではレギュラークラスの負傷欠場が多く、層の薄さが
露呈しました。 

但し、その他では初期の合宿の課題に対して概ね良好な成果を

得ることが出来ました。具体的には、地域毎の戦略の組み立て、
ディフェンスシステムの整備、ゲーム運びのリズムとテンポアッ
プ、などの基本戦略についての意思統一を完了し、9 月当初から

開幕までの3週間でシーズン前の走り込みによるコンディション
作りを行います。 

今シーズンは前半戦が下位チームとの対戦となるため、これを

星取り・選手の怪我の状態共に無傷で乗り切ることが当面の課題
となります。チーム力を引き上げながら後半戦に入ることが出来
れば目標とするＢリーグ優勝の目が出て来るものと目論んでい

ます。 
現役メンバーの限りないポテンシャルに期待しながらシーズ

ンに向かいたいと思います。 

今シーズンの展望と決意今シーズンの展望と決意今シーズンの展望と決意今シーズンの展望と決意                    主将主将主将主将    森田森田森田森田    暢謙暢謙暢謙暢謙    
 去年の４回生が抜けたときにはどうなることかと思ったこの
チームも、４年間で最も自信の持てるチームに成長しました。全

員が仲間のために体を張り、チームのために走り続ける。そんな
チームです。リーグ優勝は部員全員が一年間拘ってきた目標で、 
絶対に成し遂げたいし、このチームなら成し遂げることができる

と確信しています。 

チャレンジャーであることを忘れず、一試合一試合全力でぶつか
っていきます。見ている人に感動を与えるようなラグビーをする

ので応援よろしくお願いします。 
 
バックスの現状と今シーズンをどう戦うかバックスの現状と今シーズンをどう戦うかバックスの現状と今シーズンをどう戦うかバックスの現状と今シーズンをどう戦うか    

副将副将副将副将    大脇大脇大脇大脇    克也（克也（克也（克也（BKSBKSBKSBKS））））    
今年のバックスは、みんながとても努力して全体的にレベルア

ップしたと思っています。とくに選手全員がチームのために体を

張れる選手であることが、１番の武器だと思っています。試合で
もそれを見ていただきたいです。 

しかしレベルアップしたといっても、まだ今の段階では目標の

優勝ができるほどとは思っていません。リーグ戦の一戦一戦に対
してしっかりと準備し、全力で戦い、試合を通して成長していき
たいです。残りの試合、とにかく悔いのないように、持てる力を

すべて使って頑張ろうと思います。どうぞ、応援よろしくお願い
いたします。 
 

FWFWFWFW の現状の現状の現状の現状                            副将副将副将副将    今井今井今井今井    英之（英之（英之（英之（FWFWFWFW））））    
 去年の FW から６人抜けたことや、合宿中に FW のけが人が多
かったことで現時点の仕上がりは去年より劣ると思います。しか
し、メンバーが固定されなかったことで選手層が厚くなりました

し、まだまだ伸びしろの多いチームです。リーグ戦を戦う中で成
長し、最終的には B リーグ優勝を果たしたいと思います。 
 「今シーズンをどう戦うか」 
ルール変更により京大の大きな得点源だったモールでのトライ
が非常に難しくなりました。でも、総合的に見ればそんなに影響
はないと思います。京大の強みである DF 力を高め、ターンオー

バーからのトライを増やしていきたいです。そのためにはブレイ
クダウンで如何にして勝つかが重要になってくるので、集散の早
さと接点でのスピードを磨いていきたいと思います。 
 

リーグ戦リーグ戦リーグ戦リーグ戦    第一戦第一戦第一戦第一戦    大阪教育大に完勝！！大阪教育大に完勝！！大阪教育大に完勝！！大阪教育大に完勝！！    
2008/9/21（日） レフリー：加藤 真也  
        アシスタントレフリー：小島 光明 土田 豊 
 リーグ戦 対 大阪教育大学 14：00 K.O 40 分×２  
 先蹴：京都大学 AT.宇治Ｇ 

 
京都大学 34 － 0 大阪教育大学 
   前/後    前/後 
   2/ 3  T  0/ 0 
   1/ 2  G  0/ 0 
   1/ 0 PG   0/ 0 
   15/19  計  0/ 0 
   4/ 4  P   8/ 4 

<メンバー> 
【京都大学】       【大阪教育大学】 
1 風岡 諒哉 (2) 明和   1 中嶋 謙太郎 (4) 四条畷    
2 橋本 八洋 (3) 洛南   2 高橋 宏規  (1) 東海大仰星 
3 高橋 遼平 (1) 本郷    3 豊山 秀和  (2) 近畿大学付属 
4 大渕 哲 (3) 明治学園   4 吉川 洋志  (3) 松山東 
5 今井 英之 (4) 清真学園 5 白石 涼    (3) 福岡 
6 丹羽 政雄 (4) 旭丘   6 井濱 友輔  (2) 高津 
7 森 春樹 (2) 長崎東   7 河合 友介  (4) 三田学園 
8 足立 圭佑 (M1) 六甲  8 奥村 英生  (4) 高津 
9 宮田 朋弥 (3) 麻布   9 山田 洋彰  (1) 汎愛 
10 大脇 克也 (4) 旭丘   10 土井川 功   (2) 茨木 
11 天井 洋平 (1) 新潟   11 田中 哲   (4) 神戸 
12 森田 暢謙 (4) 天王寺  12 松原 弘志  (2) 星稜 
13 長谷川 弘樹 (3) 灘   13 舟橋 遼   (1) 富田林 
14 西本 健哉(4) 明治学園 14 松浦 虎太郎 (2) 天王寺 
15 小堀 充雄 (2) 膳所  15 長田 直真  (3) 桃山学院 



16 中越 邁 (2) 湘南    16 三輪 雄輝  (3) 川越 
17 井口 達也 (2) 六甲   17 武林 元大   (4) 旭 
18 但馬 晋二 (1) 膳所   18 高橋 栄博  (2) 高津 
19 高橋 一誠 (3) 北野   19 近藤 圭祐  (1) 四条畷 
20 柳 良治 (3) 天王寺   20 宇都宮 靖人 (4) 柳学園 
21 米今 勇輝 (2) 神戸   21 田川 穂高  (1) 洛北 
22 並川 卓矢 (1) 茨木   22 塩見 雄大   (1) 西宮香風 
   
<試合経過> 
  
3 分 京大 大教陣２２M 内中央にて大教６のラックとなった 

ボールを京大７がピックアップ。７－９－１０－４と右に 
パスし、４大渕が DF かわしポスト右中にトライ。 

[１２ｃ－○]【７－０】 
 
15 分 京大 大教陣ゴール手前右京大スクラムから京大番号不明 

がラックとなり大教９がピックアップ。大教９－１０と 
  左にパスし１０のキックを大教陣インゴール内にて 
  京大９がチャージ。こぼれたボールを京大１０大脇が 
  ポスト左中におきトライ。 
[１２ｃ－×]【１２－０】 
 
16 分 試合中断：激しい雷雨のため→３０分後再開。 
25 分 京大 大教陣２２M 中央付近における大教ペナルティに 

より１２がゴールを狙う。キック成功。 
[１２ＰＧ－○]【１５－０】 
 
31 分 京大 大教陣１０Ｍ内右における大教ペナルティにより 

１２がゴールを狙う。キック失敗。 
[１２ＰＧ－×]【１５－０】 
  
HALF TIME ( 15 - 0 ) 
  
 0 分 大教 戦術交代：３→１６ 
 
10 分 京大 大教陣２２Ｍ内右にてラックとなり 

９－１０－１２－１３と左に展開。 
１３長谷川がＤＦかわしポスト左におしこみトライ。 

[１２ｃ－○]【２２－０】  
 
12 分 大教 戦術交代：１３→２０ 
 
20 分 京大 大教陣２２M 内右にて京大ラインアウトより 

モール形成。そのまま優位に推し進め、７森が 
ポスト右隅にトライ。 

[１２ｃ－×]【２７－０】 
  
21 分 京大 戦術交代：６丹羽→１８但馬 
  
33 分 京大 大教陣２２M 外右にて京大スクラムを２２M 外まで 

推し進め８－９－１０－１４と左にパス。 
１４ポスト中央に飛び込みトライ。 

[１２ｃ－○]【３４－０】 
  
NO SIDE ( 34 - 0 ) 

 
 
 
 
 
 
 
 

２００８秋・リーグ戦スケジュール２００８秋・リーグ戦スケジュール２００８秋・リーグ戦スケジュール２００８秋・リーグ戦スケジュール    

 

天晴君を救う会より天晴君を救う会より天晴君を救う会より天晴君を救う会より    
金治伸隆金治伸隆金治伸隆金治伸隆(S58)(S58)(S58)(S58)    

９月初めに皆さまにお願いした「天晴君を救う会」への募金は、 
２６日現在 292 件 14,324,490 円になりました。そのうち振込
名義のお名前でＫＩＵＲＦＣ会員と確実に確認できたものは 
12,887,740 円です。 

確認できなかったものには、明らかにクラブ以外の個人団体か
らのものもありますし、会員のご家族名義の口座と思われるもの
もあります。また一般用の募金口座にお振り込みいただいた会員

がいらっしゃることも数件確認しています。 
いずれにしても、138,500,000 円の１割程度を京大ラグビーの

皆さんにお願いしたいと考えて設定した、目標額（ＫＩＵＲＦＣ）

15,000,000 円はほぼ達成する見込です。 
 

皆さま、本当にありがとうございます皆さま、本当にありがとうございます皆さま、本当にありがとうございます皆さま、本当にありがとうございます。 
 

全体の募金額も既に 98,855,097 円(9/26 時点)になり、楽観的な
予想では１０月半ばには目標額に達する可能性があります。天植

の勤務先（博報堂）、地元（ＰＴＡなど）の力もありますが、こ
れまでの成果の多くをたくさんのラグビー仲間が支えてくださ
っていることを、私たち天晴君を救う会メンバーは強く感じてい

ます。 
ＫＩＵＲＦＣの皆さまには、当初の連絡で「１０月末日までに」

という案内をしましたが、全体の目標額に達した時点で募金受付

を終了しますので、ご支援を予定してまだお振り込みをされてな
い方は、申し訳ありませんが早めの入金をお願いします。 
 

ＫＩＵＲＦＣ専用口座は次の通りです。 
銀行名 ：三井住友銀行（銀行コード：０００９） 
支店名 ：戸塚支店（支店番号７９１） 
科 目 ：普通預金 
口座番号：７１９９６１９ 
口座名義：天晴くんを救う会 会計 澤 直人 
（テンセイクンヲスクウカイ） 

 
 岩田天植のことをよくご存知ない方のために、彼のラグビー略

歴は以下。北野高校でキャプテン、名スタンドオフでならしたあ
と、二浪して薬学部に入学、大学ではフランカーとして活躍、当
時関東社会人１部リーグの博報堂に入社後はさらにフッカーま

で経験。捨て身のプレーで皆に恐れられてました。最近は 
糖尿病までわずらってますが、この個人的に厳しい状況でも博報
堂で大きな組織をまかされくじけずがんばってます。 
 
 

 

◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部 Web サイト http://www.kiurfc.com/ 
・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・住所、勤務先、メールアドレスの変更：216-0015 川崎市宮前区菅生 5-20-4 TEL&FAX044-976-3819 今郷詔 <imago@src.ricoh.co.jp> 
（同上）変更連絡フォーム：http://www.kiurfc.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=addfrm 
・会員の訃報受付： 地区担当委員または組織委員長 亀岡まで 
 関東地区：S56 中桐則昭、中部地区：S58 佐土井俊之、関西地区：S56 石脇幹也、九州地区：S62 靏 康彦 
・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 丹羽政雄<ni2wa82007@yahoo.co.jp>  TEL 080-3666-7053  

 

日付 対戦大学 試合開始 試合会場 
9/21 大阪教育大学 14:00 京大宇治 G 
9/28 帝塚山大学 14:00 京大宇治 G 
10/12 大阪経済大学 14:15 大経大 G 
10/19 神戸大学 12:30 龍谷大 G 
10/26 関西大学 14:15 関西大 G 
11/9 大阪産業大学 12:30 大経大 G 
11/15 甲南大学 12:30 宝が池 G 
11/23 龍谷大学 14:00 龍谷大 G 
11/30 花園大学 12:30 龍谷大 G 



 

クラブクラブクラブクラブ便便便便りりりり    
京都大学京都大学京都大学京都大学ラグビーフットボールクラブラグビーフットボールクラブラグビーフットボールクラブラグビーフットボールクラブ    

平成２０年度 第３号 １月３１日発行 

 

新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶                                            和田和田和田和田    文男会長文男会長文男会長文男会長    

新年明けましておめでとうございます。 

会員各位におかれましては、益々ご健勝のこととお喜び申し上げ
ます。平素は京都大学ラグビーフットボールクラブの活動に物心両
面のご支援を賜り有難く厚く御礼申し上げます。 

昨シーズンの京都大学ラグビー部は関西Ｂリーグに於いて６勝
３敗と、来シーズンの更なる上昇に繋がる成績を残し、試合内容も
多くの感動を与えてくれるものであり、現役部員及びサポート頂い

た監督、コーチ、マネージャーグループに心から御礼申し上げます。 
また、東大戦をはじめ、定期戦も伝統を維持しながら、相手校チ

ームとの友好関係を深め、好結果を挙げております。更に新しい試

みとして初の外国大学チーム、エディンバラ大学を京都に迎え国際
交流を行ったことも現役諸君に刺激を与えたものと考えております。 

一方、現役の活動以外に OB 有志の活動としまして、昭和 58 年卒

岩田天植さんの息子さん天晴君の心臓手術に対する募金活動の中核
として活動を推進され、目標額を達成するとともに先日米国にて運
良く移植手術を実施することができた事、ご承知の通りで、皆様と

共に順調な回復をお祈り致したいと存じます。 
この様に、昨シーズンは当クラブの活動は多岐に亘り活発に行わ

れ、クラブ活動への参加も徐々に各層に拡がってまいったと見てお

ります。改めて会員各位のご協力に厚く御礼申し上げます。 
しかしながら、現役活動強化の為には宇治グラウンド総合整備計

画は道半ばであり、天然芝の管理やクラブ会員コミュニケーション

を深める場としてのグラウンド敷地内クラブハウス建設等、何かと
会員皆様のご支援が不可欠な活動も残っております。 

引き続き会員各位のご協力をお願い致す次第でございます。 

新年に当たり、お願い方々ご挨拶申し上げます。 
昨シーズンを振り返って昨シーズンを振り返って昨シーズンを振り返って昨シーズンを振り返って            代表幹事代表幹事代表幹事代表幹事    田代田代田代田代    芳孝芳孝芳孝芳孝    

昨年度を振り返ってみると、春は、スコットランドから遥々やっ

てくるエジンバラ大学のチームをどのように迎えるかが、クラブと
しての 初の課題になりました。これに対して、会員の皆様から多
大なご支援を頂き、記念ネクタイによる協賛金でなんとか、財政面

の問題をクリアーするとともに、若手 OB の参加でオール京大として
始めての外国人チームとの試合を実現することが出来ました。また
選手たちは初めて国際試合を経験するとともに、交流の面でも、友

誼を重んじるラグビーの真髄に触れる局面がいくつも出来て、大き
な歴史の一ページになりました。これはまた、今後国際的な交流に
活動を広げていく大きなきっかけになることでしょう。 

また、秋のリーグ戦では 終戦の花園大戦において、体格に勝る
相手 FW と互角以上に戦って勝利したということが、京大のポテンシ
ャルの大きさを示しているように感じられました。このことは選手

諸君にも大きな自信となったと思いますし、来シーズンに繋がる成
果であると思われます。これらの過程で OB の活動が活発化している
ことも大変心強いことだと思っています。 

年末の東大戦では、芝生の宇治グラウンドに東大の方々も含め、
かつて無いほど大勢の OB に集まっていただき、年配 OB 戦から現役
戦まで、各層が各様にゲームを楽しんで頂くことが出来ました。OB

の皆様の京大ラグビーへの愛着心が天然芝化によって具現化され、
年々の行事の中でラグビーを通じた交流の場として活用される姿を
見た思いでした。この実績を是非クラブハウスの建設という次の目

標に向けた活動に繋げて行きたいと思います。実は、宇治グラウン
ド横にミーティングが出来るハウスを建てるという計画は、関係者
の努力で具体化一歩手前のところまで進んでいます。残るは資金の

問題で、間もなく皆様の賛同をいただき、建設基金の募集を開始し
ます。 

一方、クラブ内のコミュニケーションの問題も提起されています。

当クラブは早い時期からのメーリングリストの活用という技術革新
によって、情報伝達網がよく整備されています。この力によって、
岩田天晴君の命を救おうという意思も瞬時に仲間の下に伝達するこ

とが出来ました。しかし、この優れたコミュニケーション手段も問
題がないわけではありません。情報伝達が一方通行になってしまう
こと、あるいは、情報を受けた多数の人がそれぞれにメーリングリ

ストで反論していると収拾がつかなくなるという問題があるという
ことです。従って、メーリングリストは公的な伝達、報告に限るこ
ととし、私的な見解を述べる場は別にサイトを設けてそこで忌憚な

く意見を闘わせるという方向に持っていく、というのが本来の姿で
あると考えているのですが、現状はまだそこまで到っていません。
当面は、ワン・フォー・オールの情報発信の場としてのメールリス

トの活用をお願いしたいと思います。 

２００８年度２００８年度２００８年度２００８年度    森田組森田組森田組森田組    戦績一覧戦績一覧戦績一覧戦績一覧    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００８年度２００８年度２００８年度２００８年度    森田組森田組森田組森田組    引退コメント集引退コメント集引退コメント集引退コメント集    

◆主将 森田 暢謙◆ キャプテンを任されたとき、下の入替戦に出

てもおかしくないと思った。飯島組の引退は大きすぎた。でも絶対
に勝ちたかった、勝たせたかった。 

キャプテンとしてチームを勝利へ導かなければいけない重圧。春

は厳しい練習で追い込んだ。それにみんなが頑張ってついてきてく
れた。この仲間となら勝てるチームが作れると思った。全部員が出
場した防衛戦で初勝利。春から頑張ってきた全員で勝ち取った初白

星が誇らしかった。涙が出た。日々の練習ではみんなの成長を見る
のが嬉しくて、毎日が楽しかった。 

 宮田が膝を怪我して歩けなくなったと泣いて電話してきた。今ま

で見たことのない宮田の熱い気持ちを初めて感じた。同じグランド
に立つ１人のプレーヤーとして本当に頼もしく思った。練習で守谷
がすごいタックルをして相手ボールを奪った。嬉しかった。去年は

ちょっとした怪我ですぐ休んでいた長谷川が、目を切ってパンパン
に腫らしながらも試合に出たいと言ってきた。期待通りのプレーヤ
ーになった。他にもちゃきが喋るようになったことや、中越が B チ

ーム FW を引っ張るようになったことなど、みんなのちょっとした
変化がキャプテンとしての喜びであり、プレーヤーとしても励みに
なった。 

 振り返れば今シーズンは、キャプテンとして悩み、喜んだ 1 年で
あった。素晴らしい仲間と巡り合えたことで一体感のある本当にい
いチームができた。このチームのキャプテンであることを誇りに思

います。みんなありがとう！ 後になりましたが、今まで支えて頂
いた監督・コーチ・OB の皆様、本当にありがとうございました。

≪招待試合≫ 

6/7 エディンバラ大学 21 - 52 

≪リーグ戦≫ 

9/21 大阪教育大学 34 - 0 

9/28 帝塚山大学 24 - 5 

10/12 大阪経済大学 33 - 27 

10/19 神戸大学 33 - 32 

10/26 関西大学 14 - 39 

11/9 大阪産業大学 0 - 76 

11/15 甲南大学 30 - 22 

11/23 龍谷大学 24 - 91 

11/30 花園大学 31 - 22 

≪定期戦≫ 

日付 対戦大学 試合結果 

4/20 関西学院大学 7 – 113 

4/26 成城大学 26 – 26 

4/27 防衛大学 31 – 17 

5/11 慶応義塾大学 14 – 81 

5/31 立命館大学 33 – 52 

9/7 同志社大学 19 – 64 

12/20 九州大学 A 36 – 12 

12/20 九州大学 B 45 – 0 

12/23 東京大学 A 38 – 5 

12/23 東京大学 B 7 – 10 



京都大学ラグビー部で過ごした時間は僕の 高の宝物です！ 

◆副将 大脇 克也◆ 今までラグビーをやってきて、今年の一年が

１番内容の濃い一年でした。苦しいことや楽しいこと、今振り返れ
ばとてもいい思い出です。こんないい一年を送れたのも、チームメ
イトやＯＢさん、応援してくださった方々のおかげだと思っていま

す。本当にありがとうございました。 

ラグビーでのいろいろな経験を糧にこれからも熱くたくましい
日々を送っていきたいと思います。京都大学ラグビー部に入ってプ

レーできたことを誇りに思っています。長い間本当にお世話になり
ました。ありがとうございました。 

◆副将 今井 英之◆ 春シーズンでは、丹羽と木内が怪我してしま

い４回生の FW が自分一人になってしまいました。ラグビーの中で
も FW は特にしんどいポジションなので、体を張ってチームを引っ
張っていく４回生の重要性は計り知れません。丹羽のスタメン復帰

戦となったエジンバラ戦で、自分よりはるかに体の大きい外国人選
手相手に、 

体を張ってタックルしている丹羽の姿に頼もしさを感じると同時

に４回生 FW と一緒にプレーできる喜びを感じました。さらに、エ
ジンバラから学んだことを花園大学戦で発揮し、４年間で初めて花
大に勝つことができ、いい形で春シーズンを終えられたと思います。 

 夏合宿では自分が怪我してしまい、学習院戦や同志社戦、FW で
負けているにもかかわらず、見ていることしかできませんでした。
特にセットプレーに不安を抱えたままリーグ戦に望むことになりま

した。リーグ戦序盤は何とか勝てたものの、昨年の上位校と戦う後
半戦ではうまくいかず、関大戦では FW 戦で負けたことが原因でチ
ームとしても負けてしまいました。しかし、この敗戦の悔しさを糧

に必死に練習したことで、リーグ戦 後の花大戦の勝利につながっ
たと思います。特に後輩たちの成長が非常にうれしく、毎日パワー
をもらっていました。 

 今こうして振り返ってみても、多くの人に支えられて一年間やっ
てこられたと思います。本当にありがとうございました。 

◆主務 丹羽 政雄◆ 昨年の納会で、不安一杯でスタートした一年

も過ぎるのはあっという間でした。選手としては、A チームのスタ
ートメンバーで出場することができました。また、主務としてはエ
ジンバラ大学との試合・交流を含めた様々な仕事を通じて、OB の

皆さんの御支援を身にしみて感じられました。 

昨年に比べれば一回り一人の人間として成長できた気がします。
そんな自分を支えていただいた、全ての方々への感謝の気持ちを胸

に、京都大学ラグビー部で過ごした４年間の経験をささやかな自信
と誇りにして、京大ラグビー部の伝統に恥じないよう、社会人とし
て頑張ります。ありがとうございました。 

◆会計 窪田 峻◆ ４年間いろいろありました。 

 入学時は、正直、部活自体どこでもよいと思っていました。なん
となく雰囲気がよかったので入りました。今では、本当によかった

と思っています。 

 ４年間いいことばかりではなく、けがが多く、特に４年目で何回
もけがをしてしまったのはとても残念です。試合にはあまり出るこ

とができませんでしたが、学生として 後にとても充実した日々を
送れたと思います。いままでどうもありがとうございました。 

◆木内 悠介◆ この１年間を振り返ってみると、すべてがすべて楽

しい思い出ばかりではありませんでした。しかし、同じ目標に向か
って部員全員でベクトルをそろえて努力し、成功したときの達成感
や喜びは他とは比べようのないほどに大きいものでした。そして、

自身がこうしてグラウンドに立つことを全うできたのは、両親・仲
間のみんな・ＯＢの方々はもちろん本当にたくさんの方々に支えら
れてきたおかげであることを心から痛感した１年でもありました。 

 これからはこの大きな思い出・経験と、たくさんの方々への感謝
を胸に、人生を歩んでいくとともに、来年からも現役京大ラグビー
部で戦っていく仲間たちの健闘・躍進を心からお祈りしたいと思い

ます。 

◆竹賀 章悟◆ 今年一年を振り返って、支えられていると感じる一
年だったと思います。僕は、新歓係と備品係をやらせていただいた

のですが、新歓のイベント一つ、備品一つとっても多大な費用と手
間が必要でした。 

 そんな中で思いっきりラグビーというスポーツに打ち込むことが

できるというのは、ひとえに OB の方々の支援あってこそだと思い
ました。新歓の方では、目標であった 15 人入部を達成できなかった
ことが心残りです。 

 今年は、楽しいことよりも辛いことや苦しいことが多かった年で
はありますが、間違いなく今までで一番成長できた一年だったと思
います。本当にありがとうございました。楽しかったです。 

◆西本 健哉◆ 昨年は 上級生としての一年間であり、これまでと
はまったく違うものであった。仕事を任され、また、先輩に頼るこ
とができないことが、どれ程大変なことなのか、思い知らされた。

ただ、その中で成長させてもらったことを実感し、貴重な経験をす
ることができた。そして、ＯＢの協力を今まで以上に感謝する一年

間であった。 

◆MG 宮田 留衣◆ 選手を一番近くで支える存在になりたい、そ

う思いマネージャーとなりました。今振り返ってみると本当にあっ
という間の４年間で、正直まだ引退したという実感はありませんが、
この森田組が私の 後の年で良かったと思っています。 

一番近くで選手の苦悩や成長を見ているからこそ分かち合える感
動や喜びは何ものにも代えることはできず、私の一生の宝物となる
でしょう。このチームで出会えた素晴らしい仲間、今まで御支援し

てくださったＯＢ様へ感謝の気持ちでいっぱいです。有難うござい
ました。 

◆トレーナー 坂田 政弥◆ この一年、トレーナーという役職でチ

ームに関わらせてもらいましたが、平日は大学院での研究が忙しく、
練習には週末のみの参加となり、トレーナーの仕事は満足行くよう
にはできませんでした。自分の仕事ができなくて、チームのみんな

に迷惑をかけてしまい、今年は非常に悔いの残るシーズンとなりま
した。 

 しかし、この一年は、大学 4 年間プレーヤーとしてラグビーをや

ってきた自分にとって、プレーヤーとは違った立場でラグビーに関
わるという経験ができ、勉強になることも多かったと思います。こ
こで学んだことや経験したことを今後のラグビー人生に生かしてい

きたいと思っています。 

一年間お世話になりました。ありがとうございました。 

息子息子息子息子    天晴の心臓移植手天晴の心臓移植手天晴の心臓移植手天晴の心臓移植手術が成功いたしました。術が成功いたしました。術が成功いたしました。術が成功いたしました。    

岩田岩田岩田岩田    天植天植天植天植(S58)(S58)(S58)(S58)    

昨年２月に、特発性拡張型心筋症を発病しました息子の天晴は 

・１/６ ニューヨークのコロンビア大学小児病院に入院し、 

３日後にドナーが見つかり 

・１/９ 心臓移植手術が無事に終わりました。 

その後２回の生体検査にて拒絶もなく 

・１/２８ 退院することができ、１１ヶ月半ぶりに病院から 

外の世界に出られました。 

ここまで来られましたのも、９月からの「天晴を救う会」の活動

において、地元、会社、学校、そしてラグビーという様々な領域、
世代、地域での友人、仲間たちと、そのまた友人、仲間たちによる
ご支援、ご協力のおかげです。うまく言い表せませんが、ただ、た

だ、ありがとうございました、の一言です。 

救う会の共同代表には、同期の金治主将が公私共に忙しい中、参
画してくれラグビー関係への働きかけを積極的に行ってくれました。

京大ラグビーはもちろん、ラグビー協会を初めとして、社会人、大
学、高校、クラブチームなどラグビーに関わる広くたくさんの仲間
たちが、何とかしよう、何とか助けようと立ち上がってくれ、スピ

ードとパワーを発揮して、ゴールラインに真っすぐ向かって、我々
家族を押し進めてくれました。伝統ある京大ラグビーOB のタテ・
ヨコのネットワーク、結束力、行動力に感謝、感服です。救う会の

メンバーたちも京大ラグビーの仲間意識、絆の強さ、行動力に驚か
れました。 

秩父宮ラグビー場での募金活動に多くの先輩後輩が参加してくれ、

募金の呼びかけやチラシ配布を毎週末、やっていただけました。感
激して、感謝を言葉では言い尽くせなかったです。その結果、募金
目標額も一ヶ月少しの短期間で達成することができました。 

絶望と不安の中にありました天晴、家族にとって、皆さんからの
励ましの言葉、力強い支援、本当に心強かったです。たくさんのフ
ォローがあったからこそ、トライ、ゴールに結び付けたのだと思い

ます。ALL FOR Tensei・・・本当にありがとうございました。 

EEEE----mailmailmailmail アドレス未登録の会員の方へアドレス未登録の会員の方へアドレス未登録の会員の方へアドレス未登録の会員の方へ    

クラブでは、「試合結果」や「重要なお知らせ」、更には「個人の
意見の発表の場」としてインターネットを利用したメール送信を情
報伝達の手段としております。「クラブ便り」の充実も図っておりま

すが、即時性・応答性に優るインターネットでの情報配信が主流に
なってまいります。 

何卒パソコンをお使い戴き、インターネットでの情報の場にご参

加願いたく、E-mail アドレスのご登録をお勧め致します。 

 又アドレス変更のご通知をお忘れではありませんか？楽しい情
報・重要なお知らせを早く入手できます。どうぞご登録ください。 

 

E-mail アドレス登録窓口 

担当者 ：今郷 詔  imago@src.ricoh.co.jp 

組織委員：亀岡 友樹 kameoka@mitsubishicorp.com 

又は中桐 則昭 nnakagiri@cablenet.ne.jp 

 

住所、勤務先、メールアドレス変更連絡フォーム： 

http://www.kiurfc.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=addfrm 

以上 



京都大学ラグビーフットボールクラブ

 

クラブ便り 
平成 21 年度 第 1 号 9 月 29 日発行

 
「2009年春シーズンの報告と今後の強化方針」 

湯谷 博 監督 

過去３年間、リーグ戦では中位の成績をキープして来た
ものの、上位３チームとは特にブレイクダウンで圧倒的な
体力差があり、歯が立たなかった現実があります。この壁
を破るには、先ずフィットネスの面で上位チームに追い付
くことが必要不可欠と考えています。今年３月から、森永
製菓に所属するストレングス＆コンディショニングコー
チの秋山昌俊氏と契約し、科学的な理論に裏付けられた本
格的なフィットネストレーニングを開始しました。 
春の間、週２回はグラウンドを使わず、本部の体育館でト
レーニングに専念しました。その結果、筋力は着実に向上
し、例年ならシーズン中に落ちて行く体重が今年は殆ど変
わらない、といった効果を生んでいます。一方、走力やス
キル練習にかける時間が制約されるため、春の試合では走
力不足とハンドリング等のスキルの低さを露呈しました。
ウエイトトレーニングは、秋のシーズンにピークを設定し
ている上、獲得した筋力をラグビーに適した体力に転換す
るにも時間がかかるので、即効の成果は期待できません。
こういったことが春の成績不振の要因にもなっています。 
しかし、リーグ戦で現状から飛躍するには、敢えてリスク
を賭けてでも、多くの有力チームが行っている本格的なフ
ィットネストレーニングに取り組まざるを得ません。正し
いトレーニングの知識と獲得したスキル及びフィットネ
スは確実に選手の財産となりますし、系統的なトレーニン
グを続ける中でチーム力が着実に伸びて行くものと考え
ています。 
春の試合を振り返って、ディフェンスでは京大の最大の
特長として来たシャローディフェンスが殆ど見られず、相
手に自由な攻撃を許しました。敵に鋭く圧力をかけ、特に
センター周辺での１次防御を固めること、２次以降の防御
網の整備、タックルスキル、キック処理の改善が秋のシー
ズンに向けての重点課題です。 
攻撃では、セットからの１次攻撃で有利な状況を作れな
いことが、低い得点力の大きな原因になっています。中盤
からはＨＢのキックで地域の獲得を試みるものの、チェイ
スのスピードと圧力不足でボールを再獲得できず、敵陣に
入っても効果的な仕掛けが見られません。確実なペネトレ
イターの養成とともに、セットからの攻撃戦術を洗い直し
再構築することが重点課題です。これにはまた、昨年のル
ール改正で重要度を増したスクラムの安定と強化が前提
となります。 
ブレイクダウンの局面では、ハンドリングミスを減らし

倒れずにボールを有効に保持することが、これまでからの
継続課題です。ルール改正でドライビングモールが再び有
効な攻撃手段になった今シーズン、モールの強化も欠かせ
ません。 
リーグ戦では、開幕からの３試合が下位チームとの対戦
になるので、そこを取りこぼさず乗り切れば良い流れも生
まれます。幸い７月末から始まる練習には、肩の手術やケ
ガで春に離脱していた多くのメンバーが復帰します。先ず
最初の３試合を確実に勝つこと、またリーグ戦を戦う中で
着実に戦力を伸ばして行ける基盤を確保することを目標
に、個人とチームのレベルアップに努めます。 
 
「今シーズンへの決意」 

主将 宮田 朋弥 

去年の先輩方が抜けた穴が大きく、春シーズンの結果は
全敗でした。 
 全敗したことは悔しく、また秋に対しての不安もありま
す。ですが、今の京大ラグビー部はリーグ戦を勝ち越して
いることしか知りません。春シーズンのうちにやられる経
験で、現状を知ることが出来たことは良かったと思います。 
今のラグビー部に足りないものは「強み」と考えています。
去年に比べ走り込みの量が減り、走り勝つというゲームが
なく、強みになりませんでした。夏は合宿までに走り込み
で自信をつけていきます。 
 そして秋は最初の３戦が勝負です。必ず勝ち、流れに乗
っていきたいです。 

     副将 大渕 哲（FW） 
本年度、副将、FWリーダーをつとめさせていただいて

おります、大渕です。今年の春は、苦しい試合が続き、個
人的にも、ケガによりラグビーができない中で苦しい時間
が続きました。しかし、そのような中でも、FWについて
いえば、セットプレーの安定や、オーバーなど、成長も見
られますので、春の結果と反省点は真摯に受けとめ、良か
った部分はさらに伸ばしていきたいと考えております。夏
からは、再びモールの引き倒しが禁止されるため、FW近
辺での攻防が激しくなるかと思われ ますが、夏の練習・
合宿と、厳しい練習・試合を積み重ねることにより、上位
校にも負けない、強い FW、そして強いチームを、宮田主
将を中心にチーム一丸となってつくりあげていきたいと
考えておりますので、合宿での試合、そして、リーグ戦に
おきましては、ご声援のほどよろしくお願いいたします。 
 



副将 柳 良治（BK） 

今年の春シーズンは結果的に１勝もできずに終わって
しまい、本当に今までにないくらい苦しいシーズンとなり
ました。 
 特にバックスについては、去年の主力メンバーが何人も
抜けてしまったことによって、有効な戦い方がなかなか見
いだせず、多くの課題が残りました。 
 ただチーム全体のレベルとしては、去年ほどの完成度で
はないにせよ確実に上がってきており、春にやってきたこ
とは決して間違ってはいなかったと思っています。 
 これから８月、９月とチームが一番伸びる大切な時期に
入ってきます。ここで春の遅れを取り戻せなければ、この
チームは下手をすれば１勝もできないまま終わる可能性
もあります。 
 そうならないためにも夏は例年以上に苦しい思いをし
て、リーグ戦が始まるときには春とは見違えるようなチー
ムになれるように、日々頑張っていきたいと思っています  
 
 

これまでの試合結果（関西 B リーグ２戦２勝） 

9/27 帝塚山大学 リーグ戦 44-26 
9/20 大阪工業大 リーグ戦 55-12 
9/13 同志社大学 定期戦  5-128 
6/14 成城大学 定期戦  10-94 
6/ 6 防衛大学Ｂ 定期戦  5-43 
6/ 6 防衛大学 定期戦  17-33 
5/17 立命館大学 定期戦  0-79 
4/26 慶應義塾大 定期戦  0-80 
4/18 関西学院大 定期戦  7-102 

今後のリーグ戦日程 

10/4 甲南大学 12:30 於：関西大学Ｇ 
10/18 龍谷大学 14:45 於：龍谷大学Ｇ 
10/25 花園大学 12:30 於：関西大学Ｇ 
11/1 関西大学 14:15 於：関西大学Ｇ 
11/15 近畿大学 14:00 於：近畿大学Ｇ 
11/22 大阪教育大学 13:00  

於：龍谷大学南大日Ｇ 
 
 

不惑大会参戦記    OB 奥村 健一（H2） 

 爽やかな汗、おもろすぎる夜、筋肉痛。菅平で「非日常」
にどっぷり浸る 2日間は、一度参加したら、やめられなく
なること請け合いだ。 
 7 月４日。昼過ぎに三々五々、集合した。懐かしいあの
顔、この顔に会った瞬間、学生時代の序列に引き戻される。
晴れ渡った高原の青々とした芝生のグラウンドでは、全国
から集まった物好きがすでにボールと戯れている。気持ち
がはやる。 
 一時は大会への参加そのものが危ぶまれたはずが、実際
には助っ人も含めて３５人ぐらいが集まった。ポジション
によっては２０分ハーフで３交代制を敷くほどの充実ぶ
りだ。 
 初戦は開始早々からスクラムが押され、先制トライを許
す不安な滑り出し。しかし、ベテランを先発に起用し、若
手を後からつぎ込む作戦が的中し、鮮やかな逆転勝ちを収
めた。相手は普段の練習ぶりがうかがえる好チームだった
が、わが方の地力、底力が上回った。士気はいやでも盛り
上がった。 
 翌日は、早稲田と関東学院が戦うというメーングラウン
ドで、不惑クラブに挑んだ。新ルールの習熟度とまとまり
の差は埋めがたく、完封負けを喫した。決して歯が立たな
い相手ではなかった。それだけに「欲求不満が残る」（某
大先輩）結果だった。 
 しかし、なんと言ってもハイライトは、夜の部だろう。 
 体育館に参加約３０チームの全選手が集合したレセプ
ションでは、壇上でクラブソングを披露した。流暢な英語
は、ケンタッキーフライドチキンやモスバーガーをアテに
酒をくらい続ける他チームの度肝を抜いた、はずだ。 
 宿舎に戻っての２次会では、某大阪府立高のチームカラ
ーが槍玉に上がり、５０歳を過ぎても先輩の命令一つで芸
を披露する強い絆が感動を呼んだ。 
 城田先輩は、時代と共に途絶えていた小唄を披露された。
明治早稲田慶応をことごとく揶揄し、京大のスマートさを
称えたうえ、「サルのチョンチョン」という謎のフレーズ
で締めくくる。「復活させて、来年のレセプション壇上で
ぜひ」と一同、酔った勢いで大いに盛り上がった。 
 更に翌朝、試合後の円陣で「あの小唄には続きがある」
と衝撃の告白。「知りたい人は来年、参加すべし」との檄
を受け、再会と一層の精進を期しつつ、帰路についた。 

 
 
◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト ht tp://www.kiur fc.com/ 
・会員ブログ ht tp://blog.kiur fc.com/member / ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・住所、勤務先、メールアドレスの変更： 

216-0015 川崎市宮前区菅生 5-20-4 TEL&FAX044-976-3819 今郷詔 <imago@src.r icoh .co.jp> 
（同上）変更連絡フォーム：ht tp://www.kiur fc.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=addfrm 
・会員の訃報受付： 
組織委員長 中桐<nnakagir i@cablenet .ne.jp>または総務委員長 瀬戸口<tetsuo-setoguchi@osakagas.co.jp>まで 

・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 守谷 隆一 080-1002-4768 
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前半戦を振り返って 

竹森 弘泰 ヘッドコーチ 
シーズンの前半 5 試合を終えて、戦績は２勝 3 敗

となりました。春シーズンが全敗となり、夏以降で
チーム力の挽回を目指すも故障者の多発や新型イン
フルエンザの流行で思うようには強化が進まない状
況下でのシーズンインを考えると、開幕からの 2 連
勝については選手が大変良く頑張った結果と評価し
ています。 
第 3 戦は、夏から続けた猛練習により選手の疲れ

がピークに達しており、強化の著しい甲南大に完敗
を喫しましたが、その後の龍谷大戦、花園大戦につ
いては、負けはしたものの内容的にはチーム力の向
上が現れています。 
現在のチーム評価は、ＦＷのスクラム、ラインア

ウト、及びＢＫの地域獲得のためのキック攻撃など
の安定を基盤にして、地域ごとの戦術やゲームマネ
ージメントについては良い成果が現れています。一
方、攻防の局地戦でのタックルやボールの奪い合い
に弱みがあり、これを後半の課題として重点的な強
化テーマとして練習に取り組んでいます。 
残すところ、関西Ｂリーグ戦と定期戦を合わせて

5 試合となりますが、後半戦の勝ち越しを必達目標
として、更にもう一段のチーム力向上に向かって邁
進いたします。 

これまでの試合結果（関西 B リーグ６戦２勝４敗） 

9/27 帝塚山大学 リーグ戦 44-26 
9/20 大阪工業大 リーグ戦 55-12 
10/4 甲南大学 リーグ戦 19-60 
10/18 龍谷大学 リーグ戦 25-50 
10/25 花園大学 リーグ戦 17-27 
11/1 関西大学 リーグ戦 3-71 

今後のリーグ戦日程 

11/15 近畿大学 14:00 於：近畿大学Ｇ 
11/22 大阪教育大学 13:00  

於：龍谷大学南大日Ｇ 
  
 

久保田淳一先輩（S16 年卒）の卒寿を祝う会 
望月秀朗 （S33 年卒） 

去る９月２９日、平成４年から平成７年まで４年間、
京大ラグビー部ＯＢ会会長を勤められ、創部７０周年
の記念行事を会長として主催された久保田淳一氏（昭
１６後期卒）の卒寿を祝う昼食会が、現在お住まいの

川崎市宮前平の近くで開かれ、東西から長老代表、新
村重晴（昭２４）と岸田健（昭２８）の両氏が、又現
役時代、久保田氏から親しくコーチとして指導を受け
た藤岡、諏訪、小池（何れも昭３２）、川井、清水、
田中康、望月（何れも昭３３）の７名と和田ＫＩＵ・
ＲＦＣ会長の計１０名が出席した。久保田氏を含む出
席者の平均年齢は７８歳と、将に後期高齢ＯＢ会とな
った。 
久保田氏は本年３月、満９０歳になられたが、頭脳
明晰、食欲旺盛、体調万全のご様子で、重量ＦＷ時代
の体重・体格をそのままに、歩行は些か困難とお見受
けしたが、牛歩戦術でカウ”ァーされ、ただ軽い難聴
であられるため、多勢が集まる盛大な祝賀会より、小
人数で密度濃く、ゆっくり会話と食事を楽しんで頂こ
う、との計らいで、ご夫妻と付き添いのご長女を、と
うふ料理にご案内した。 
当日は予想通り打ち解けた会話が弾み、笑い声の絶
えぬうち、予定の２時間は瞬く間に経過、名残を惜し
みつつ、益々のご健勝を祈って散会した。 
久保田氏は、甲南中学、甲南高校、京大を通じてラ
グビーに親しまれた。京大での最終学年の昭和１６年、
大陸では泥沼の中華事変が続き戦時色の強まる中、１
２月８日の日米開戦により、学生の徴兵猶予が急遽、
半年ずつ繰上がったため、３回生は１２月末の東大戦
（１４－３で勝利）を最後に、正月の慶応、明治戦を
１，２回生に託し、後ろ髪を引かれる思いで１月半ば
に入隊、南方へ出陣された。その後、久保田氏の部隊
はビルマに派遣され、悲惨な結果を招くインパール作
戦に巻き込まれたようだが、久保田氏は、選ばれて指
揮官教育を受けるため、部隊と別れて教育機関のある
ジャワ島（現在のインドネシア）に渡り、そのまま南
方軍幹部候補生隊区隊長として終戦まで勤務された。
戦場への出陣に先立ち、ご夫妻は結納を交わしておら
れたが、武運長久の願いが叶いましたと、奥様ははに
かみながら話された。 
 なお久保田氏は、昭和１５年１月の第１４回東西対
抗ラグビーに西軍ＦＷとして、又、紀元二千六百年記
念アジア大会に出場の全日本代表にも名を連ねてお
られる。 
 処で、戦後の京大は他校に比し、有力選手の早期復
員や食糧等資材の調達で優位に立ち、順調な滑り出し
を見せたが、教育制度の改革により、旧制高校での経
験者と言う、貴重な選手供給源を絶たれることとなり、
昭和２７年度を境に、新制高校卒の未経験者を交えた
チーム編成を余儀なくされ、私学の後塵を拝して、３
年連続関西大学リーグの最下位に甘んじることとな



る。 
昭和３１年、見兼ねたＯＢの手で、戦後長らく続い

た無監督時代に終止符が打たれ、巌栄一（昭２）総監
督のもと、久保田ＦＷコーチと堀江バックス・コーチ
による監督団が誕生した。 
 久保田氏は入隊前、台湾拓殖（株）の内定を取って
おられた。台湾なら、香港、上海、シンガポールの英
国人とラグビーができるだろう、とアジアへの夢を描
いておわれたためだが終戦で同社は解散。復員後、宇
治に工場を持つ大手人造絹糸会社（後に合繊メーカ
ー）労務係の募集に応じられた。ここなら時には京大
でラグビーができるだろう、と考えての応募だったよ
うだ。狙いは的中、特に監督団のコーチとなられてか
らは、殆ど毎日、宇治工場から、練習の始まる午後３
時前には農学部グランドに到着され、我々が教室から
駆けつけると、何時もお先に、久保田コーチのユニホ
ーム姿があった。慌ててスタイルしてボールに空気を
入れたものだ。 
それにしても、京阪電車が加茂川べりを走って三条

止まり、であった当時、どのようにして毎日定刻、短
パンでグランドに立たれたのか？積年の疑問をこの
度、恐る恐る投げて見たところ、社用車を使って行っ
たんだよ、との何気ないお返事だった。他から聞くと
ころによると、宇治工場には社用車が４台あったが、
当時労務係長の久保田さんが、その内の１台を、毎日
使って京大へコーチに行かれることは、工場内では公
然の事実として誰もが認めていたようで、神武景気を
謳歌したわが国経済が、高度成長期に差し掛かった鷹
揚な時代背景が追懐される。 
なおその頃、久保田氏の手で宇治工場に作られたラ

グビー部が、本年５月、創部５０周年を迎えて記念行
事が行われた。同チームは関西社会人Ａリーグ経由、
今やトップウエストＡ１リーグの強豪に育っている。 
 話を京大に戻そう。久保田、堀江両コーチのご指導
のもと、その年、昭和３１年、我々は立命に勝って最
下位を脱出、翌年は立命を連覇、関大にも勝って関学、
同志社に続く３位を確保した。４年ぶりに立命を破っ
た日、久保田コーチは４回生全員を引き連れ静で祝勝
の乾杯、労を労われたが、藤岡主将らには、生涯の思
い出となっていることだろう。 
昭和３４年度まで監督団のコーチを勤められた後、

星名、大楽、岩前監督の時代も、熱心に、正確に、練
習やゲームの観戦を続けられ、監督・コーチを通じて
アドバイスされるなど、京大ラグビーへの情熱を持ち
続けて来られた。 
 御開きに際し、齢を重ねても何時までも、ラグビー
仲間が集まって呉れることが嬉しい、と喜んで頂き、

また現役諸君は、学生チームの常として、毎年卒業生
を送り出し、メンバーが変わるが、些かも怯むことな
く、監督、コーチ陣の適切かつ情熱溢れる指導を受け
て、懸命に努力を重ね、毎年、期待に応える成績を挙
げている。その様子を見せてもらうことが、自分の長
寿の秘訣になっている！とも話された。学生を含むク
ラブ全員が、楕円球を追った往年の集中力と堅い結束
を再現し、一丸となって、現役チームの応援に当たり、
久保田先輩にも喜んで頂こうではないか。 
 

岩田天晴君、トップリーグを観戦 
谷利 亮（S58 年卒） 

嬉しいご報告です。１月に心臓移植手術を受け、
８月に帰国した岩田天晴くん（Ｓ58 卒 岩田天植氏
の長男）が、９月の秩父宮でのトップリーグを観戦
しました。今回は、サントリーの部長を努められて
いる夏山 OB（S54 卒）のご尽力と日本協会のご厚意
により、天晴くん一家は、特別室でサントリー対九
州電力他の試合を観戦しました。９月としては涼し
い気候でしたが、ナイターに照らされたピッチを天
晴くんは食い入るように見ていました。 
試合後にはサントリーのロッカールームを訪ね
て、昨年の募金活動でお世話になった選手のみなさ
んにお礼を述べ、大きな拍手をいただきました。 
なお、今回は、昨年、募金や支援活動をしてきた
下記メンバーも一緒に観戦し、試合後は天晴くんの
元気な回復に乾杯をして、さらに懇親を深めて心地
よく家路につきました。 
【参加メンバー】（敬称略）内田・衛藤・真田・中
村・久野（九大 OB）・松田（東大 OB）・赤木（博報堂・
救う会代表）・谷利 
 
学士ラガー倶楽部８０周年記念誌が完成 

白石 良多（S54 年卒） 

かねてより準備してまいりました年記念誌が１０月
に完成いたしました。会員の皆様の寄稿を中心に、
散逸していた８０年の歴史とともに、その時々の楽
しい懐かしい出来事、学士ラガーに寄せる想いが見
事に集った素晴らしい記念誌に仕上がりました。是
非１冊お手元にお買い求め下さい。ご希望の方は、
卒年、お名前、住所、電話番号を FAXか郵送でお知
らせください。 
 153-0043 目黒区東山２－１４－２ 
 白石良多宛 FAX 03-5722-4230 
・申し込み順に記念誌を送付します。 
・代金（3000 円）の支払い方法は記念誌に同封 

◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト ht tp://www.kiur fc.com/ 
・会員ブログ ht tp://blog.kiur fc.com/member / ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・住所、勤務先、メールアドレスの変更： 

216-0015 川崎市宮前区菅生 5-20-4 TEL&FAX044-976-3819 今郷詔 <imago@src.r icoh .co.jp> 
（同上）変更連絡フォーム：ht tp://www.kiur fc.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=addfrm 
・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 守谷 隆一 080-1002-4768 
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「2009 年度シーズンの総括」

監督　湯谷博

　今シーズンはリーグ戦が 4 勝 5 敗の 7 位、定期戦

が全敗と、不甲斐ない成績に終わりました。OB の皆

様方の期待にお応えできなかったことを大変申し訳

なく思っています。

　当初の想定では、FW メンバーに変更が少なく攻

撃起点での強化が見込まれる反面、BK の主要メンバ

ーが卒業したため、獲得したボールを使った突破、得

点に困難が予想されました。

　リーグ戦は、1 試合当たりの平均得点が 28 点、失点

が 47 点。得点は例年並みか少し上、失点は 10 点以上

の超過でした。B リーグ上位の平均失点は例年 10 点

前後であり、対抗するには、まず防御の立て直しが最

重点課題になると考えています。

　攻撃面では、上位チーム相手には余り点を取れな

いものの、中位以下のチームにはセットを中心に良

く健闘し、BK もうまく連携してかなりの攻撃力を発

揮しました。

　一方、失点の多さは、防御面でやはり深刻な弱点が

あったことが分かります。ラインやサイドからの強

い圧力、個々のタックルのスキルや強度といった面

で、十分な威力を発揮できませんでした。キック攻撃

で、防御が弱いためボールを再獲得できず、地域の支

配力にも波及しました。相手キックの処理も最後ま

で不安定な試合が続きました。

　これまで上位チームとはフィットネスで圧倒的な

差があり、ブレイクダウンで歯が立たなかった反省

から、専門のトレーナーを招き春シーズンには週２

日を費やしてウエイトトレーニングに重点的に取り

組みました。これにより、体重減少の抑制やスクラム

の強化といった成果が得られた一方で、各種スキル

や走力トレーニングにかける時間が制約され、チー

ム作りが遅れた側面もあります。週 2回のウエイト

は有力チームでは普通ですが、経験に乏しい京大に

おいては修正が必要かもしれません。全体スケジュ

ールの中で、ウエイトトレーニングを無理なく効果

的に組み入れたいと考えています。

　A リーグや B リーグ上位校は、経験豊かな新入部

員を多数確保し、ジュニアチームを組織的に強化し

て、代表チームの実力を安定・維持しています。京大

では新人リクルートに制約がある以上、低学年の時

期に急速にレベルアップできるかどうかがチーム強

化の鍵を握っています。これまで以上に新入部員を

獲得し、ジュニアリーグに参戦して経験を多く積ま

せるなど、ジュニアの系統的な強化システムを軌道

に乗せたいと考えています。今後とも、OB の皆様方

にご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い致し

ます。

ヘッドコーチ　竹森弘泰

　今年度は非常に厳しいシーズンとなりました。強

化方針とした「真の基本スキルの習得」「フィットネ

スの強化」「プレーのテンポとスピードアップ、及び

ディフェンスの強化」について、いずれも十分な成果

を上げられなかったことに対し、コーチとして深く

反省しなければならないと感じています。

　成績不振の原因は、練習への集中力を高め続けら

れなかったことに結論づけられます。

　年間の強化計画、日々の練習メニュー、チーム戦術

や戦略などについては、関西学生 B リーグ最終戦で

非常に集中力の高い戦略的なゲームが出来ているこ

とからも、それほど大きな問題はなかったと考えて

います。しかし、その集中力を持続して更に高めてい

くことが出来ず、練習への取り組みに甘さが生じた

ことが、戦績に反映しました。

　具体的には、練習での一つひとつのプレーでキー

ファクターが遵守できるかどうか、全力を発揮でき

るかどうかに甘さがありました。シーズン当初から

問題点として認識していながら、最後まで克服し切

れませんでした。

　練習での取り組みがそのまま試合の結果に直結す



る厳しさを改めて思い知らされました。しかしなが

ら、チームとして貴重な教訓を得たシーズンでもあ

りましたので、来シーズンへ向けた糧としたいと思

います。

秋シーズン試合結果

関西B リーグ 9 戦 4 勝 5 敗（不戦勝 1）7 位

9/13 同志社大学 定期戦 5-128

9/20 大阪工業大 リーグ戦 55-12

9/27 帝塚山大学 リーグ戦 44-26

10/4 甲南大学 リーグ戦 19-60

10/18 龍谷大学 リーグ戦 25-50

10/25 花園大学 リーグ戦 17-27

11/1 関西大学 リーグ戦 3-71

11/15 近畿大学　 リーグ戦 14-108

11/22 大阪教育大学 リーグ戦 49-21

12/20 九州大学A 定期戦 10-17

九州大学B 定期戦 43-7

12/23 東京大学A 定期戦 19-48

東京大学B 定期戦 31-29

東大戦後の 4回生のコメント

▽　宮田朋弥　(麻布) SH　主将

　最終戦を勝利で飾れなかったのは本当に悔しい。

ただB のメンバーがとても良い試合をしてくれたこ

とがすごくうれしかった。特に 1回生の成長が感じ

られた。来年以降が楽しみだ。今年 1 年間あまり勝つ

ことが出来ず、しんどい思いをさせてしまい、本当に

申し訳なかった。来年は今年の反省を活かして、たく

さんの試合に勝って欲しい。これからは OB として

現役のサポートと、新しい気持ちでラグビーを楽し

みたいと考えてます。

▽ 大渕哲　(明治学園) Lo　副将

　最後に負けたことは悔しかったが、仲間にも先輩

にも後輩にも OB のみなさんにも恵まれた、本当に

素晴らしい 4 年間だった。今まで関わった全ての人

に感謝したい。あとは後輩のみんなが頑張るのを心

から祈りたいと思う。

▽ 柳良治　(天王寺) CTB　副将

　4 年間京大ラグビー部でラグビーをしてきて、本当

に充実した毎日を過ごすことができ、とても楽しか

った。最後の最後で負けてしまったのは残念だった

が、来年はこの悔しさを忘れずに後輩たちには頑張

って欲しい。今までご支援、ご声援を下さった OB 並

びに関係者の皆さま、本当にありがとうございまし

た！

▽ 守谷隆一　(海城) FL　主務

　チームの全員が勝利に向かってまとまれた試合だ

ったと思う。一人一人が素晴らしいプレーをしてく

れて、みんなには感謝しきれない思いです。来年以降

の後輩の成長が楽しみです。

▽ 高橋一誠　(北野) FL

　A は負けてしまいましたが、B では勝てて本当に

よかったです。AB で合計 120 分間の出場は疲れまし

たが、最後の試合でたくさん出られた自分は本当に

幸せだと思います。これまでお世話になった方々に

心から感謝したいと思います。

▽ 橋本八洋　(洛南) HO

　4 年間の総仕上げを勝ちで飾れなかったのは残念

だった。良かったのは、今年こだわったスクラムが圧

倒出来たこと。来年はスクラムでの圧倒を勝ちにつ

なげられるよう、後輩達に頑張ってもらいたい。

▽ 長谷川弘樹　(灘) CTB

　4 年間ありがとうございました。やっぱり負けたこ

とは悔しいですけど、自分たちが 4 年間やってきた

ことは無駄ではないと思います。これからは頼もし

い後輩を応援する立場になって社会人として前を向

いて keep going していきます。

「三高蹴球部創部 100 年を祝う会」の報告

監督　湯谷博

　京都・下鴨神社糺の森で昨年 9 月 23 日、「三高蹴

球部（ラグビー部）創部 100 年を祝う会」が開催さ

れました。京大ラグビー部を代表して、私と城田育士

様が招待を受け出席しましたので報告します。

　三高蹴球部は、慶応義塾蹴球部に続き日本で 2番

目のラグビー部として 1910 年に創部されました。こ

の年、三高生の堀江卯吉氏と友人数名が、堀江氏の許

婚の兄である慶応義塾副主将・真島進氏に糺の森で



ラグビーの手ほどきを受けたことから三高蹴球部が

誕生しました。

　関西で初めてラグビーボールが蹴られたことを記

念して、1969 年に「第一蹴の地」の記念碑が糺の森に

建立されました。この地は関西におけるラグビー発

祥の地として広く知られています。

　祝う会には、京大ラグビー部OB で三高蹴球部OB

でもある清水祥一様、高野瀬宏様，真継隆男様をは

じめ、三高蹴球部OB の方々約 20名が全国から記念

碑前に集いました。三高蹴球部歌など、ゆかりの歌の

数々を斉唱したあと記念撮影。場所を清滝の老舗旅

館「ますや」に移し、懇親会が開かれました。

　参加者一同すき焼き鍋を囲み、夜の更けるのも忘

れ談論風発して賑やかに交歓が続きました。終戦直

後のすき焼きは、肉が少なく松茸が山盛りだったと

か。皆様とても瑞々しい感性をお持ちで、三高時代の

エピソードの数々など気さくに話してくださり、楽

しく拝聴しました。旅館のご主人には、「ますや」と三

高蹴球部や多くの文人に関わる逸話など披露してい

ただきました。

　当初は、この日を最後に OB会の活動を終える予

定だったそうですが、祝宴が盛り上がって継続を望

む声が高く、今後も活動を継続される運びとなった

ようです。なお、祝う会の模様は翌 9 月 24 日付の京

都新聞に掲載されました。

◇連絡先その他

・京都大学ラグビー部Web サイト http://www.kiurfc.com/

・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky

・住所、勤務先、メールアドレスの変更：

216-0015 川崎市宮前区菅生5-20-4 TEL&FAX044-976-3819 今郷詔 <imago@src.ricoh.co.jp>

（同上）変更連絡フォーム：http://www.kiurfc.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Code=addfrm

・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 酒井俊太郎 080-5216-5417
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「「「「2020202010101010 年度年度年度年度シーズンシーズンシーズンシーズンのののの抱負抱負抱負抱負」」」」    
主将主将主将主将・・・・井口達也井口達也井口達也井口達也    

 「平成で最強・最高のチームになる」が今
年度の目標です。リーグ戦の成績はもちろん、
日々の練習の内容、部員のモチベーションに
も重きを置き、部員全員が最高だと言えるチ
ームを作っていきたい。1 年間宜しくお い
します。 

主務主務主務主務・・・・酒井俊太郎酒井俊太郎酒井俊太郎酒井俊太郎    
 主務としての抱負は「部員がよりラグビー
し すい環境を整える」です。春シーズンに
関東遠征があったり、創部 100 周年の同志社
大学と春に定期戦があったりとイレギュラー
なことがありますが、適切な時期に適切な相
手と試合を組み、最も効率良く強化できるよ
うにスケジュールを管理していきたいです。 
 OB の方々とも密に連絡を取り合い、クラ
ブをより強固な組織にしたいと思います。 

4444 回生回生回生回生 MGMGMGMG・・・・岡市由衣岡市由衣岡市由衣岡市由衣・・・・加藤朋加藤朋加藤朋加藤朋・・・・中原中原中原中原みなみみなみみなみみなみ    
 3人で、力を合わせて日々頑張っています。
今年はＭＧを 2 人以上入れたいので、新歓に
力を入れていきたいと思っています。また、
今年度より練習時のタイムキーパーという大
きな役割を担うことになり、以前に増して、

り甲斐とともに責任を感じています。MG
もチームの一員として、リーグ戦 6 勝超えと
いう目標に向かって、全力でサポートしてい
きます。応援よろしくお いします。 

「「「「新人勧誘新人勧誘新人勧誘新人勧誘のののの進展具合進展具合進展具合進展具合とととと意気込意気込意気込意気込みみみみ」」」」    
新歓新歓新歓新歓リーダーリーダーリーダーリーダー・・・・風岡風岡風岡風岡諒哉諒哉諒哉諒哉    

 新人勧誘の現状について報告します。 
 高校でラグビーを経験し、大学では何か
ろうと考えている新入生は毎年 30 人ほどい
ます。この経験者 30 人をいかに早く見つけ、
早くアプローチをかけ、囲い込むかが重要で
す。今年はラグビー経験者の事前情報が多く、
現在はその情報をもとに合格者にアプローチ
をかけたり、これとは別に事前情報のない有
望新人の発掘を行ったりしています。 
 コルツリーグへの参加を視野に、16 人の入
部が目標です。近年、B リーグでは関大 帝
塚山大、甲南大が急激に力をつけていますが、
部員増が原動力の一つになっています。 
 今後とも OB の皆さんには新勧活動への一

層のご支援・ご協力をお いします。 
 

春春春春シーズンシーズンシーズンシーズン試合予定試合予定試合予定試合予定    
4/11 帝塚山大学戦（練習試合） 宇治 G 
4/29 花園大学戦（練習試合） 宇治 G 
5/5 同志社大学戦（定期戦） 宝ヶ池 
5/16 立命館大学戦（定期戦） 草津 G 
5/23 慶應大学戦（定期戦） 日吉 G 
6/6 防衛大学校戦（定期戦） 宇治 G 
6/13 成城大学戦（定期戦） 成城 G 
 

「「「「2020202010101010 年度年度年度年度シーズンシーズンシーズンシーズンにににに向向向向けてけてけてけて」」」」    
監督監督監督監督・・・・湯谷博湯谷博湯谷博湯谷博    

 これまでの反省を踏まえ、B リーグ優勝を
目指して以下の事項について重点的に強化し
ていきたいと考えています。 
(1) 基本スキルの向上 
 昨シーズンは、スクラム・ラインアウトで
は健闘したものの、確保したボールの継続支
配に多くの反省点があった。セットプレーを
引き続き強化するとともに、強いプレッシャ
ーの下でも正確にプレーできるよう、基本ス
キル全般の精度向上が最重点課題。 
(2) ディフェンス 
 失点の増加が昨シーズンの成績不振の大き
な原因。ラック・モールのサイド ラインか
ら連携して強く圧力をかけること、各個人の
強く正確なタックルが課題。春シーズンの早
い段階で改善のめどを付けたい。 
(3) 攻撃・地域支配 
 これまでと同様、ブレイクダウンからテン
ポの速い連続攻撃を仕掛けて突破することが
基本戦略。ブレイクダウンで正確にボールを
保持できるよう、強くて精度の高いコンタク
トスキルの養成に取り組む。昨シーズンは、
キック攻撃による地域確保 キック処理に難
点があった。キックとキャッチのスキル、キ
ッカーとチェイサーの連携を改善して、地域
とボールを継続支配できるようにする。 
 また、有効な攻撃オプションが不足して攻
撃が単調にならないよう、シンプルな戦術を
洗練させ、表裏のオプションを使い分けるこ
とにより攻撃力を向上させる。適切な攻撃を
選択できる判断力の養成も重点事項。 
(4) フィットネストレーニング 



 練習全体の中にバランス良く配置し、昨シ
ーズン不足した持久走、短距離走、敏捷性の
能力についても重点的に取り組む。 
(5) B チームの強化 
 昨シーズンは２年前より秋の試合が増加し、
1 回生の志気も高かったが、Ｂチームの戦力
はまだ C リーグ下位相当。多くの新入部員を
確保し、コルツリーグへ参加できる体制を作
りたい。 
【中長期強化プラン】 
 一方、中長期にわたる実現可能な強化プラ
ンとしては、以下の対策を考えており、強化
委員会とも連携して実現を図っていきます。 
(1) ジュニアチームの強化 
 ジュニアチームが B リーグレベルの実力を
持つ様になれば、代表チームに相応の実力を
持った選手が安定して供給される。その結果、
B 上位の戦力を継続して維持でき、A リーグ
への筋道が見えて来る。 
(2) 部員数の増加 
 上記とも連動するが、2 スコッドあるいは 3
チームの編成ができる部員数が確保できれば、
新入生ではなく、中堅部員が中心のジュニア
チームが構成できる。A リーグ B 上位校で
はそういった体制が整備されている。 
(3) 海外遠征・研修 
 海外遠征を機に、海外の有益な情報にアク
セスし、情報の導入ルートを確保して強くな
った例は多く見られる。チーム遠征が無理な
ら、代表選手あるいはコーチを派遣すること
も有効。（選手派遣は近大で既に実施） 
(4) AV 機器の活用 
 パソコン AV 機器を活用すれば、日本協
会 IRBから通知される技術 ルールの情報
を利用できるほか、試合の分析 練習でのス
キル改善が図れる。準備が進んでいるクラブ
ハウスのスペースと機器が有効な資源となる。 
(5) 女子チームの創設 
 2016年オリンピックから男子とともに 7人
制女子ラグビーが正式種目に採用された。い
ま活動を始めると五輪出場の大きなチャンス。
女子学生が比較的多くて芝生グラウンドのあ
る京大は、条件が揃っている。男子部員獲得
にも良い影響を与えるだろう。問題はいかに
最初のメンバーを獲得するかだ。 

(6) その他 
 大学院生・留学生を選手 コーチとして登
用。有力進学校との連携・支援。若手 OB か
らコーチ レフリー希望者を募り支援。 

ヘッドコーチヘッドコーチヘッドコーチヘッドコーチ・・・・竹森竹森竹森竹森弘泰弘泰弘泰弘泰    
 今年の春シーズンは、3～4 月はじっくりと
練習に取り組み、5 月から始まる定期戦で勝
ちに拘るゲームをしながらチーム作りを進め
る計画です。 

いくつかの新しい試みを取り入れています。
まず、練習の質を高めるため、ミーティング
を増 してチーム強化の考え方 練習への取
り組み方などをしっかりと理解した上で練習
を行っています。 
 次に、ウェイトトレーニング日を昨年の週
2 日から 1 日に減らし、代わりに日々の練習
に体作りのメニューを組み入れています。筋
肉をバランス良く鍛えることで怪我をしない
強い体作りを目指します。 
 また、春の早い段階からミニゲームなどの
量を増 し、状況判断力とプレーヤー間の連
携能力を高めたいと思っています。 

強化委員長強化委員長強化委員長強化委員長・・・・三浦広三浦広三浦広三浦広道道道道（（（（昭和昭和昭和昭和 49494949 年卒年卒年卒年卒））））    
 強化委員会は、現役・監督コーチ団を、少
し長いレンジ 広い視野で支援・アドバイス
したり、手のつけにくい課題に取り組んだり
する役目と考えています。 
 できるだけ現役・監督コーチ団との接点を
増 し、現場の要望に耳を傾けながら、リク
ルートをはじめ山積する課題に取り組みたい
と思っています。人手不足で取り組めないこ
とがたくさんあります。多くの OB に、参加
をお いしたいと思っています。 

組織委員長組織委員長組織委員長組織委員長・・・・谷利亮谷利亮谷利亮谷利亮（（（（昭和昭和昭和昭和 59595959 年卒年卒年卒年卒））））    
活動の柱は 3 つ。「OB が現役のゲームを見

る機会を増 す」「年代を超えたクラブメンバ
ーがラグビーを介して懇親を深める」「物心両
面で現役をサポートする」です。 

組織委員会そのものの若返りを図り、現役
に関わる機会を増 して行きたいと思います。
平成年代の精鋭が多数加わり、委員会を活性
化してくれると大いに期待しています。 
 

 
◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト http://www.kiurfc.com/ 
・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・試合 練習のスケジュールなど：現役主務 酒井 俊太郎 080-5216-5417 
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「春シーズン試合結果およびコメント」 
 
■4/11（日）京都大 26-40 帝塚山大学（宇治 G） 
・湯谷 博  監督 
前半は攻撃のテンポが良く、バックスによる突破
もある程度成功していた。タックルやキック処理な
ど、３月から重点的に強化したところでも成果が見
られた。次第にハンドリングミスが増え、接点での
倒れ過ぎが目立ち、ディフェンスの出足が悪くなっ
た。今後、体力面も含めてレベルアップを望みたい。 
・安田 達也    (2回生 大手前)  CTB 
ノミネート、タックル、ハンドリングでミスを連
発したが、センターとして必要なスキルも見えてき
たし、試合も楽しんで挑めた。これから体作りに励
んでいきたい。  

 

■4/29（祝）京都大学 7-60花園大学（宇治 G） 
・下平 憲義  コーチ 
    秋のシーズンで対戦するので、接点の厳しさを印
象付けておきたかったが、残念ながら自由に前でプ
レーさせてしまった。個人のタックル力は、今日の
試合結果のレベルであることを各自が自覚して、
日々の練習で厳しさを持って取り組んで行こう。 
・加藤 佑介    (2回生 六甲)  PR 
一本目に出してもらったが、あまりついて行けず、
経験不足を感じた。スクラムは組み合った後の強さ
が大事だと思った。 
・並川 卓矢    (3回生 茨木)  CTB 
去年の反省から、キックを蹴らずにマイボールの
継続を徹底するというゲームプランだった。チーム
全体の意識は今までより統一できていたが、テンポ
が出てきた時や、ゲインした所での安易なミスが多
く、全員がチャンスを見極めることが出来ていなか
った。ディフェンスでは予想していた通り外国人選
手に再三ゲインを許してしまい、それを起点に何度
もトライされてしまった。秋にはリベンジしたい。 

 

■5/5（祝）京都大学 5-69｠ 同志社大学（定期戦）（宝
ヶ池球技場） 
・湯谷 博  監督｠  
タックルでは踏み込みとバインドが弱いため外さ
れる場面が多かった。攻撃ラインからの突破は何回
か成功しているので、サポートに正確につないでト
ライに至るフィニッシュの部分ができる様になれば
得点は取れるはず。同志社大ラグビー部 100周年の
記念試合とあって、様々な年代の懐かしいOBの方々
が顔を揃え、同志社、慶応両チームのかつての対戦
仲間とも旧交を温めることができた。 
・中越 邁    (4回生 湘南)  HO 
今季最初の公式戦ということで気合を入れて試合
に臨んだが、暑さから徐々に走れなくなり、DFが崩
れてしまった。ラインアウトからのモールでトライ
を取れたのは練習の成果。スクラムが後半に押し込 

 
まれたのが反省点。 
・日原 由博    (4回生 甲陵)  WTB 
キックオフのチェイスは初めてで不安だったが、2
本いい感じで入れたのでよかった。更に入る精度と
強さを上げていきたい。 
 

■5/16（日）京都大学 20− 77立命館大学（定期戦）
（BKCクインススタジアム） 
・湯谷 博 監督 
｠ 前半はディフェンスラインが揃って良く前に出て
いたが、次第に出足が止まりタックルも甘くなった。
単独の突破から得点は取れたものの、全般にミスが
多くてマイボールを有効に支配できなかった。キッ
クやハンドリングの精度を上げたい。けが人が多く
て１、２回生も出場したが、ほぼ違和感なく活躍し
て｠ いたので今後が楽しみ。 
・下平 憲義 コーチ 
｠ スクラム、ラインアウトのセットプレーが安定せ
ず、DF中心のしんどい展開になった。前半は内側か
らの組織的な DFができ、FWが良く帰り、評価でき
る点があったが、後半は運動量が減り、相手に自由
にさせる結果になった。FWを出来るだけ前に出し、
あまり負担を掛け過ぎないゲームマネージメントと
根本的なフィットネスのアップが必要。新入生の 4
名を含め新しいメンバーにとって、Aリーグのレベ
ルのプレーを体感できたと思う。 
・森 春樹 (4回生 長崎東) FL FWリーダー 
ＦＷはセットプレーの安定と接点でボールを奪わ

れないことを目標としていた。しかし、達成できな
かった。この２点をしっかりやることはＦＷの義務
なので、立て直していきたい。個人的にはモールＤ
Ｆとスクラムからの球出しでチームに迷惑をかけた
ので、しっかり練習していきたい。 
・小堀 充雄 (4回生 膳所) FB BKリーダー 
もっと練習しないと、定期戦の相手に申し訳ない。

でも強いチームとの試合はすごい楽しい。 
 

■5/23（日）京都大学 22 － 52 慶應義塾大学（定
期戦）（日吉グラウンド） 
 ・湯谷 博 監督 
｠ 1911年に三高・慶応の定期戦が始まって今年で 100
年目。記念の年に、後半途中まで「あわや勝つので
は」と思わせる展開を見せ、良く健闘した。スクラ
ムやブレイクダウンで負けて、圧倒的にボールを支
配されたが、いつになくラインディフェンスが崩れ
ず、粘り強く圧力をかけ続けて敵のミスを誘った。
スクラム、キックチェイスや後半に弱点の出たキッ
ク処理、持久力といったところを改善したい。 
・下平 憲義 コーチ 
｠ 前半は、気持ちが入り、内側から前に出る DFが機
能して、相手のミスを誘った。キックを効果的に使
い、エリア・マネージメントが上手くいき、リード



して終えた。今シーズンで一番の出来だった。ただ
その展開の中でも、完全にペースに乗り切れなかっ
たのは、スクラム、ラインアウトのセットプレーの
不安定さにあったことは、大いに反省すべき。この
ままでは、善戦は出来ても、勝ち切るのは難しい。
上を目指すためには、個人のフィットネスの強化・
基本プレーのスキルアップを各自が地道に、日々精
進していくしかない。 
・井口 達也 (4回生 六甲) LO｠ 主将 
結果的に負けたものの、自分たちの目指している
ラグビーが体現されたゲームだった。早くセットし
て、前に出るタックルを１５人全員が実践していた。
ただ、不安定なセットプレー、後半の後半まで持た
ないフィットネスは大きな課題として残った。 
・但馬 晋二 (3回生 膳所) HO 
全然思ったプレーができず、メンタル的に苦しい
試合だった。反則も増えてしまったので、次回から
は気を付けたい。 
・天井 洋平 (3回生 新潟) SO 
先制し、前半をリードして終わり、後半に自分達
が点を先取したところまで｠ 理想のゲーム展開で、
試合中でもワクワクした。あとは「勝ち」に貪欲に
なりたい。定期戦で初めてトライを取れてうれしか
った。 

 

■5/30（日）京都大学 B 41 － 26 大阪国際大学、追
手門大学｠ （大阪国際 G） 
・湯谷 博 監督 
｠ 久し振りのＢチームの試合とあって良く健闘した。
倒れずにもっと立ってドライブしていけば、効果的
にスペースを作り出せるはず。キックスキルやキッ
ク処理については一層の上達を望みたい。 
・岡本 大和 (4回生 岡山城東) SO｠ ゲームキャプテ
ン 
｠ みんながのびのびプレーできるよう気を配った。
DFはコミュニケーション不足が目立ち、ターンオー
バー後などにガタガタになり一気に崩されたのが課
題。 
・真嶋 雄二郎 (1回生 仙台一高) PR 
｠ セットプレーはだいたい安定していたが、個人的
にはスクラムで割れてしまったのが残念。集中が切
れてしまっていた場面があったので改善したい。 
・藤田 朗人 (1回生 日比谷) LO 
初めてフル出場してとても疲れた。モールやタッ
クルで課題が残ったので、春シーズンのうちに修正
したい。 
・永田 良輔 (1回生 茨木) FL 
今日は勝ったけれど、個人的には満足いかないプ
レーがチームでも個人でも沢山あった。でもトライ
獲れたのでまあ良かった。 
・杉本 康平 (2回生 金沢泉丘) FB 
何回か抜けたのが良かった。取りきれなかったの
が残念。あとキック頑張ります。 

 

■6/6（日）京都大学 15 － 41 防衛大学（定期戦）
（宇治 G） 
 ・湯谷 博 監督 
スクラムが劣勢となりブレイクダウンも支配され
た。キック攻撃や反則の繰り返しから地域を奪われ

て、自陣ゴール前の接点で負けて押し込まれる展開。
スクラムと接点の強化、反則をしないこと、キック
処理、持久力アップなどが課題となる。 
・下平 憲義 コーチ 
ラグビーの原点に帰り、セットプレー、フィット

ネス、接点の強さの上に色々なプレー、戦術が成り
立っている事を再認識すべき。 
・風岡 諒哉 (4回生 明和) PR 
スクラムが全く安定せず、ラインアウトのスロー

ミスでアタックに流れをつくれなかった。改善して
次につながるようにしたい。 
・稲垣 貴彦 (2回生 東海) FL 
ロックとしてスクラムを安定させられず残念だっ

た。 
・中桐 洸太 (2回生 県立千葉) CTB 
自分のところで抜かれることはあまりなかったが、

自分のミスからトライにつながってしまった。一つ
一つのプレーを正確に行えるよう、スキルアップに
努めたい。 

 

■京都大学 B 17 － 29 防衛大学 B 
・下平 憲義 コーチ 
試合に対する闘争心が防大より劣っていた。ラグ

ビーは格闘スポーツ。闘争心の集中力を磨く事も大
事だ。 
・安井 裕紀 (4回生 明和) SH ゲームキャプテン 
接点の激しさで負けた。もう少し試合中に修正で

きれば良かった。 
・石井 大（1回生 仙台第一）CTB 
アタックでは相手のディフェンスミスをつくこと

ができたが、ディフェンスでは抜かれることもあり、
まだまだ課題が山積していると実感した。 
・鐙塚 翔太 (1回生 桐蔭) WTB 
僅差で負けてとても悔しい。トライをとれそうな

場面でとりきれなかったことを改善できれば次は勝
てる気がする。 

 

■6/13（日）京都大学 25 － 48 成城大学（定期戦）
（伊勢原 G） 
・湯谷 博 監督 
｠ 攻撃のテンポアップを目指し、クイックスローイ
ンや PKの速攻などで一定の効果を上げた。前半はキ
ックでかなり地域を支配でき、ブレイクダウンでも
倒れずにドライブする意欲があった。ただ、長い連
続攻撃を受けると防御ラインが次第に崩れ、先行を
許す展開となった。ミスで攻撃のリズムを崩したこ
とも響いた。スクラムが次第に安定してきたこと、
時々見られた攻撃的なタックル、ドライビングモー
ルからの得点などが収穫。終盤に逆転を焦って無理
な攻撃を仕掛けたため点差が付いたが、後半の中盤
までは良く追い上げて健闘したといえる。 
・中村 亮太 (2回生 洛星) HO 
セットプレーは最低限の働きが出来、素直に嬉し

い。ただ、スクラムは全てを安定させられたわけで
はないので、まだまだ修正しなければいけない。フ
ィールドプレーでもタックルなどでもっと存在感を
出していきたい。 
・北村 祐太 (3回生 熊谷) WTB 
春シーズン最後の定期戦で、絶対に勝ちたかった。



これから夏合宿、そして秋シーズンとなるが、より
プレーに自信が持てるように頑張りたい。 
・市橋 渓｠  (1回生 北野) SH 

DＦで粘れず簡単に点を取られる場面が多すぎて、
負けた。エリア・マネジメントがうまくできていた
だけに残念。プレッシャーのかかる場面でパスミス
を連発するなどまだまだ練習が必要だと感じた。 

 

 

■6/27（日）京都大学 A 19 － 61 Imperial College 
London｠ A｠ （JR西日本神戸総合 G） 
・湯谷 博 監督 
スクラムとモールがひどく押され、接点でもマイ
ボールをたびたび敵に拾われた結果、圧倒的にボー
ルを支配された。地面のボールへの反応の速さ、正
確なハンドリング、長旅の疲れを見せない走力、的
確にスペースを捜してユニットで攻撃を仕掛ける能
力など、いずれも京大や Bリーグのチームにはない
もので、今後のチーム作りにぜひ生かしてほしい。
試合後の懇親会では、MVPへのプレゼントなどもあ
り、両チームの和やかな交歓が遅くまで続き、部員
一同ラグビー本来の醍醐味を満喫してくれたと思う。
お世話になった OBには厚くお礼申し上げます。 
・下平 憲義 コーチ 
春シーズンの締めくくりとして、自分達の力がど
れくらいかが、はっきりと見えた。大きくて懐の深
い外国人に対し、よくタックルには行くが倒しきれ
ず、余裕を持ってボールをキープされ、連続攻撃さ
れて耐え切れなくなって突破された。接点での突き
抜ける激しさがさらに必要だ。また、ポイントが出
来た時の内からの DFセットが遅く、後手後手の展開
になった。早いアライブを意識して、大きな相手に
は、運動量で上回り人数で勝たないと話にならない。
ATでは、マイボールをキープしての連続攻撃が全く
出来なかった。接点でのボディコントロール、ダウ
ンボールのまずさ、２、３人目の寄りの遅さが露呈
した。この貴重な経験を生かして、秋に向けてさら
に精進しよう。 
・井口 達也 (4回生 六甲) LO｠ 主将 
このような国際交流試合ができ、ＯＢの皆様の尽
力に感謝します。ラグビーの素晴らしさを強く感じ
ることができた。春シーズンは一勝もすることなく
終わった。これから１ヶ月間のオフで、４回生はス
イッチを切ることなく、勝つために何が必要か、考
え続けなければならない。あとわずか半年だが、突
っ走りたい。 
・酒井 俊太郎 (4回生 長崎東) FL 
タックルやスイープ等ＦＷのすべき仕事があまり
できていなかった。持ち込んだボールをＢＫに供給
できず申し訳なかった。練習してきたつもりだった
が、成果が出ず残念。 

 

 

 

■京都大学 B 34 － 19 Imperial College London｠ B｠  
・下平 憲義｠ コーチ 
外国人相手に勝ち切ることは簡単ではない。全員

の気持ちが一つになった結果だ。Bのレベルがどん
どんアップして、Aとの差がなくなってきている。
下からの押し上げがチーム全体のレベルアップに繋
がる。 
・山本 洋祐 (4回生 明和) No.8 
体は大きいが足は以外に細く、タックルで倒す事

ができたし、ポイントでのプレッシャーもそれほど
かけてこず、エディンバラに比べてそれほど強くな
い印象を受けた。しかし自分の軽率なプレーで相手
にチャンスを与えてトライを取られてしまった事も
あり、反省しなければならない点がいくつもあった。
オフ中にできる事をしっかりやり、いい状態でシー
ズンインを迎えるように頑張りたい。 
・渡邉 優介 (3回生 安積) PR 
海外のラグビーに触れる貴重な経験ができた。こ

れを今後に生かしていきたい。 
・森 淳希 (2回生 長田) LO 
フィットネスに課題を感じた。相手のボール際の

激しさは見習っていきたい。 

 
撮影｠ 真田正明｠ ＜朝日新聞＞（昭和 55年卒） 

 

 
 



 
今春卒業生の就職先 

 
◎平成 19 年卒｠
新林祐介｠ ｠ 住友商事｠ ｠ ｠ （高槻）｠
船瀬悠太｠ ｠ マッキンゼー｠ （四條畷）｠
志野敬久｠ ｠ 野村総合研究所（西大和）｠
｠
◎平成 20 年卒｠
松江大吾｠ ｠ 電通｠ ｠ ｠ ｠ ｠ （茨木）｠
山田真也｠ ｠ 伊藤忠商事｠ ｠ （六甲）｠
足立圭祐｠ ｠ 三井不動産｠ ｠ （六甲）｠
｠
◎平成 22 年卒｠
宮田朋弥｠ ｠ アサヒビール｠ （麻布）｠
長谷川弘樹｠ 伊藤忠商事｠ ｠ （灘）｠
橋本八洋｠ ｠ サントリー｠ ｠ （洛南）｠
高橋一誠｠ ｠ 三井住友銀行｠ （北野）｠
 
 
 

試合結果 
｠
夏合宿＠菅平｠
8/17｠ Ａ｠ 10－21｠ ｠ 北海道大学Ａ｠
8/17｠ Ｂ｠ 41－｠0｠ ｠ 北海道大学Ｂ｠
8/18｠ Ａ｠ 47－42｠ ｠ 一橋大｠
8/19｠ Ａ｠ 17－92｠ ｠ 早稲田大｠
8/20｠ Ｂ｠ 19－35｠ ｠ 仙台大｠
8/21｠ Ａ｠ ｠5－43｠ ｠ 東京都市大Ａ｠
8/21｠ Ｂ｠ 12－15｠ ｠ 東京都市大Ｂ｠
8/22｠ Ｂ｠ ｠0－63｠ ｠ 京大ＯＢ｠
8/22｠ Ａ｠ 35－64｠ ｠ 成城大｠
｠
秋シーズン｠
9/4｠ 関西学院大学｠ 定期戦｠ 12－48｠

今後の予定 
■リーグ戦 

9/19｠ 14 時｠ vs｠ 関西大学｠ （関大 G）｠
9/26｠ 14 時｠ vs｠ 大阪産業大学｠（甲南大 G）｠
10/｠3｠ 12 時｠ vs｠ 帝塚山大学｠ （関大 G）｠
10/17｠ 12 時｠ vs｠ 大阪教育大学｠（鶴見緑地）｠
10/24｠ 14 時｠ vs｠ 神戸大学｠ （京大 G）｠
10/31｠ 14 時｠ vs｠ 龍谷大学｠ （龍大 G）｠
11/13｠ 14 時｠ vs｠ 大阪市立大学｠（京大Ｇ）｠
11/21｠ 14 時｠ vs｠ 花園大学｠ （京大Ｇ）｠
11/28｠ 12 時｠ vs｠ 甲南大学｠ （甲南大 G）｠ ｠
｠

「春、夏の総括と秋にかける決意」 
井口｠ 達也｠ 主将 

 

京都大学ラグビー部主将の井口達也です。ご存じ
の通り、春シーズンは全く結果を出すことができま
せんでした。ですが、今年の最初に掲げた｛リーグ
戦７勝｝という目標を下げるつもりは全くありませ
ん。この目標の達成は容易でないことを自覚し、今
部員一同危機感を持って追いこんでいます。これか
ら長いリーグ戦を戦っていくにあたって、ＯＢの皆
様の応援は欠かせません。是非試合会場まで足を運
んでいただき、応援していただきたく思います。 

｠
｠
｠
｠
 
 

｠
 

◇連絡先その他｠
・京都大学ラグビー部Web｠サイト｠http://www.kiurfc.com/｠
・会員ブログ｠http://blog.kiurfc.com/member/｠ユーザー名：kiurugby｠パスワード：mas3sky｠
・試合や練習のスケジュールなど：現役主務｠酒井｠俊太郎｠080-5216-5417｠
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「「「「試合結果およびコメント試合結果およびコメント試合結果およびコメント試合結果およびコメント」」」」 
【定期戦】【定期戦】【定期戦】【定期戦】 
■■■■ 9/4（（（（土）京都大学土）京都大学土）京都大学土）京都大学 12 －－－－ 48 関西学院大学関西学院大学関西学院大学関西学院大学（関（関（関（関
学学学学 G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 
前半はセットが安定してブレイクダウンも互角。

BKが何とか突破できた時にはFWが前に出て攻撃が
うまく機能していた。前半は反則が多くて自陣から
脱出できず、後半は次第にタックルが甘くなった。 
・下平憲義・下平憲義・下平憲義・下平憲義 コーチコーチコーチコーチ 
猛暑の中で、点差は 終的に開いたが、目指す方

向性が明確になった。夏の走り込みの成果も出た。
反則が多過ぎる。BK はタックルミスが肝心なところ
で出る。敵陣でゲームをして FW に楽させるべき。 
・・・・井口達也井口達也井口達也井口達也（（（（4 回生回生回生回生 六甲六甲六甲六甲））））Lo ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 

DF セット、ラインアウトモールとやりたい事が少
しずつ体現できてきた。ペナルティの多さ、後半の
入り、残り 15 分での粘りが今後の課題。 
・・・・森春樹森春樹森春樹森春樹（（（（4 回生回生回生回生 長崎東長崎東長崎東長崎東））））No.8 フォワードリーダフォワードリーダフォワードリーダフォワードリーダ
ーーーー     
前半は接点でもセットプレーでも戦えていた。後

半途中から運動量が落ちたのが課題。モールで 1 本
トライをとれたが、2 本トライをとられたので修正し
たい。 
 
【リーグ【リーグ【リーグ【リーグ戦】戦】戦】戦】（（（（2 勝勝勝勝 7 敗敗敗敗 0 分分分分    8 位）位）位）位） 
■■■■ 9/19（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学 29 －－－－ 60 関西大学関西大学関西大学関西大学（（（（関大関大関大関大 G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 
 開幕戦の緊張か相手もミスが多く、前半の終盤ま
では均衡した試合展開になった。キック攻撃後のカ
ウンターや連続攻撃を受けた時に、防御の連携とタ
ックルが甘くなった。数少ないマイボールを確実に
生かせないと、上位に勝つのは難しい。2 本目のトラ
イのように FW、BK が連携し、連続攻撃から得点で
きたことは、今後の可能性を感じさせた。 
・下平憲義・下平憲義・下平憲義・下平憲義 コーチコーチコーチコーチ 
 昨年のリーグ戦 2 位との初戦。集中できている時
間帯は対等の戦いが出来た。関大は接点での圧力が
あり、勝負どころでのノッコンで流れを引き寄せら
れなかった。攻撃については、BK での接点ポイント
がゲインラインを超えず、連続攻撃に繋がらないケ
ースが多かった。 
・井口達也・井口達也・井口達也・井口達也（（（（4 回生回生回生回生 六甲六甲六甲六甲））））Lo    ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
勝てると信じて 3 月からやってきたが、結果はつ

いてこなかった。本気で一緒に戦ってくれる部員に
は本当に感謝している。7 勝という目標を達成し、皆
と勝利を喜び合いたい。 
・小堀充雄・小堀充雄・小堀充雄・小堀充雄（（（（4 回生回生回生回生 膳所膳所膳所膳所））））FB バックスリーダーバックスリーダーバックスリーダーバックスリーダー 
久しぶりに強いタックルを受けてノックオンを量

産してしまった。ノックオンがゼロだったら勝つチ
ャンスもあったので悔やまれる。修正力で他大学と
の違いをみせたい。 
 
■■■■ 9/26（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学 8 －－－－ 136 大阪産業大学大阪産業大学大阪産業大学大阪産業大学（（（（甲甲甲甲
南大南大南大南大 G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 

 相手は昨シーズン A リーグを経験しているチーム
だけに、個々の選手の接点での強さと寄りの さ、
その裏付けとなる筋力と走力に圧倒的な差があった。
接点での倒れ過ぎや押し込み不足のためしばしばタ
ーンオーバーされ、ほぼ完全にボールを支配された。 
・下平憲義・下平憲義・下平憲義・下平憲義 コーチコーチコーチコーチ 
 相手がタッチキックを使わず、フィットネス勝負
になった。防御で人数をかけざるを得ないため、体
力を消耗して全く走れなくなった。体感した違いを
真摯に受け止め、個人のレベルアップに取り組もう。 
・井口達也・井口達也・井口達也・井口達也（（（（4 回生回生回生回生 六甲六甲六甲六甲））））Lo ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
大産大のコンタクト、広いラインに翻弄された。

次は絶対に落とせない。気持ちを切り替えて臨む。 
・森春樹・森春樹・森春樹・森春樹（（（（4 回生回生回生回生 長崎東長崎東長崎東長崎東））））No.8 フォワードリーダフォワードリーダフォワードリーダフォワードリーダ
ーーーー 
防御では相手に少ない人数で簡単にボールを出さ

れ、攻撃では簡単にマイボールをターンオーバーさ
れた。FW の寄りの さ、オーバーの強さが相手に負
けていた。防御ばかりで苦しい試合になった。 
 

■■■■ 10/3（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学 5 －－－－ 12 帝塚山大学帝塚山大学帝塚山大学帝塚山大学（（（（関関関関
大大大大 G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 
防御は良くなったが、BK 攻撃にミスが多く、攻撃

が FW 周辺に偏重して単調になり、相手に容易に防
御されて点を取れなかった。BK がケガなどで戦力を
欠き、変則的な戦術になった事情もあった。次のリ
ーグ戦まであと 2 週間あるので、攻撃の弱点を補強
し、バランスの取れたゲーム運びをしてほしい。 
・下平憲義・下平憲義・下平憲義・下平憲義 コーチコーチコーチコーチ 
気持ちが入った締まった内容の試合だった。前半

FW のサイドにこだわり過ぎた。BK の縦攻撃、ハイ
パント、ロングキックを交え、うまくゲームマネジ
メントすれば勝てた。タックルのスキルアップを心
がけて欲しい。大事な場面でのノッコンが多過ぎて
リズムに乗りきれない。低い姿勢とボールを大切に
扱う執着心を練習中から全員が持ち、ミスを許さな
い雰囲気作りをしてほしい。 
・井口達也・井口達也・井口達也・井口達也（（（（4 回生回生回生回生 六甲六甲六甲六甲））））Lo    ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
防御の厚みは出てきた。課題は攻撃。モール以外

にトライをとる方法をあと 2 週間で作る。 
・森春樹・森春樹・森春樹・森春樹（（（（4 回生回生回生回生 長崎東長崎東長崎東長崎東））））No.8 フォワードフォワードフォワードフォワードリーダリーダリーダリーダ
ーーーー 
もっと FW で圧倒したかった。FW サイドアタック

で敵を崩さなければならない。ただつっこむだけで
はなくて、変化をつけられるように考えたい。 
 
■■■■ 10/17（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学 36 －－－－ 43 大阪教育大学大阪教育大学大阪教育大学大阪教育大学（（（（鶴鶴鶴鶴
見緑地見緑地見緑地見緑地 G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 
 キックで地域を確保し、ドライビングモールを中
心に得点できたが、失点が多すぎた。終盤の勝負ど
ころ、相手ゴール前の攻撃で単調になり得点できず、
勝敗に響いた。チーム力は向上している。来週こそ
必勝を期してほしい。 
・下平憲義・下平憲義・下平憲義・下平憲義 コーチコーチコーチコーチ 
 残り 10 分まで常にリードしながら、2 本続けて取
って突き放せなかったことが悔やまれる。1 本取った



後、更に集中してほしかった。ゴール前で FW 戦に
固執し過ぎず、ボールを動かしながら崩すべきだっ
た。常に前にプレッシャーをかけ続け、球出しのタ
イミングを遅らせたり、ターンオーバーにつなげよ
うとするファイトが必要だ。 
・井口達也・井口達也・井口達也・井口達也（（（（4 回生回生回生回生 六甲六甲六甲六甲））））Lo ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
僕の甘さが、チーム全体に出てしまった。ゲーム

マネジメントも来週までに改善する必要がある。完
全に後が無くなった。なにがなんでも次、勝つ。 
・森春樹・森春樹・森春樹・森春樹（（（（4 回生回生回生回生 長崎東長崎東長崎東長崎東））））No.8 フォワードリーダフォワードリーダフォワードリーダフォワードリーダ
ーーーー 
スクラム、ラインアウト、モールと安定したプレ

ーはできた。今後も続けていきたい。個人的にはミ
スが多かった。もっと周りを見れるようになりたい。 
 
■■■■ 10/24（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学 39 －－－－ 12 神戸大学神戸大学神戸大学神戸大学（（（（宇治宇治宇治宇治
G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 
 勝たなければいけない重圧からか前半はミスが頻
発した。後半になるとボックスキックからの攻撃が
成功し始め、ブレイクダウンから前に出てスペース
が生まれ、想定した攻撃ができた。防御で前に出る
圧力と、ライン全体としての攻撃力を高めてほしい。 
・下平憲義・下平憲義・下平憲義・下平憲義 コーチコーチコーチコーチ 
 エリアマネジメントがうまく行き、敵陣での時間
帯が長く、接点、運動量でも勝っていた。同等以上
の相手に対しても、今日のようにチーム全体として
意思統一できた戦いをしてほしい。前半に苦戦した
のは、敵にサインを研究されてラインアウトが取れ
ず、リズムに乗れなかったから。課題の防御はまだ
まだ。「早く、前に、内から、常に、全員が」という
意識を高めてほしい。 
・井口達也・井口達也・井口達也・井口達也（（（（4 回生回生回生回生 六甲六甲六甲六甲））））Lo ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
やっと勝てた。勝てなくて苦しい中、部員全員が

腐ることなく練習に尽力してきた成果がようやく実
った。試合内容もチームとして機能し出した。 
・小堀充雄・小堀充雄・小堀充雄・小堀充雄（（（（4 回生回生回生回生 膳所膳所膳所膳所））））FB 
前半は堅くてミスばかりだった。後半、岡市さん

にアドバイスをもらい、思い切りよくプレーできた。 
 
■■■■ 10/31（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学 12 －－－－ 66 龍谷大学龍谷大学龍谷大学龍谷大学（（（（龍谷龍谷龍谷龍谷
G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 
 80 分間守り続けるスタミナをつけることが肝要。
攻撃では、ラックで押し込みが弱くて相手に絡まれ、
ボールを生かせなかった。攻め込んだ好機で、反則
やミスからボールを失ったことも響いた。 
・下平憲義・下平憲義・下平憲義・下平憲義 コーチコーチコーチコーチ 
 前半はタックルミス以外は、チームとして防御も
機能し、チーム力アップを感じた。後半はスクラム
が安定しなくなるとともに、足が動かなった。次戦
まで走り込み、心肺機能をもう一度上げてほしい。
フィットネスの上にスキルは成り立っている。セッ
トプレーの安定性の見直しも徹底してほしい。 
・天井・天井・天井・天井 洋平洋平洋平洋平（（（（3 回生回生回生回生 新潟新潟新潟新潟））））SO バックスリーダーバックスリーダーバックスリーダーバックスリーダー 
後半に相手の主力選手が入ってからセットプレー

が崩れた。80 分やり切る集中力が必要だ。 
・岡本大和・岡本大和・岡本大和・岡本大和（（（（4 回生回生回生回生 岡山城東岡山城東岡山城東岡山城東））））WTB 
後半、防御で出遅れた内の選手を無視して外の僕

が前に出過ぎるシーンが数回あり、試合の流れを決
めた龍谷のトライはそこをやられた。攻撃にバリエ

ーションを持たせるために、1 度くらいはブラインド
を仕掛ければ良かった。 
■■■■ 11/13（土）京都大学（土）京都大学（土）京都大学（土）京都大学 77 －－－－ 7 大阪市立大学大阪市立大学大阪市立大学大阪市立大学（（（（宇宇宇宇
治治治治 G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 
 セットが安定し、FW、BK ともによく走ってブレ
イクダウンも支配し、チームとしての機動力で圧倒
できた。今日はモールによるトライが多かったが、
残り 2 試合は厳しいプレッシャーを受けるので、接
点での精度を高めてよりテンポを上げ、BK の活躍を
期待したい。 
・下平憲義・下平憲義・下平憲義・下平憲義 コーチコーチコーチコーチ 
 前に出る力、接点でのパワーで格の違いを見せつ
けての快勝。ただ、個々の単発の攻撃になるケース
が多く、FW，BK が一体となってボールを く動か
し続けて取るパターンが少なかったのは課題だ。ま
だまだこのチームは伸びしろがある。 
・・・・森春樹森春樹森春樹森春樹（（（（4 回生回生回生回生 長崎東長崎東長崎東長崎東））））No.8 フォワードリーダフォワードリーダフォワードリーダフォワードリーダ
ーーーー 
    先週走り込んだからか、テンポのいい攻撃が継続
できた。 近トライがとれていなかったモールで何
本もトライをとれた。 
 
■■■■ 11/22（月）京都大学（月）京都大学（月）京都大学（月）京都大学 7 －－－－ 24 花園大学花園大学花園大学花園大学（（（（宇治宇治宇治宇治 G）））） 
・湯谷・湯谷・湯谷・湯谷 博博博博 監督監督監督監督 
 終盤までは互角の展開。好機にミスで得点できな
かったことが勝敗に響いた。来週は、チャンスを確
実に生かして 終戦を飾って欲しい。 
・下平憲義・下平憲義・下平憲義・下平憲義 コーチコーチコーチコーチ 
 トンガ人を止めなければ勝機がないことを全員が
理解して、指示通りに 1 人目が勇気を持ってタック
ルに入り、2 人目、3 人目でよく止めた。ただ、同格
の相手になぜ勝ちきれないか、気づいた点は次の通
り。▽良い形でゴール前までは迫るが、フォローが
足りない。焦ってミス、反則をするなど、トライを
取らないといけない場面で、個人プレーになりがち。
▽後半、接戦なのに自陣から仕掛けたが上手く行か
ず、FW が体力を消耗した上に、反則を犯し何度もト
ライを取られた。接戦の時は堅実にキックを使い、
敵陣で試合するべき。▽徐々にブレイクダウンへの
集散が遅くなってオーバーが出来なくなり、反則を
繰り返すのはフィットネス不足のため。 
・・・・飯島飯島飯島飯島佳英（平成佳英（平成佳英（平成佳英（平成 20 年卒）年卒）年卒）年卒） 
結果は残念だったが、日原君をはじめとする 4 回

生の体を張ったプレーや、高橋君、天井君、稲垣君、
市橋君をはじめとする 3 回生以下の後輩たちの頑張
り、心のこもったプレーに、観戦した OB は感動し
た。「負けたけど良い試合だったね」では、現役のみ
んなは全然うれしくないと思うが、観客を感動させ
るアツい試合ができたことに誇りをもって、残り少
ない京大ラグビー井口組をエンジョイしてほしい。 
・井口達也・井口達也・井口達也・井口達也（（（（4 回生回生回生回生 六甲六甲六甲六甲））））Lo    ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
たくさんの OB に応援してもらったのに勝てなく

て申し訳なかった。チームとしてかなり出来てきた、
との感想を多くもらったが、結果が伴わなければ意
味がない。迷惑をかけた監督・コーチ陣、一緒に頑
張ってきた仲間のために 後、勝って恩返ししたい。 
・岡本大和・岡本大和・岡本大和・岡本大和（（（（4 回生回生回生回生 岡山城東岡山城東岡山城東岡山城東））））WTB 
留学生選手を自由に走らせないという目標は達成

できた。チームで防御できた。終盤、縦への連続攻
撃からオーバーラップを作られ攻め込まれたのが敗



因。個人的には、留学生に 1 対 1 で 2 度も抜かれた
ことと、ブラインド攻撃でイージーミスをし、流れ
を引き寄せられなかったのが悔しい。 
 
■■■■ 11/28（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学 10 －－－－ 46 甲甲甲甲南大学南大学南大学南大学（（（（甲南甲南甲南甲南
G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 
前半からモールを押され、強風下でキックなどの

ミスも多くて、自陣ゴール前に押し込まれる苦しい
試合展開が続いた。BK がゲインラインを突破できず、
攻撃の起点が前進せずボールを生かし続けられなか
った。現役、スタッフ共にこれまでの強化プロセス
を洗い直し、来季はぜひ雪辱を期したい。 
・下平憲義・下平憲義・下平憲義・下平憲義 コーチコーチコーチコーチ 

終戦で 6～8 位を決める試合だったが、接点の強
さ、ブレークダウンへの集散とオーバー、立ってプ
レーする意識、プレーの選択と正確性が足りなかっ
た。個人のパワー、フィットネス、スキル不足が、
リーグ戦の戦績になった。日頃の練習で激しさ、厳
しさ、緻密さを持って全員がレベルアップに取り組
んでいくしかない。 
・井口達也・井口達也・井口達也・井口達也（（（（4 回生回生回生回生 六甲六甲六甲六甲））））Lo    ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
リーグ戦が終わった。目標には遠く及ばなかった

が、なにが駄目だったのかをしっかり見直して、後
輩たちに伝えていかなければならない。 

 
【【【【B チーム練習試合】チーム練習試合】チーム練習試合】チーム練習試合】 
■■■■ 11/7（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学（日）京都大学 46 －－－－ 15 大阪大学医学部大阪大学医学部大阪大学医学部大阪大学医学部（（（（宇宇宇宇
治治治治 G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 
 前半は防御の出足が悪かったが、後半になると良
く前に出るようになった。接点でのボールコントロ
ールやラックの押し込みが強くなれば、テンポの
い連続攻撃ができる。 
・石田・石田・石田・石田徳徳徳徳治治治治    副会長（昭和副会長（昭和副会長（昭和副会長（昭和 48 年卒）年卒）年卒）年卒） 
 久しぶりに B チームの試合を見たが、なかなかの
好ゲーム。後半は BK もよく前に出ていたし、FW が
つないで抜けるプレーもいくつかあった。気になっ
たのは次の 3 点。①走り込んでボールをもらう時に
失 している。トップスピードでもらうこと。②タ
ックルで相手にあたった後の腕のパックが弱い。も
っと腕で相手を締め付けて倒す意識が必要。そうす
ればタックルゾーンがもっと広がる。③立ってプレ
ーする意識が足りない。タックルされるとすぐ倒れ
てしまうし、倒れこみを取られても仕方ないラック
への突っ込みも多い。これらの 3 つは意識の問題が

大きい。練習からもっと心がけてほしい。 
・岡本大和・岡本大和・岡本大和・岡本大和（（（（4 回生回生回生回生 岡山城東岡山城東岡山城東岡山城東））））WTB ゲームキャプゲームキャプゲームキャプゲームキャプ
テンテンテンテン 
    FW はスクラム、ラインアウト、モールとも良かっ
た。BK は前半、人数が余っているのにラインが浅く
て外を突破できないシーンが多かった。縦に仕掛け
るプレーは両 CTB ともにいい。 
 
■■■■ 11/23（火）京都大学（火）京都大学（火）京都大学（火）京都大学 89 －－－－ 0 京都芸術大学京都芸術大学京都芸術大学京都芸術大学（（（（宇宇宇宇
治治治治 G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 
ボールはいつも両手でしっかり持つこと。ペネト

レイターへの く忠実なサポート、攻撃ラインのス
ピードアップ、モールを低く組むこと、なども改善
してほしい。 
・安井裕紀・安井裕紀・安井裕紀・安井裕紀（（（（4 回生回生回生回生 明和明和明和明和））））SH    ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
もっとテンポを早くしたかった。ボールの置き方

やオーバーで相手を掃き切ることを改善したい。個
人的にはもう少し周りを見なければならない。 
 
■■■■ 12/4（土）京都大学（土）京都大学（土）京都大学（土）京都大学 7 －－－－ 67 甲南大学甲南大学甲南大学甲南大学（甲南（甲南（甲南（甲南 G）））） 
・湯谷博・湯谷博・湯谷博・湯谷博 監督監督監督監督 
甲南大は 4 回生を除いた来季のメンバー、京大は 2

回生主体。防御がほとんど前に出ないため、甲南 B
Ｋに絶えず攻め込まれる。キックの精度、距離がと
もに不足。スクラムは互角だがモールが劣勢なため、
相手ゴール前の好機も得点に至らなかった。後半は
改善されたが、精度が悪くて攻撃が継続せず。次第
に防御に穴が増え、失点が相次いだ。 
・安井裕紀安井裕紀安井裕紀安井裕紀（（（（4 回生回生回生回生 明和明和明和明和））））SH    ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 

タックルが全て。いつも言われているが、前に出
てプレッシャーをかけることができなかった。 
・藤田朗人・藤田朗人・藤田朗人・藤田朗人（（（（1 回生回生回生回生 日比谷日比谷日比谷日比谷））））LO 
課題がたくさんみえた。九大、東大戦までに直し

たい。 
・・・・森野寛文森野寛文森野寛文森野寛文（（（（2 回生回生回生回生 東大寺東大寺東大寺東大寺））））FL 
思い切りいくタックル、確実性を重視するタック

ルの使い分けの必要性を実感した。 
・中桐洸太・中桐洸太・中桐洸太・中桐洸太（（（（2 回生回生回生回生 県立千葉県立千葉県立千葉県立千葉））））CTB 
試合を通して相手に主導権を握られ、堪えきれな

かった。 
・鐙塚翔太・鐙塚翔太・鐙塚翔太・鐙塚翔太（（（（1 回生回生回生回生 桐蔭中等桐蔭中等桐蔭中等桐蔭中等））））SH 
相手は来年の仮想甲南 A。色々と足りない部分が

わかった。相手の いテンポに後手に回ったことが
大の反省。リズムのいい攻めができた時間帯もあ

った 
 
 

訃報訃報訃報訃報 
 1970 年から 85 年までラグビー部長を務められた
西島安則・元京大総長が 9 月 3 日、虚血性心疾患の
ため亡くなられました。83 歳でした。謹んでご冥福
をお祈りいたします。 
 京大工学部卒。69 年に京大工学部教授となり、蛍
光法による高分子の分子運動研究に取り組まれまし
た。85 年から 6 年間、総長を務められました。 

11 月 28 日（日）に開かれたお別れの会には石田徳
治副会長（昭和 48 年卒）が出席し、以下の文を寄せ
ていただきました。 
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位

大阪産業大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 0 0 1

関西大学 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 1 0 2

龍谷大学 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 2 0 3

花園大学 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 3 0 4

帝塚山大学 ● ● ● ● ● ○ ● ○ ○ 3 6 0 7

甲南大学 ● ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ 4 5 0 6

京都大学京都大学京都大学京都大学 ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ 2 7 0 8

大阪教育大学 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 5 4 0 5

神戸大学 ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 1 8 0 9

大阪市立大学 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 0 9 0 10



 
 

定期戦定期戦定期戦定期戦 
■■■■ 対対対対 九州大学定期戦九州大学定期戦九州大学定期戦九州大学定期戦 
日時 :12/19（日） 場所 : さわやかスポーツ広場 
（福岡市東区香椎浜 3-21 香椎パークポート緑地内） 
 A チーム  13:00 キックオフ 
 B チーム  A の試合終了次第 
交通アクセス : 博多駅交通センター1 階から西鉄バ
ス 29 系統で香椎浜営業所行き香椎浜 3 丁目下車、徒
歩 10 分 
 
■■■■ 対対対対 東京大学定期戦東京大学定期戦東京大学定期戦東京大学定期戦 
日時 : 12/23（木） 場所 : 黄檗グラウンド 
 OB 戦  11:00 キックオフ 
 A チーム  12:30 キックオフ 
 B チーム  A の試合終了次第 
 

新年会のお知らせ新年会のお知らせ新年会のお知らせ新年会のお知らせ 
今年も各地区で新年会を開催します。現役を含め、

OB 各位の出席をお待ちしています。 
 

▽▽▽▽    関東地区関東地区関東地区関東地区 
・日時：1 月 7 日（金）18:30～20:30 
・場所：NEWS キャフェテリア（昨年と同じ） 

千代田区内幸町 1-1-7 NBF 日比谷ビル  
・電話：03-5251-5432 ・会費：5000 円 
・連絡：池城俊郎（S58）のアドレス 

（ikeshiro-t@itcchem.co.jp）迄 
 
▽▽▽▽    中部中部中部中部地区地区地区地区 
・日時：1 月 8 日（土）18:00～ 
・場所：Nagoya Dining SAYURI 

 http://r.gnavi.co.jp/n178403/  
名駅店名鉄名古屋本線名鉄名古屋駅 徒歩 5 分 

・電話：052-563-0040 ・会費：5000 + α円 
・連絡：梶田徹（S61）のアドレス 

（tokajita@aol.com）迄 

▽▽▽▽    関西地区関西地区関西地区関西地区 
・日時：1 月 28 日（金）19:00（受付 18:30～） 
・場所：Bier Bitte！（ビア ビッテ！）（例年と同じ） 

大阪市北区 2-4-53 大阪弥生会館 1F  
・電話：06-6373-1841 ・会費：5000 円   
・連絡：奥村健一（H2）のアドレス 

（okum8046@yomiuri.com）迄 
 

名簿の訂正名簿の訂正名簿の訂正名簿の訂正 
お手元に届いている22年度版名簿11ページに記載

されている銀行振込口座の名称が、以前の組織名の
「京都大学ラグビー部OB会」になっています。 
正しくは次の通りです。 

（口座番号は名簿記載の通り） 
 
三井住友銀行 堂島支店 普通預金 261989 
京都大学ラグビーフットボールクラブ 
会計 峯本耕治 

 
また、その他、ご指摘いただいた修正箇所、名簿発
行後の変更箇所は以下にまとめております。ご参照
ください。 
 
S42 宮原 武壽 
 勤務先を削除  
S47 小屋 了 
 誤： 工 HB 
 正： 農 FW 
S47 佐藤 基 
 誤： HB 
 正： TB 
S47 平岡 康行 
 「在イギリス」を削除 
S47 前田 真孝 
 誤: 府中武蔵野グランドハイツ501 
 正: 府中武蔵野台グランドハイツ501 

勤務先追加：日本電算機用品㈱ 
03(3736)2111 

S53 森岡 周 
勤務先変更：西日本高 道路メンテナンス
関西㈱ 072(627)8851 

S62 木村 敬 
 海外居住地 : チュニジア 

Villa El Faouz. Rue Jiani Ben Khaled 1004 El 
Menzah 4,Tunis Tunisia 

 TEL: +216 7123 5247 
 mobile: +216 9982 1261 
H18 坂本 忠 
 誤：船橋市西船5-5-10-202 
 正：船橋市西船 5-7-10-202 
 
 
 
 

 
◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト http://www.kiurfc.com/ 
・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 酒井 俊太郎 080-5216-5417 

西島先生は我々のころの部長でした。私の現役
時代は教授になられたばかりで、40 歳そこそこだ
ったということになります。夏合宿にはスイカを
持って来ていただき、決まって「青年とは熱であ
り意気であり、振り返る時の微笑みである」と話
され、我々を激励して帰られたものでした。晩夏
の空に赤とんぼが飛び交うのを見ながら、インパ
クトを受けて聞いたことを今でも鮮明に記憶し
ています。 

お別れの会では、京都市長や京大総長の追悼の
辞でも先生の業績や人柄をしのぶことができま
した。晩年は奥様に先立たれ、お子様もおられな
かったこともあり、社会貢献に努めておられたよ
うです。お別れの会に列席して、心洗われるよう
な時間を持つことができました。心からご冥福を
お祈りいたします。 合掌 
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「「「「試合結果およびコメント試合結果およびコメント試合結果およびコメント試合結果およびコメント」」」」 
【定期戦】【定期戦】【定期戦】【定期戦】 
■■■■ 12/19（日）（日）（日）（日）九州大学戦九州大学戦九州大学戦九州大学戦（コカコーラさわやか（コカコーラさわやか（コカコーラさわやか（コカコーラさわやか G）））） 
京大京大京大京大 A 20 ―――― 5 九大九大九大九大 A 
京大京大京大京大 B 12 ―――― 8 九大九大九大九大 B 
・・・・湯谷博監督湯谷博監督湯谷博監督湯谷博監督 
（A 戦）前半は苦しい場面が続いたが、集中力を切
らさず、粘り強くディフェンスできたことが勝因。
攻撃では、FW が接点で前に出て圧力をかけ、BK も
簡単に倒れず、ゲインラインを越えて FW につない
だ。後半は風上を生かして地域を獲得、敵陣ゴール
前の展開から BK がトライして勝利を決定づけた。 
（B 戦）前回の甲南大 B 戦の反省から、防御では厳
しく前に出て圧力をかけるよう促したが良くできて
いた。タックルミスもあったが全員で良くカバーで
きた。接点で劣勢なためボールを支配できなかった。 
・・・・下平憲義コーチ下平憲義コーチ下平憲義コーチ下平憲義コーチ 
（A 戦）キックを織り交ぜてうまく地域を取り、試
合を運べた。欲を言うと▽ラインアウトが大事なと
ころで不安定▽接点からの前への食い込みが少なく
生きた球が出ない▽2 人目の寄りの早さ、強さが足り
ない▽ゴール前の勝負どころで焦ってミス――など
が改善できれば、もっと楽に勝てた。 
 
■■■■ 12/23（木）（木）（木）（木）東京大学戦東京大学戦東京大学戦東京大学戦（宇治Ｇ）（宇治Ｇ）（宇治Ｇ）（宇治Ｇ） 
京大京大京大京大 A 36 ―――― 5 東大東大東大東大 A 
京大京大京大京大 B 27 ―――― 5 東大東大東大東大 B 
・湯谷博監督・湯谷博監督・湯谷博監督・湯谷博監督 
（A 戦）前半は接点で東大の圧力が強くて攻撃のテ
ンポを上げられなかったが、スクラムやラック・モ
ールを押し込んでいたのでゲームをおおむね支配で
きた。 後は今年出場機会に恵まれなかった 4 回生
の安井君の独走トライでノーサイド。理想的な形で

終戦を飾ることができた。 
（B 戦）ラック・モールでは強く押し込めなかった
ものの、概ねボールを支配できていた。キックの精
度が良くなれば、地域も効果的に獲得できる。4 回生
山本君の 2 トライもあって快勝できた。 
・下平憲義コーチ・下平憲義コーチ・下平憲義コーチ・下平憲義コーチ 
（A 戦）昨年ミスが多くて敗因であったキック処理
も良かった。ミスを少なくすることが勝利につなが
る。日頃の練習で、基本プレーを確実にこなす意識
を全員が持ち、ミスを許さない雰囲気作りが重要だ。
来季以降のために、特に練習で気になるところは下
記の通り。▽ボール際、接点の姿勢が高い▽接点で
ボールを片手で持つ▽愛情のあるパスをキャッチャ
ーの前に放れない▽簡単にノッコンする（ボールへ
の執着心が足りない）▽タックルで背中が丸くなり
高い▽接点の先を意識した押し込みが足りない▽ボ
ールをもらう時のスピードとその変化が足りない▽
一つのプレーから次への動き出しが遅い。 
・代表幹事・代表幹事・代表幹事・代表幹事    田代芳孝（田代芳孝（田代芳孝（田代芳孝（S48 卒）卒）卒）卒） 

A 戦の「谷村楯」、B 軍「高島杯」の両方とも京都

に残すことができた。A 戦は、ゴール前 22 メートル
付近の京大ボールのスクラムから、京大が一気に押
し込み、No.8 が右サイドを突いて大きくゲイン。ラ
ックからの早い球出しで左オープンに展開、左ウイ
ングの独走トライになった。イメージどおりのトラ
イがようやく出来た。チームの成長を物語り、来年
につながる。OB 戦はシニアと若手の２試合組まれ、
懇親会も開かれるなど、伝統の一戦にふさわしい交
流の場を持つことができた。宇治の芝生は、この時
期としては上々のコンディション。ミーティングや
ビデオによる分析、ケータリングや食事の場など、
積極的な強化策を講じるには、クラブハウスは不可
欠だと改めて感じた。 
・岡市由衣・岡市由衣・岡市由衣・岡市由衣    （（（（4 回生回生回生回生 同志社）同志社）同志社）同志社）MG 
 部員の泣いて喜ぶ姿に 4 年間マネージャーを続け
て良かったと心から思った。 
・加藤朋・加藤朋・加藤朋・加藤朋    （（（（4 回生回生回生回生 中津）中津）中津）中津）MG 
 4 年前はラグビーを全く知らなかった私が、4 年後
にラグビーの試合を見て涙を流すとは思わなかった。
選手から一番近い所で、苦しいことも嬉しいことも
見てきた。 後に勝利で終えられ、本当に嬉しい。 
 

監督団、新旧監督団、新旧監督団、新旧監督団、新旧 4 回生に聞く回生に聞く回生に聞く回生に聞く 
①①①① 今シーズンを振り返って一番よかった点。今シーズンを振り返って一番よかった点。今シーズンを振り返って一番よかった点。今シーズンを振り返って一番よかった点。 
②②②② 一番の課題と感じた点。一番の課題と感じた点。一番の課題と感じた点。一番の課題と感じた点。 
③③③③ 来シーズンの抱負・目標と、その達成のためにす来シーズンの抱負・目標と、その達成のためにす来シーズンの抱負・目標と、その達成のためにす来シーズンの抱負・目標と、その達成のためにす
べきこと。べきこと。べきこと。べきこと。 
    
湯谷博監督湯谷博監督湯谷博監督湯谷博監督 
①負け試合が続いた中で、全部員が緊張感を切らさ
ずに良く努力した。シーズン後半になると徐々に戦
力が整い、 後の定期戦では A、B チームとも快勝。
セットスクラムは東大戦でも勝利に貢献した。 
② 防御では、個々のタックルスキルと、粘り強く圧
力をかけ続けられる組織的な防御力が足りなかった。
攻撃では、BK の突破力とボール保持力が十分でなか
った。スキルを精度よく発揮する裏付けとなる走力
も、年間を通した持続的な強化が不十分だった。 
③ A リーグへの入れ替え戦出場を目指して、個人お
よびチームの強化に努める。そのためには基本スキ
ルをはじめとする様々なスキルの精度・威力の向上
に地道に取り組むとともに、基礎体力を科学的、計
画的に強化する。次世代を効果的に育成するため、B
チームはコルツ・ジュニアリーグに加盟して B リー
グレベルでの試合経験を積ませる。その前提として、
多数の部員確保が必要。新入生が入部しやすいよう
に練習の時間・場所を見直すことも考えている。 
竹森弘泰コーチ竹森弘泰コーチ竹森弘泰コーチ竹森弘泰コーチ 
① 九大、東大との定期戦で全勝できた。シーズン中
盤からメンバーが安定し、チームとしての戦い方が
定着してきたことが実を結んだ。 
② 後まで克服できなかったのはスタミナだ。後半
に力の差が顕著に現れ、接戦で競り負けるゲームが



多くあった。年間を通してスタミナ作りに取り組ま
なければならない。 
③ 少なくとも B リーグ上位に入るチーム作りを目
指す。そうでなければ、優勝や入れ替え戦進出とい
う目標に挑めない。そのために個人の能力を高める。
年間の強化計画を基に、3 回生までに私学の選手に負
けないフィットネスを作るプランを確立、徹底する。
チームの中での個人の役割やプレーに対するコーチ
ングを強化し、選手の責任能力を高める。 
下平憲義コーチ下平憲義コーチ下平憲義コーチ下平憲義コーチ 
① 春からけが人が多く、リーグ戦の終盤まではチー
ムのまとまりが見られず結果が出せなかった。しか
し、 後まで気持ちを切らさず、チームとして成長
を続け、次年度へ立派にバトンを渡してくれた。 
②スキル系の取り組みが中心になり過ぎて、フィッ
トネス系の取り組みがおろそかになった。練習中の
１つ１つのプレーに対する正確さと厳しさが足りず、
接戦の大事な場面で軽いプレーやミスをした。 
③ 入れ替え戦への進出が目標だ。B リーグ上位校に
勝つには、個人の能力（フィットネス・スキル）を
アップさせ、1 対 1 である程度勝負できる基礎を築き、
その上に全メンバーが戦術を十分に理解して、チー
ムが効率的で集中した動きをする必要がある。現役
と監督団がコミュニケーションを取りながら、1 日 1
日を大事に考えて練習プランを作り、実践する。 
 
▼▼▼▼4 回生回生回生回生 
主将主将主将主将    井口達也（井口達也（井口達也（井口達也（LO）））） 
① ハイパントが有効に使えるようになった。九大戦、
東大戦でチームが形になって終えることができた。 
② 防御。点を取られだすと止められないメンタルタ
フネスの欠如、修正力のなさ。それぞれがラグビー
部にいる理由が違い、まとまりづらい。 
③ 結果の出ないチームが 2 年続いたが、心機一転、
もっと上を目指してほしい。目標に対するこだわり
をもっとチームで共有する。 
副将副将副将副将    小堀充雄（小堀充雄（小堀充雄（小堀充雄（FB）））） 
① トライの取れるモール。4 回生のケガが少ない。 
② ケガが多く、個人の練習量が基本的に少ない。 
③ 練習や試合でキツくなった時に、頑張れるかどう
かは仲間次第だ。自分のために頑張るのは限界があ
る。でも、チームのためにと思える仲間がいれば、
その限界を超えていける気がする。お互い信頼し、
支え合えるチーム作りを目指してほしい。 
主務主務主務主務    酒井俊太郎（酒井俊太郎（酒井俊太郎（酒井俊太郎（FL）））） 
① モール。FB のキックカウンター。SH のタックル 
② WTB のキック処理。ライン DF。ラインアウト。
敵の変則的な動きに対応が遅い。春シーズン前半に
セットプレーを固められなかった。試合前日から試
合まで、緊張感がなさすぎる感じがした。それを 4
回生が注意できなかった。話し合いが少なかった。 
③ 1 年間にやれる事は少ない。特に秋から新しい事
をするのは難しい。春にできるだけチャレンジする。
けが人をちゃんと管理し、無理させない。 
岡本大和（岡本大和（岡本大和（岡本大和（WTB）））） 
① エリアマネジメントが上手くなった。場面に応じ

て「無理せず陣地をとる」「攻め続ける」と意識を統
一できた。練習の意図と目的を理解・共有できた。 
② BK の決定力に欠けた。敵陣まで行くもののＦＷ
のゴリ押しがメインで、小堀や天井の個人プレーで
しか点が取れなかった。天理大学のようにあらゆる
ところからトライが狙えないと強いチームにはなら
ない。下級生の意見やチームの課題を、主将や FW
リーダー以外の4回生は知らないことがよくあった。 
③ 練習時間は限られている。毎日の練習で「今日は
こんなプレーができるようになった」という結果と
目標を積み重ねて，1 回の練習を大切にしてほしい。 
風岡諒哉（風岡諒哉（風岡諒哉（風岡諒哉（PR）））） 
① 前年度より接点・地域・ボール支配の意識が向上
し、トライを取りにいく意図が明確になった。自分
たちが考えたものを中心に練習したので、練習から
ゲームへのイメージが向上した。 
② カウンターアタックが小堀ありき。ある程度の相
手には通用したが、強い相手には通用しなかった。3
回生の意見や不満をフィードバックできなかった。 
③ 「もっとこうしたほうがいいのでは」ということ
を積極的にチームメイトとぶつけ合ってほしい。 
中越邁（中越邁（中越邁（中越邁（HO）））） 
① FW のモールが得点源になった。 終的に FW の
セットが安定して攻撃の起点となり、BK のスピード
を生かすアタックができた。負けが続いても一人一
人が明るい雰囲気を作ろうとしていた。 
② 強豪校を止められる DF 力をつけられなかった。
春のフィットネス軽視が 後まで響いた。フルタイ
ムのコーチ不在で練習中に緩い空気が時々生まれた。 
③ 他人の甘さを許すな。そのために、まず自分の甘
さを許すな。 
森春樹（森春樹（森春樹（森春樹（No.8）））） 
① 1、2 回生が多く試合に出てどんどん成長した。リ
ーグ戦途中で天井（3 回生）が BK リーダーになり、
心配もしたがうまくはまってくれた。 
② ブレイクダウンでのボールの確保が悪すぎた。全
体練習後のアフター練を自分も含めて徹底できなか
った。練習中の雰囲気をもっと締まったものにでき
た。遅刻やジャージ返却忘れなど練習以外の部分が
甘かった。 
③ どんなに小さいことでも毎日の練習に目標を持
つ。絶対に A で出るという気持ちを持ってほしい。 
安井裕紀（安井裕紀（安井裕紀（安井裕紀（SH）））） 
① シーズン中盤からハイパントなどのキックを使
って幅広い攻撃ができた。BK はフォローの意識が高
まり、誰かが突破した後、捕まる前につなぐことが
できた。1 回生も上のレベルを経験できた。 
② FW と BK の連携がうまくいかなかった。防御で
FW がラインに入り、ギャップが生じて抜かれること
が何度もあった。試合で勝てず、イライラしている
者が多かった。怪我ですぐ練習を抜けてしまう。少
ない人数でいかに練習するかが課題だ。 
③ リーグ戦を意識して春から練習・試合をするべき。
このプレーはどのくらいの相手に通用するかなど。
あっという間に時が過ぎてしまうので、毎日その日
を振り返る時間を作るのがよい。 



山本洋介（山本洋介（山本洋介（山本洋介（LO）））） 
①同等の相手にプラン通りの手堅いラグビーができ
た。積極的に部員の意見を取り入れたので、練習へ
の不満がほとんど出なかった。今年の練習は楽しい
という意見を聞いた。 
② けが人が多く、実力のあるメンバーが試合に出ら
れず残念だった。強豪校相手にタックルで止めるこ
とができず、DF に課題が残った。 
③ 反省を活かして今年を上回るチームを作ってほ
しい。 
米今勇輝（米今勇輝（米今勇輝（米今勇輝（CTB）））） 
① ハイパントを積極的に使った。練習時間の管理。 
② 得点力。 
③ 頑張って下さい。 
加藤朋（加藤朋（加藤朋（加藤朋（MG）））） 
① 後輩マネージャーに仕事を覚えてもらえるよう、
上回生がついて後輩が動くシステムができた。 
② 現役マネージャーが 1 人辞め、かなり危機だっ
た。マネージャーは目に見える成果や評価が少なく、
苦しい事やつらい時、うまくいかない時に、目標や
成果を自身で見いだす必要がある。授業・実習で練
習に参加できないマネージャーもいる。部全体での
理解や支えが必要だが、意識が低いと感じる。 
③ 4 回生が抜けた後のマネージャーは 3 人となり、
今までの仕事の維持は大変難しくなる。マネージャ
ーの勧誘をより手厚くするのか、仕事のあり方を変
えていくのか、部全体で考えていってもらえたら。 
 
▼▼▼▼新新新新 4 回生回生回生回生 
新主将新主将新主将新主将    並川卓矢（並川卓矢（並川卓矢（並川卓矢（CTB）））） 
① キックで確実に陣地をとる戦略。厳しい上下関係
のない和気あいあいとした雰囲気。 
② FW と BK が別々に動いている。甘い雰囲気で怒
る人間がいない。 
③ FW と BK が一体となった攻撃、防御をするチー
ムを目指す。1 人 1 人が責任を持ち、練習では自分に
も周りにも厳しくお互いを高めあう。 
新副将新副将新副将新副将    天井洋平（天井洋平（天井洋平（天井洋平（SO）））） 
① シーズン終盤からハイパントの攻撃がはまった。 
② 戦術が決められておらず、意識の統一がなされな
かった。チームの方針をまず固め、全員が意識した
状態で試合中も考えながら動く必要がある。セット
プレーだけで、フィールドで役に立っていない選手
がいたのは変えていくべき。防御では、働いてない
人の負担が別の人にかかっていることを考えるべき。 
③ ランニングラグビーが好きなのでボールを動か
していきたい。 高学年がしっかり引っ張る。下の
学年にテーマやゴールを提示し、厳しい練習を妥協
せずにこなせるよう、厳しい態度を貫く。 
新副将新副将新副将新副将    高橋遼平（高橋遼平（高橋遼平（高橋遼平（PR）））） 
① チーム作りに工夫しようと努力していた。 
② コンタクト、特にタックルを怖がる面がある。普
段から、気持ちを鍛え、慣れるためにもフルコンタ
クト練習が必要。 
③京大ラグビーはかくあるべきといった育成のシス
テムをスクラムに関しては僕が作り残したい。気持

ちと肉体の両面を鍛える。 
新主務新主務新主務新主務    北村祐太（北村祐太（北村祐太（北村祐太（WTB）））） 
① モールでのトライやシーズン終盤のハイパント
の攻めがよかった。 
② コンタクトの弱さ。あまりに走らない選手もいた。
ゴールライン前で FW がゴリ押しするも結局取れず
じまい。基礎練習を全然していなかった。BK の防御。 
③ 今年うまくいった戦術は今後もうまく生かして
いく。FW 一辺倒になるのは、BK の展開力のなさも
一因。BK のパス、ランのスキル強化。基本的なコン
タクトの強化。4 回生が頼れる存在になる。もっとス
トイックな練習環境を 4 回生が作る。 
但馬晋二（但馬晋二（但馬晋二（但馬晋二（FL））））     
① 後半戦になるにつれハイパントなど有効なキッ
クが多くなった。 後の定期戦などは集中力のある
良い雰囲気で戦えた。 
② 攻撃が単調。アイデアを持った選手が少ない。練
習の雰囲気が甘く、試合でのミスや集中力がとぎれ
ることにつながった。 
③ ハイパントは継続して使いたい。キープレーヤー
が抜け、FW、BK ともに攻め手に欠くので、モール
や BK に FW を絡めた攻撃パターンなどを強化した
い。全員が個人・チームの目標を理解し、それに向
かって練習する。 
渡邉優介（渡邉優介（渡邉優介（渡邉優介（PR））））     
①ハイパントでの攻めがある程度できた。チーム

としては、後半どうにかまとまっていた。 
②FW と BK がばらばらで、15 人として力が出せ

ていない。上回生のいら立ちがチームに伝播した。
学生だけで練習管理などがすべてできると思うのは
間違いだとも思った。 

③15 人の力をフルに出せるようにする必要がある。
チーム全体の雰囲気をつくる上回生が盛り上げる。 
大井川英（大井川英（大井川英（大井川英（MG））））     
① 始まりが良くなかった。 
② 高学年が 高学年らしくいること。 
③ みんなが責任感を持つ。特に 4 回生は皆がキャプ
テンのつもりでチームを引っ張っていくべき。練習
メニューなどは分からないが、マネージャー一同、
できる限り協力したい。 
 

新チームの個人目標新チームの個人目標新チームの個人目標新チームの個人目標 
①①①① 来シーズンに向けて、個人的な課題は。来シーズンに向けて、個人的な課題は。来シーズンに向けて、個人的な課題は。来シーズンに向けて、個人的な課題は。 
②②②② 課題克服のために具体的に何に取り組むか。課題克服のために具体的に何に取り組むか。課題克服のために具体的に何に取り組むか。課題克服のために具体的に何に取り組むか。 
 
▼新▼新▼新▼新 4 回生回生回生回生 
並川卓矢並川卓矢並川卓矢並川卓矢    ①下半身強化 ②筋トレ、ランニング  
天井洋平天井洋平天井洋平天井洋平    ①キックの精度を上げる。フィットネス、
特に筋力を上げる ②筋トレを継続。キックをひた
すら蹴る。 
高橋遼平高橋遼平高橋遼平高橋遼平    ①ベスト 15 ②ポジションがおそらく変
わる事から、スタミナの向上と肉体改造 
北村祐太北村祐太北村祐太北村祐太    ①A で出るのが当たり前だと周りからも
自分でも思えるような力をつける ②ケガのケア。
基本的な技術の練習（タックル、オーバー、ランパ
ススキル、キック処理）。今までとは違い、かなり強



い責任感を持つ必要がある 
但馬晋二但馬晋二但馬晋二但馬晋二    ①肩の手術をするので、新入生や他の FW
プレーヤーを指導したい。リハビリ期間中に体を大
きくし、復帰時に昨年以上のプレーをできるように
する ②筋トレによる体づくり。ビデオを見てラグ
ビーの理解を深める 
渡邉優介渡邉優介渡邉優介渡邉優介    ①セットプレーのほかに自分の弱点をつ
ぶす ②もっと走ってタックルをうまくなる。 瞬
発力をつけたい 
大井大井大井大井川英川英川英川英    ①マネージャーが 3 人になるので、新人
マネージャーを少なくとも 3 人は入れたい ②他校
にビラ配りに行く。後輩と相談して対策を考える 
 
▼新▼新▼新▼新 3 回生回生回生回生 
稲垣貴彦（稲垣貴彦（稲垣貴彦（稲垣貴彦（LO））））①状況に応じたタックル。ヒットの
姿勢。ラグビー理解（主に攻撃の理解）。体重８５キ
ロ ②体重を増やすため朝食をしっかりとりたい。
練習後の弁当を続けたい。トライネイションズ等の
DVD を借りて毎日少しでも繰り返し見ている 
加藤佑介（加藤佑介（加藤佑介（加藤佑介（PR））））①ラグビーの理解を深める。責任を
果たす ②試合のビデオでの反省。常にコンディシ
ョンを整える。走る 
杉本康平（杉本康平（杉本康平（杉本康平（WTB））））①防御とキック ②防御は練習の
中で、キックは反復 
高矢和馬（高矢和馬（高矢和馬（高矢和馬（FB））））①チームの防御を引っ張れるような
存在になる(流れを変えるタックルやターンオーバ
ーをできるようにする) ②自信を持ってコンタク
トできる体格と瞬発力と精神力を身につける 
寺床俊樹（寺床俊樹（寺床俊樹（寺床俊樹（PR））））①体力、筋力を取り戻す。もっとラ
グビーを知る ②オフはランニングと筋トレを定期
的に行う。筋トレはシーズンインしても続ける。試
合のビデオを見直す。スクラムの技術などを先輩な
どから聞いて役立てる 
中桐洸太（中桐洸太（中桐洸太（中桐洸太（FL））））①怪我を治し、怪我しにくい体を作
る。来シーズンはまた FW としてプレーしようと考
えているが、今年 BK として積んできた経験を生か
したい。攻撃では、立って一歩でも前へ出る。自分
の関わった接点では必ずボールを出す。防御では、
BK に比べおろそかにされがちな、一人ひとりの責任
を強く持ってタックルを重ねたい ②体幹の強さ、
上半身の強さ、走力、持久力が必要。自分で状況判
断し、周りとコミュニケーションを取りながらプレ
ーする 
中村亮太（中村亮太（中村亮太（中村亮太（HO））））①B リーグで通用するスクラムを作
るためにフッカーとして FW をまとめる。フィール
ドプレーで存在感を出す ②3 回生としての自覚を
しっかり持つ。筋トレに励み 83 キロを切らずに走れ
る体を作る。スローイング、スクラムといった期待
されているプレーの質を落とさず、向上し続ける。
そのための個人練を怠らない 
森淳希（森淳希（森淳希（森淳希（LO））））①タックル、サイドアタックの向上。
大幅な体重アップ ②個人練習を継続し、本などを

参考に内容も改善していく 
森野寛史（森野寛史（森野寛史（森野寛史（FL））））①頭を使ってプレーする。体格の向
上 ②ビデオを繰り返し見てイメージを定着させる。
練習への集中力を去年より増し、毎回何かを学んで
帰る。春にどれだけ成長出来るかが勝負。筋トレを
して食事に気を遣う。次期３回生は食への意識が薄
いので、学年を巻き込んで食生活の改善に取り組む 
安田達也（安田達也（安田達也（安田達也（SO））））①体幹、足腰の強化。怪我をしない。
プレー経験を積む。3 回生の並川さんを越える ②地
道な練習の継続 
守田媛（守田媛（守田媛（守田媛（MG））））①グラウンド以外での仕事をもっとき
ちんと ②スケジュール管理を徹底する 
 
▼新▼新▼新▼新 2 回生回生回生回生 
鐙塚翔太（鐙塚翔太（鐙塚翔太（鐙塚翔太（SH））））①コンタクトレベルの向上。球さば
きのスピードを上げる ②先日母校の練習に参加し
て、基本が大事だと実感した。球離れを早くする。
誰よりも早くポイントに到着する。オフ期間中にプ
ラス 5 キロを目指す 
石井大（石井大（石井大（石井大（CTB））））①体を大きくする。ラグビーについ
て知る ②試合のビデオを見る 
市橋渓（市橋渓（市橋渓（市橋渓（SH））））①どんなポジションでもできるような
身体づくりやスキルアップをし、チームの中心プレ
ーヤーに成長する ②トレーニングをしっかりする。
食事をしっかりとる。個人練習を大切にする。 
永田良輔（永田良輔（永田良輔（永田良輔（FL））））①A での出場。フィットネスを落と
さずにパワーアップ ②ウエイトトレーニング 
藤田朗人（藤田朗人（藤田朗人（藤田朗人（LO））））①接点でもっとチームに貢献する。
低限のタックルスキルを身につける ②接点での

フルコンタクト練習を多くこなす。全体練習で足り
なかったらフリー練で補う 
真嶋雄二郎（真嶋雄二郎（真嶋雄二郎（真嶋雄二郎（PR））））①攻撃にも積極的に参加。今シー
ズンはあまり攻撃に参加できなかった ②スクラム
はエンゲージの出足とその後の姿勢(膝が伸びて腰
が浮く)に注意して改善。コーリングを意識してプレ
イする。攻撃はハーフからボールをもらうタイミン
グをつかみたい 
安井立（安井立（安井立（安井立（LO））））①引き続き体作り ②筋トレの回数を
増やす。食事の量やメニューを見直す。 
鈴木佳穂（鈴木佳穂（鈴木佳穂（鈴木佳穂（MG））））①マネージャーとしてチームで出来
ることを増やす ②テーピング・試合の準備等、先
輩から常に学び、身につける姿勢を忘れない 
 

お詫びとお願いお詫びとお願いお詫びとお願いお詫びとお願い 
 メーリングリストを通じ、会員各位に現役時代を
振り返って印象深い「練習」「言葉」「プレー」を寄
せていただきましたが、紙面の都合上、次号に回さ
せていただきます。今後、継続的に掲載していきた
いと考えていますので、どしどし奥村健一（平成２
年卒）のメール（okum8046@yomiuri.com）にお寄せ
ください。 

◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト http://www.kiurfc.com/ 
・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 北村祐太 携帯 080-3429-7215  
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「「「「現役へのメッセージ現役へのメッセージ現役へのメッセージ現役へのメッセージ」」」」 
サンゴリアス部長サンゴリアス部長サンゴリアス部長サンゴリアス部長    夏山真也夏山真也夏山真也夏山真也 

サンゴリアスは 9 年ぶり 4 回目の日本選手権を獲
得することができました。シーズン 後のゲームで、

高の結果でシーズンを終えることができました。
日本一のお酒はとてもおいしい！部関係者として優
勝までの過程で印象に残ったことをいくつか、クラ
ブ便りに報告させていただきます。 
  

年間を通じて取り組んだのはチームスタイル「ア
グレッシブ・アタッキング・ラグビー」の追求。日
本で も攻撃的なチームになるために実践した大き
な柱は次の 5 点です。 
① 試合中の走行距離を増やす。（分厚いフォローと
カバーディフェンス） 
② 個々のプレー強度を高める。（練習時間を増やす
のではなく、練習強度を高める。） 
③ 相手ディフェンスを崩すまで、攻撃（フェイズ）
を繰り返すだけのスタミナづくり。 
④ チーム規律、ディシプリンの確立。（当たり前の
ことを自分でする） 
⑤ コミ・ノミニケーション（チームの一体感とクラ
ブスピリッツを創り上げる） 
 

トップリーグと大学リーグの環境と競合状況の違
いはありますが、対戦するチームに対してどんなラ
グビーで臨み、どの点で相手を凌駕するのか、その
ためにどんな練習を積み重ねるのかというチャレン
ジは、サンゴリアスでも京大でも変わりはありませ
ん。原点はシンプルなはずです。新しいシーズンは
既に始まっています。サンゴリアスも日本選手権の
翌日から個人トレーニングを開始しました。昨年平
均 10kg 体重を絞ったプロップは、このオフの 2 ヶ月
で、絞った体脂肪率はそのままで 2kg の体重増加と
筋力基礎強化（Pump Up）を目指して個人練習を行
っています。現役の皆さんも目標は高く、厳しいト
レーニングに挑んで下さい。 
 
京大ラグビー部の新チームの活躍を心から祈念し

ています。 
S54 卒 夏山真也 

 
「「「「記憶に残る練習、言葉、プレー記憶に残る練習、言葉、プレー記憶に残る練習、言葉、プレー記憶に残る練習、言葉、プレー」」」」 

①①①①    現役時代、印象に残っている「練習」現役時代、印象に残っている「練習」現役時代、印象に残っている「練習」現役時代、印象に残っている「練習」 
S54 卒卒卒卒    白石良白石良白石良白石良多多多多 
「三角ダッシュ」 

S52 年シーズン吉田キャプテン、新任の福田ヘッ
ドコーチ(S39)の春、「鍛練期」と称して徹底的にス
タミナをつけようという方針の中で採用された練習。
当時は「ランパス」をどのチームでもやっていたが、
ポジション別などでチームを作ると足の い人が楽
になるという問題があった。また、横に並んでパス
を往復させるので、パスを受けてスピードを上げる
頻度が多い内側の人が負担が多い。 

そこで、タイム順に 3 人ずつチームを作り、パス
をしたら必ず外にフォローする形で次のパスを受け
るように、ショートパスを繰り返しながらゴールか

らゴールをダッシュする練習があった。 
「インターバル走」 

S52 年頃、夏合宿を新日鉄釜石で行ったが、釜石
のチームが 200m のインターバル走をしていたので、
一緒に走った。それを宇治に帰ってからも続けてい
た。陸上の選手がやっているように、2 名ずつ目標タ
イムを各自決めて（30~35 秒）、インターバルは一定
にして 200ｍ走を決められた本数繰り返す。これはや
ってみるとかなりきつく、また根性だけの走るラン
パスより、各自に合った負荷になり合理的なトレー
ニングだったと思う。 
 
S54 卒卒卒卒    石井暁石井暁石井暁石井暁 
「AB 戦」 

毎週木曜日の A、B の試合形式での練習は、真剣
勝負だった。B チームにとっては対面をつぶせば自
分が試合に出られるということで、鬼気迫るものが
あった。今はそんな練習をしているのかどうかわか
らないが、A と B が拮抗しているときの方が、チー
ムとしては確実に強かったように思う。それと、三
角ダッシュは本当にきつかった。 
 
S55 卒卒卒卒    真継真継真継真継伸男伸男伸男伸男 
「がちんこ練習」 

2年、3年のころは木曜日のABマッチ以外にも FW
は、AB でスクラムからのサイドアタックに対するデ
ィフェンスの攻防を、「がちんこ」で繰り返してい
た。出血もよくあったし、下名も常に膝と肘にはサ
ポーターをして練習に臨んでいた。AB マッチでは、
頭蓋骨陥没のような怪我もあった。 
 がちんこ練習で「技術」が飛躍的に向上すること
はないと思うが、部内での「ポジション争い」とい
うか、よい意味での競争意識と激しさが熟成された
と思う。 
「外の強い相手とスクラム練習」 

三菱自工京都、京都市役所、ユニチカ等に行って、
社会人にあわせて夜遅くスクラム組むこともしばし
ばあった。同志社の V3 時代、立命館の B⇒A 昇進し
た勢いの時期は、三菱自工京都によくスクラム組み
に遠征にきた。吉田監督の時は、京大も三菱自工京
都にスクラム練習に結構来ていた。今は、京都の社
会人は弱体化したし、同志社、立命は遠いし、なか
なか「遠征」できないと思うが、B リーグの学生チ
ームでも、練習試合した時に、試合後にスクラム練
習するのはどうか。 
 
H2 卒卒卒卒    柴野恭範柴野恭範柴野恭範柴野恭範 
「ラインアウトのリフティング」 

89 年度春からシーズン終了までの年、三好監督体
制になり、フランスのリフティングを取り入れた。
当時は国内では反則とされていたので、非常に画期
的かつ先見の明のある試みだった。練習の成果で、
ラインアウトの確保率が格段に上がった。レフリー
に反則を取られたことはほとんどない。 
 
H15 卒卒卒卒    横山修一郎横山修一郎横山修一郎横山修一郎 
「スクリューパスの練習」 

市口さんの当時の考えを一番反映している練習だ



った。大学から始めようとしている素人にいきなり
スクリューパスから教えて、しまいにはグランドの
中央からライン際までスクリューパスで届かせると
いう練習もやっていた。練習の名前は特になかった
かと思う。そのような外に展開という意識が試合で
フォワードバックス一体となったワイドラインによ
る攻撃につながっていったと思う。 
 
②②②②    現役時代、印象に残っている「言葉」現役時代、印象に残っている「言葉」現役時代、印象に残っている「言葉」現役時代、印象に残っている「言葉」 
S60 卒卒卒卒    鈴木浩之鈴木浩之鈴木浩之鈴木浩之 
「ラグビー10 則」 
1. Rugger Man is a Gentleman  （心 構） 
2. Always on Move   （グランド） 
3. Always on the Ball  （試 合） 
4. With Anticipation  （プレイ） 
5. Without Hesitation  （プレイ） 
6. 極 意 〈無〉  （プレイ） 
7. 要点への戦力集中  （戦 術） 
8. Attack is the Best Form of Defense （戦 術） 
9. Tackle is the Best Form of Attack （戦 術） 
10. Better Side Won  （反 省） 

“球心身の一致” 
1973－6 岩前 博 

 
戦前にジャパンのハーフとして活躍され、戦後、

KIU の監督もされた岩前さんの言葉。名刺大のカー
ドになっていて、４回生の合宿の時にある OB の方
からいただいた。 
 昭和 59 年のシーズンは、前年に A から B に落ち
て初めて B リーグで戦うことになり、A リーグ復帰
をめざして、OB のみなさんも沢山グランドに来られ
て力が入っていた。 
 
S56 卒卒卒卒    願野行弘願野行弘願野行弘願野行弘 
「吉田を潰したら 1 軍や」 
 大学 1 年の釜石での合宿で 4 年生の森岡さんに言
われた。当時、私は 1.5 軍で楽勝な「成城」「防衛」
「立命」との定期戦には１軍で出ていた。合宿で捻
挫し、午後の練習を休んだら森岡さんから「お前は
吉田を潰したら 1 軍や」と言われた。当時は秋シー
ズンに入ると木曜日に 1 軍対 2 軍の練習試合をして、
その週のリーグ戦に出るメンバーを決めていた。練
習試合では吉田さん（キャプテン）をいつも潰して
やろうと思っていたが、リーグ戦には出れなかった。
当時の 1 軍のメンバーからは「リーグ戦より木曜の
練習試合の方が恐ろしい」と言われていた。 
 
H1 卒卒卒卒    山形山形山形山形幸嗣幸嗣幸嗣幸嗣 
「頑張ってもしゃあないねん。上手くならんと意味
ないねん。」 

某 OB 氏が発せられた呟き。言葉の主は記憶不確
かだが、S62 の大藤氏であったかと思う。宇治 G で
の試合の際、OB として観戦に来られていたときに発
せられた言葉であったと思う。 

「頑張れ」というのは非常に便利な言葉。私もそ
れまで、下級生や仲間を叱咤激励する際は、事ある
毎に「頑張れ！」と叫んでいた。でも、OB 氏の仰有
るとおりで、意味もなく「頑張る」というのは根性
論中心かつ自己満足以外の何ものでもなく、目的意
識をはっきり持って練習に取組む、あるいは取組ま
せることが重要なんだと、当時の私の脳裏に深く刻

み込まれた。以降、私は「頑張れ！」という言葉を
封印した。「頑張れ」の代わりに、「元気出して行
こう！」や「気合い入れて行こう！」を多用した記
憶がある。 
 「頑張れ」を封印してから、それまで持久力 低
クラスだった私自身のスタミナが飛躍的に向上した。
「自覚」の面で効果大だった。例えば、夏合宿練習
G までのランニング、3 年生まではビリ 3 ぐらいだっ
たのが、4 年生のときは必ずベスト 5 前後だった。 
 
H2 卒卒卒卒    柴野恭範柴野恭範柴野恭範柴野恭範 
「練習は悲観的（stoic）に、試合は楽観的（optimistic)
に」 

89 年度溝口主将の言葉。当時は C リーグまで落ち
たこともあって、試合中に流れが悪くなると、弱気
というか悪いイメージが選手の間に蔓延するような
ムードがあった。春に彼が主将になってから、彼は
楽観的な性格もあって、この言葉を口走るようにな
る。すると、練習で精神的にも戦術の追求において
もストイックになることはもちろんのことだが、試
合中に「まあ、なんとかなるやろ」と吹っ切って考
えることが出来るようになった。 
 成果は入れ替え戦での大産大戦。戦況が膠着し、
しかも反則が多くて乗り切れない中、ラインアウト
で 1 番に並んでいた私がナット 5 メーターをとられ
まくった。「いつかは逆転できる」と思いながら黙々
と走り続け、 後に逆転トライを取り（麻植君だっ
たように記憶するが）、B に上がることが出来た。 
練習でイメージトレーニングと言うほどのことをし
ていたわけではないが、溝口主将はじめ、三好監督、
夏山コーチ、小田コーチなど optimist が多かったおか
げで、部員みんなが常に前向きな雰囲気になれたこ
とで、うまくセルフコントロールにつながったのだ
と思う。 
 
③③③③    現役時代、印象に残っている「プレー」現役時代、印象に残っている「プレー」現役時代、印象に残っている「プレー」現役時代、印象に残っている「プレー」 
S52 卒卒卒卒    林伸治林伸治林伸治林伸治 

1975 年（昭和 50 年）11 月 16 日、花園ラグビー場
で行われた天理大学とのリーグ戦でのタックルは、
私にとって、生涯、忘れることができないプレーに
なった。 
 3 回生の私は、フランカー（6 番）で出場した。当
時の京大は、2 年連続全国大会に出場した主力メンバ
ーが卒業したために、リーグ戦では苦戦を強いられ
ていた。対する天理大学は、天理高校で全国大会優
勝を経験した主力メンバーが 4 回生になり、関西 A
リーグでの優勝を目指していた。試合では、実力差
はいかんともし難く、天理大学が、着実に得点を重
ねる状況になっていた。このような状況で、天理大
学ボールのラインアウトになった。この試合で、私
は、ラインアウトでバックスラインに加わってディ
フェンスすることになっていた。ラインアウトのボ
ールを確保した天理大学は、バックスに展開し、ラ
イン参加したフルバックにボールを回した。フルバ
ックをマークしていた私は、パスを受けたフルバッ
クに対して、躊躇することなく飛び込んだ。その瞬
間、相手選手は、パスすることもできずに倒れた。
試合は天理大学の圧勝に終ったが、なぜか、そのタ
ックルは、強く印象に残った。週明けの火曜日に宇
治のグランドに練習に行くと、先輩から、私がタッ
クルしている写真が毎日新聞に掲載されていること



を教えてもらった。まさか、大敗した試合に自分の
プレーしている写真が掲載されているとは思いもよ
らず、おそらくは、相手チームの選手がトライする
瞬間の片隅に自分が映っている程度の写真と思って
いた。次の日、京大ラグビー部に関する記事のスク
ラップブックを作成してくれていた大学近くの喫茶
店で、その写真を確認した。写真の説明では、タッ
クルをしている選手名は間違っていたが、まさしく、
私が相手選手にタックルしている瞬間の写真だった。
私は、自分のプレーしている写真が新聞に掲載され
たこと、しかも、その写真が、自分としても印象に
残った会心のタックルであることに感激し、密かに
喜んだ次第。週末に、当時ヘッドコーチをしておら
れた岩前さんに、「あの写真のタックルしているの
は君かね」と尋ねられ、「せっかくいいタックルを
したのに、試合に負けて残念だったね」と、一言声
をかけていただいた。そのときは、少しは褒められ
たのかなと思った程度だった。 
 このようなことがあって、そのタックルは自分自
身にとって忘れることができない思い出のプレーと
なった。しかし、そのタックルは、それだけではな
かった。歳月は流れ、岩前さんが亡くなられて数年
が経過した頃に、4 年後輩の清野君から、思いがけな
いことを教えてもらった。それは、監督をしておら
れた岩前さんが、私のタックルの写真を見せて現役
を指導しておられたということ。自分がタックルし
ている写真と聞いて、新聞に掲載されたあの写真を
思い出した。しかし、岩前さんからは、写真のタッ
クルに関して一言だけ声を掛けられただけだったの
で、まさかその写真が後輩たちの手本になっていた
とは夢にも思わなかった。現役のころ、岩前さんが
ボールをキャッチするために横っ飛びにダイビング
した野球選手の写真を見せられて「これがタックル
の極意である」と指導されていたことを思い出した。
私のタックルの写真では、相手選手のほぼ正面から
撮影されていたが、確か両手が相手選手の腰のあた
りをパックしており、両足も地面から離れた状態に
なっていたと記憶している。おそらくは、相手の選
手に対して躊躇することなく飛び込むことにより、
手の先から爪先までが伸びた状態になっていたと思
われ、そのような体勢になっていることを、岩前さ
んは「いいタックル」と言われたのだと思う。 
 この話を聞いて、自分自身の思い出の一つにすぎ
なかったあのタックルは、ラグビー選手としての「誇
り」となり、まさしく生涯忘れることができないプ
レーになった。しかしながら、嘆かわしいことに、
そのタックルの写真は自分の手元にはない。まこと
に残念。 
 
S56 卒卒卒卒    願野行弘願野行弘願野行弘願野行弘 
大学 2 年の同志社戦で林敏之に 1 発のタックルで倒

された。私は足腰が強く、タックルを受けても中々
倒れなかった。ラインアウトからのピールオフで「抜
けた！スタンドオフに当たってやろう」と思った瞬

間、林のタックルを受け、3m ほどぶっ飛ばされた。
私の長いラグビー人生の中で１発のタックルで後ろ
に倒されたのは、これだけ。 
 
H2 卒卒卒卒    柴野恭範柴野恭範柴野恭範柴野恭範 

89 年度 同志社大学定期戦 後のスクラム。こ
の年度は、小田コーチの方針で、フッカーが左右の
肩をオーバーで組むことになった。1 番も 3 番もアン
ダーで肩を入れるわけだが、これも５カ国対抗の研
究によると記憶している。これによってバインドが
格段に強くなり、プッシュした時にくさび形になっ
て相手に突き刺さり、うまくいくと相手スクラムを
割ることができた。 
同志社戦では、序盤でスクラムトライをとることが
でき、かなり優位に試合を進めることが出来た。し
かし、ここから同志社が怒った。すべてのスクラム
をがむしゃらに押し、揺さぶり、回してくる。疲弊
が大きなものになっていった。そして、あとワント
ライで逆転できるところまできたロスタイム。相手
22m の少し手前でスクラム。同志社戦の金星目前、
大チャンスだったが…。結局、スクラムが潰れ、そ
のままノーサイドの笛。相手のコラプシングかこち
らの力不足か、やはり結果から見れば後者であろう。
以後数年、自分が情けないやら、みんなに申し訳な
いやら。痛恨の一事である。 
 

 
 

春シーズン春シーズン春シーズン春シーズン試合予定試合予定試合予定試合予定 
 
4/3 大阪府立大学（練習試合） 宇治Ｇ 
4/9 新歓イベント 
4/10 神戸大学医学部（練習試合） 宇治Ｇ 
4/16 関西学院大学（定期戦） 宇治Ｇ 
4/29 新歓合宿 
4/30 京都工繊大（新歓試合） 宇治 G 
 
5/4 大阪工業大学（練習試合） 宇治 G 
5/8 帝塚山大学（練習試合） 宇治Ｇ 
5/28 立命館大学（定期戦） 宇治Ｇ 
 
6/4 慶應大学（定期戦） 日吉 G 
6/5 防衛大学（定期戦） 横須賀 G 
 
 

 

◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト http://www.kiurfc.com/ 
・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 北村 祐太 080-3429-7215 

今回、メッセージを下さった皆様にこの場
を借りてお礼申し上げます。これからも随時、
掲載しますので、奥村健一（H2 卒）のメール
（okum8046@yomiuri.com）まで、どしどし投
稿ください。 
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平成 23 年度 第 2 号  8 月 17 日発行 
 
春シーズンの総括と合宿での重点課題春シーズンの総括と合宿での重点課題春シーズンの総括と合宿での重点課題春シーズンの総括と合宿での重点課題 

主将主将主将主将    並川並川並川並川    卓矢卓矢卓矢卓矢 
 春シーズンは開始から走力アップに取り組み、まず

スタミナで優位に立とうという方針だったが、なかな

か直接結果に結びつかず、途中から疑心暗鬼になって

しまっていたと思う。また、怪我人も多く、試合をす

るのがやっとという状態が続いたことも苦しかった。

そんな中ではあるが、今年は新歓リーダーを中心とし

てメンバー集めに力を入れ、たくさんの有望新人を獲

得できたことは本当に良かった。 
苦しかった春シーズンを終え、8 月からまた新たな気

持ちで合宿の予備練習に取り組んできた。春動けなか

ったメンバーも戻ってきて、ようやくチームとして形

になりつつあると思う。ただ、実践経験が足りていな

いので、合宿ではチームとしての試合勘を取り戻し、

勝ち癖をつけたい。リーグ戦までもう一カ月ほどしか

残されていないので、春の遅れを取り戻すべく、実り

ある合宿にしたいと思う。 
 
平成平成平成平成 23 年度新入生一覧年度新入生一覧年度新入生一覧年度新入生一覧 

 本年度は選手 13 名、MG 2 名の新人が入部いたしま
した。 
 
① 氏名／② 出身校／③ ポジション／④ 学部／⑤ 
身長／⑥ 体重／⑦ 経験スポーツ 
 
① 赤塚 駿一（あかつか しゅんいち）／② 北野高校
／③ WTB／④ 理学部／⑤ 167 cm／⑥ 63 kg／⑦ 
ラグビー、陸上 
 
① 井上悠太（いのうえ ゆうた）／② 埼玉県立浦和高
校／③ CTB、WTB／④ 工学部物理工学科／⑤ 170 
cm／⑥ 65 kg／⑦ 水泳、陸上 
 
① 飼沼 徹（かいぬま とおる）／② 一宮高校／③ SH
／④ 工学部電気電子工学科／⑤ 162 cm／⑥ 55 kg／
⑦ テニス、ラグビー 
 
① 片山 裕太（かたやま ゆうた）／② 洛南高校／③ 
PR／④ 理学部／⑤ 170 cm／⑥ 90 kg／⑦ 柔道 
 
① 木村 博紀（きむら ひろき）／② 開明高校／③ SO、
WTB／④ 文学部／⑤ 176 cm／⑥ 67 kg／⑦ ラグビ
ー 
 
① 田中 岳（たなか がく）／② 茨木高校／③ FB／④ 
文学部／⑤ 177 cm／⑥ 74 kg／⑦ ラグビー 
 
① 中島 徹哉（なかじま てつや）／② 前橋高校／③ 
CTB／④ 総合人間学部／⑤ 170 cm／⑥ 67 kg／⑦ 
野球、ラグビー 
 
① 中山 希昴（なかやま きこう）／② 大阪星光学院
高校／③ No. 8／④ 工学部物理工学科／⑤ 182 cm／
⑥ 78 kg／⑦ 水泳、陸上 
 

① 西澤 亮（にしざわ りょう）／② 生野高校／③ FB、
SO、SH／④ 工学部工業化学科／⑤ 172 cm／⑥ 60 
kg／⑦ ラグビー、バスケットボール、水泳 
 
① 丹羽 滉生（にわ ひろき）／② 桐蔭学園中等教育
学校／③ PR／④ 工学部物理工学科／⑤ 178 cm／⑥ 
82 kg／⑦ ラグビー 
 
① 濱岡 弘晃（はまおか ひろあき）／② 茨木高校／
③ WTB／④ 総合人間部／⑤ 173 cm／⑥ 60 kg／⑦ 
ラグビー、陸上 
 
① 三島 康二（みしま こうじ）／② 茨木高校／③ 
CTB／④ 工学部地球工学科／⑤ 168 cm／⑥ 65 kg／
⑦ ラグビー 
 
① 宮内 大輔（みやうち だいすけ）／② 大手前高校
／③ WTB／④ 経済学部／⑤ 172 cm／⑥ 66 kg／⑦ 
ラグビー、サッカー 
 
① 池田 愛（いけだ めぐ）／② 芦屋国際高校／③ MG
／④ 同志社女子大学 表象文化学部 
 
① 庄司 佳奈（しょうじ かな）／② プール学院高校
／③ MG／④ 京都ノートルダム女子大学 英語英文科
学科 
 
夏合宿試合予夏合宿試合予夏合宿試合予夏合宿試合予定定定定 

16（火） ＜14～15 時ころ到着予定＞ 
 （午後）練習 
17（水） （午前）練習 
 （午後）16 時 ★成城大戦★ 
 【定期戦＠サニアパーク】 
18（木） （午前）北大戦（AB 2 試合） 
 （午後）練習 
19（金） （午前）東北大戦（A） 
 （午後）東京理科大戦（AB 2 試合） 
20（土） （午前）練習 
 （午後）★OB 戦★ 
21（日） （午前）早稲田大戦（A） 
 （午後）一橋大戦（AB 2 試合） 
 
台湾大学との試合のお知らせ台湾大学との試合のお知らせ台湾大学との試合のお知らせ台湾大学との試合のお知らせ 
合宿明けの8/27（土）、「台湾大学」との国際親善試

合を宇治Gで行います。先方の日本遠征に際し、オファ
ーがあったものです。秋シーズンに向けて合宿の成果
を試す絶好の機会です。在阪OBを中心に多数の応援参
加を重ねてお願いします。 
 
8/27（土）台湾大学戦 15:00 K.O. 宇治G 
 
春シーズン試合結果春シーズン試合結果春シーズン試合結果春シーズン試合結果 

4/3（日）京都大（日）京都大（日）京都大（日）京都大 24－－－－5 大阪府立大（宇治Ｇ）大阪府立大（宇治Ｇ）大阪府立大（宇治Ｇ）大阪府立大（宇治Ｇ） 
湯谷湯谷湯谷湯谷 博博博博  監督監督監督監督 
３月にしっかり走り込んだ成果で、後半にもスタミ

ナと集中力が切れずに攻撃をよく継続でき、勝つこと



ができた。ラックに入る選手はボールに覆い被さるの

でなく、強くドライブしてボールを押し残すよう心が

けてほしい。攻撃の起点を前進させることにより、防

御の出足を押さえスペースを生み出せる。タックルを

受けた時の体とボールのコントロールも、まだまだ改

善が必要と思う。防御では、全般にタックルは良かっ

たが防御の圧力が不足していた。密集サイドやライン

からもっと鋭く前に出て、ボールを奪いに行ってほし

い。 
並川並川並川並川 卓矢卓矢卓矢卓矢 （（（（4 回生回生回生回生 茨木）茨木）茨木）茨木）CTB    ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
立ち上がりは、相手のフィールドを広く使った攻撃

とボールへの絡みに対応しきれず、苦しい展開となっ

たが、徐々に自分たちのペースを取り戻し、後半は 3
月の走り込みの成果が出て、走り勝つことができた。

３月の練習でフィットネスの土台はある程度出来たと

思う。ただ、場面場面では課題も多く出たので来週の

試合に向けて修正したい。 
天井天井天井天井 洋平（洋平（洋平（洋平（4 回生回生回生回生 新潟）新潟）新潟）新潟）SO    バックスリーダーバックスリーダーバックスリーダーバックスリーダー 
戦術やひとつひとつのプレーにはまだ雑な部分もあ

り課題であるが、3 月でポイントとした運動量をこの試

合で確かめられたと思う。これからも一試合走り続け

るスタミナとメンタルを上げていきたいと思う。 
市橋市橋市橋市橋 渓（渓（渓（渓（2 回生回生回生回生 北野）北野）北野）北野）CTB 
今日は今年度初の試合でチームも熱い気持ちで臨め

ました。内容は初め相手ＳＯのキックからずっと自陣

に釘付けで粘り切れずトライを取られたがその後は相

手のプレッシャーにも負けず走りつづけることができ

て前半のうちに追いつき後半は逆転できてよかったで

す。これまで１ヶ月間練習は走りまくりその成果がき

っちり出たかと思います。なによりしんどさに勝つ精

神力が身についたかと思います。チームとしては完成

度は低くシステムもばらばらにはなっていましたがそ

れはこれからでも全然できるしそれをするだけの土台

はできてきたかと思います。これからしっかりキャプ

テンを支えて目標へ向かっていきたいです。とにかく

今日は勝ててよかったです。 
加藤加藤加藤加藤 佑介佑介佑介佑介（（（（3 回生回生回生回生 六六六六甲甲甲甲））））Pro 
今シーズン初の実戦ということで、様々な課題が見

つかりました。個人的には、ポイントの判断や接点の

強さが課題となったので、これからの練習で改善して

いきたいと思います。 
森森森森    淳希淳希淳希淳希（（（（3 回生回生回生回生 長田）長田）長田）長田）Lo 
各所で練習の成果を感じられる試合でしたが、一方

でまだまだ足りない部分が多いと感じました。練習で

やっていることを信じ、よりレベルの高い練習ができ

るように努力したいと思います。 
永田永田永田永田 良輔良輔良輔良輔（（（（2 回生回生回生回生 茨木茨木茨木茨木））））FL 
今日の試合は並川組の初陣であり、また 3 月の練習

の成果を試すとても大切な試合だったと思います。「勝

利した」そして「ある程度走れた」という点は良かっ

たと感じています。しかし接点での激しさや DF の出足

など、課題も多かったように思います。これからの練

習で改善していきたいです。 
 
4/10（日）京都大（日）京都大（日）京都大（日）京都大 34 －－－－7 神戸大医学部（宇治Ｇ）神戸大医学部（宇治Ｇ）神戸大医学部（宇治Ｇ）神戸大医学部（宇治Ｇ） 
湯谷湯谷湯谷湯谷 博博博博  監督監督監督監督 

ディフェンスでは、先週よりも積極的に前に出て圧

力をかけていたところが良く、時にはチャンスも生ま

れていた。ブレイクダウンを支配するには、FW がユニ

ットとしてもっと く集まり、低い姿勢で激しく押し

込む必要がある。ライン攻撃では、長いパスでチャン

ネル３からの突破が数回成功したものの、他のチャン

ネルでは縦横の動きのスピード不足。FW、BK ともハ

ンドリングミスが多くて攻撃が続かなかったが、一層

の精度向上を望みたい。 
 
4/16（土）定期戦（土）定期戦（土）定期戦（土）定期戦    京都大学京都大学京都大学京都大学 0－－－－156 関西学院大関西学院大関西学院大関西学院大 （宇（宇（宇（宇

治Ｇ）治Ｇ）治Ｇ）治Ｇ） 
湯谷博監督湯谷博監督湯谷博監督湯谷博監督 
接点では常に倒れずドライブ、 くボールを出して

ミスをしない、といった我々が目指してきた攻撃の基

本を、関学はＡリーグレベルで披露してくれた。苦い

体験の中でも、こうすれば点が取れるという理屈を理

解できたのではないか。 
並川卓矢並川卓矢並川卓矢並川卓矢（（（（4 回生回生回生回生 茨木茨木茨木茨木））））CTB    ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
全てにおいて数段上のレベルの相手で、内容的にも

結果的にも大敗してしまった。情けない気持ちでいっ

ぱいだが、今日の試合の経験を糧に１から出直して、

個人的にもチームとしても成長しなければならないと

思う。この負けをこれからに繋げたい。 
永田良輔永田良輔永田良輔永田良輔（（（（2 回生回生回生回生 茨木茨木茨木茨木））））FL 
関西トップクラスのチームとの試合で、結果は厳し

いものだが、学べた事も沢山あった。プレー１つ１つ

の精度や質の差が積み重なり、点差になった。 
高矢和馬高矢和馬高矢和馬高矢和馬（（（（2 回生回生回生回生 府立桃山府立桃山府立桃山府立桃山））））FB 
 自分なりに強豪選手のコンタクトプレーを肌で感じ

られた。基本プレーの質を高め、強いチームになりた

い。 
 
5/4（水）京都大（水）京都大（水）京都大（水）京都大 29－－－－38 大阪工大（宇治大阪工大（宇治大阪工大（宇治大阪工大（宇治 G）））） 
湯谷湯谷湯谷湯谷 博博博博  監督監督監督監督 
接点へのサポートの い寄りとドライブが重点目標

だったが、最初は良かったものの次第に FW の運動量

が落ちてブレイクダウンへの集まりが遅れ、ボールを

生かし続けられなかった。防御では、全般に相手を掴

むだけのタックルが多くてボールを奪えず、ますます

劣勢になり体力を消耗させる結果となった。個人の走

力を生かした得点や優れたタックルも散見されたので、

ブレイクダウンへの集まり、セット等からの球出し、

タックルスキルが少し良くなれば、ゲームの流れは大

きく変わると思われる。 
 
5/8（日）京都大（日）京都大（日）京都大（日）京都大 12－－－－27 帝塚山大（宇治帝塚山大（宇治帝塚山大（宇治帝塚山大（宇治 G）））） 
湯谷湯谷湯谷湯谷 博博博博  監督監督監督監督 
先週の反省から、ディフェンスで強く圧力をかけるこ

と、接点へ く集まってドライブすることをテーマに

したが、前半はハードタックルからのターンオーバー

も見られ、攻撃でもしばしばセットから良い形で攻撃

を継続できた。残念ながら後半はディフェンスの圧力

が弱くなり、接点で倒れることが多くてボールの確保

が雑になり、ボールを支配できなかった。これまでに

引き続き、走力、タックル、サポートと接点の強化に



努め、 いテンポでゲームができるようになって欲し

い。 
 
5/28（土）定期戦（土）定期戦（土）定期戦（土）定期戦  京都大京都大京都大京都大 29－－－－84 立命大（宇治Ｇ）立命大（宇治Ｇ）立命大（宇治Ｇ）立命大（宇治Ｇ） 
湯谷博湯谷博湯谷博湯谷博 監督監督監督監督 
 スクラムとモールが押され、ブレイクダウンでボー

ルを競り負け、前半の後半からは一方的な展開になっ

た。接点での基本スキルと強さ、走力が不足していた。

数少ないマイボールを生かして得点を取れたところは、

進歩が見られた。多くのタックルでは体格の良い相手

にバインドが弱くて外されていたが、しっかり当たっ

て腕で強くバインドすることが大切。 
並川卓矢 (4 回生 茨木)  CTB ゲームキャプテン 
 ディフェンス主体の試合となったが、やはり一人一人

が食い込まれる場面が多く、依然としてタックルに入

るタイミング、強さが課題となった。雨の中でお互い

ミスが多かったが、思い切ったプレーでトライをとれ

たのは良かった。来週も強い相手だがディフェンスを

この一週間で修正して臨みたい。 
杉本康平杉本康平杉本康平杉本康平（（（（3 回生回生回生回生 金沢泉丘金沢泉丘金沢泉丘金沢泉丘））））WTB 
今回のチームのテーマはライン DF だったが、今年で

いちばんコミュニケーションの取れた試合になったと

思う。後半のマイボールが続いた時間にたたみかける

ことができれば尚更良かった。個人的にはタックルの

バインドを外されまくった。 
    
6/4（土）定期戦（土）定期戦（土）定期戦（土）定期戦  京都大京都大京都大京都大 14－－－－71 慶應義塾大（慶應日慶應義塾大（慶應日慶應義塾大（慶應日慶應義塾大（慶應日

吉Ｇ）吉Ｇ）吉Ｇ）吉Ｇ） 
湯谷博監督湯谷博監督湯谷博監督湯谷博監督 
前半はディフェンスの圧力が良く効き、相手ミスを

誘ってこぼれ球を奪ったトライも生まれた。スクラム

がひどく押されて攻撃の機会が少なかったが、これま

でより試合運びが くなり、FB の突破などにより何回

かは得点機を作ることができた。後半はポイントへの

集散が遅れて防御が乱れ、FB の負傷退場もあって攻撃

にも精彩を欠いた。80 分間持続できる走力アップ、防

御ラインの内側を先ず固めること、スクラムの強化が

当面の課題。 
並川卓並川卓並川卓並川卓矢矢矢矢（（（（4 回生回生回生回生 茨木茨木茨木茨木））））CTB    ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
前半はディフェンスで前に出ることができ、相手にペ

ースを掴ませなかったが、後半になって内からの押し

上げとコミュニケーションが不足し、点差が開いた。

フィットネス不足はもちろんだが、80 分間集中力を切

らさずにプレーするという部分も足りていない。練習

からテンポを上げて克服したいと思う。 
 
6/5（日）定期戦（日）定期戦（日）定期戦（日）定期戦 京都大京都大京都大京都大 0－－－－51 防衛大（防衛Ｇ）防衛大（防衛Ｇ）防衛大（防衛Ｇ）防衛大（防衛Ｇ） 
湯谷博監督湯谷博監督湯谷博監督湯谷博監督 
慶応戦で散々だったスクラムは改善されたものの、

ブレイクダウンで当たり負けて次第に劣勢になった。

そのため球出しが乱れたこともあるが、後半の BK 攻撃

ではハンドリングミスを繰り返した。失点の多くは防

御のミスよりも BK 攻撃のミスから逆襲されたもの。後

半風上からのキックも精彩を欠き、攻撃のテンポも上

がらなかった。BK 攻撃の練習では、防御の厳しい圧力

をイメージながら修正してほしい。 
下平憲義コーチ下平憲義コーチ下平憲義コーチ下平憲義コーチ 

前日ひどかったスクラムは、かなり改善でき攻撃の

機会が増えた。その攻撃で相手の早く前へ出るプレッ

シャーをまともに受け、前に出られずにミスを多発、

ターンオーバーされて失点を繰り返した。早いプレッ

シャーのＤＦ下でのＡＴの練習を行い、その中でも精

度の高いプレーを継続できるように取り組もう。相手

にＤＦの的を絞らせないように、ゲームメーキングす

る必要がある。ＤＦでは、外への動きについていけな

いケースがあった。相手の足の さやラインの動きに

対して、臨機応変にＢＫの最初のＤＦの立ち位置や出

方をゲームの中で修正できるように、日頃の練習から

考えて準備しておこう。関東での２試合で、多くのＯ

Ｂが応援に駆けつけて下さったのに、不甲斐ない試合

内容に終わった責任を痛感している。結果を真摯に受

け止め、現役と日々の練習に精進していきたい。 
並川卓矢並川卓矢並川卓矢並川卓矢（（（（4 回生回生回生回生 茨木茨木茨木茨木））））CTB    ゲームキゲームキゲームキゲームキャプテンャプテンャプテンャプテン 
バックスの陣地戦略と攻撃精度の差が大きな敗因だ

と思う。敵陣になかなか入れず、入っても相手のディ

フェンスのプレッシャーに押され、ボールを継 続で

きなかった。強いプレッシャー下でも自分達の形を作

ること、もっと粘り強いディフェンスをすることを目

標に残された春の練習をしていきたい。 
森淳希森淳希森淳希森淳希（（（（3 回生回生回生回生 長田長田長田長田））））Lo    フォワードリーダーフォワードリーダーフォワードリーダーフォワードリーダー 
例年武器にしているモールで取りきれない、ラック

から良い形で球が出ない、という点が直接勝敗に繋が

った。 
渡邉優介渡邉優介渡邉優介渡邉優介（（（（4 回生回生回生回生 安積安積安積安積））））Pro 
個人としてチームとして攻撃、防御、セットプレー

全ての面で多くの課題が見つかった。特に全体的に相

手にじりじりと押され失敗する場面が多かった。少し

でも多くの課題を修正できるようにしたい。 
稲垣貴彦稲垣貴彦稲垣貴彦稲垣貴彦（（（（3 回生回生回生回生 東海東海東海東海））））No.8 
防衛の激しく、ひた向きなプレーに押された。ＦＷ

として見習わなければならない点が多かった。 
天井洋平 (4 回生 新潟)  SO バックスリーダー 
完全に相手の思う試合展開にさせてしまった。試合の

運び方を考えていきたい。 
  
6/18（土）京都大（土）京都大（土）京都大（土）京都大 22－－－－52 龍谷大龍谷大龍谷大龍谷大 
京都大Ｂ京都大Ｂ京都大Ｂ京都大Ｂ10－－－－50 龍谷大Ｂ（宇治Ｇ）龍谷大Ｂ（宇治Ｇ）龍谷大Ｂ（宇治Ｇ）龍谷大Ｂ（宇治Ｇ） 
湯谷湯谷湯谷湯谷    博博博博    監督監督監督監督 
前半は、強敵を意識したのか魂のこもらない無気力

なプレイが多く、攻防ともに精彩を欠いた。後半にな

ると防御で強く圧力をかけてミスを誘い、モールから

のトライも成功して均衡した展開になった。敵陣でラ

ックサイドの攻撃に固執してボールを失っていたが、

もっと BK を絡めて全員で攻撃を組立てたい。技術云々

以前に、相手がどこであれ、代表メンバーとしてのプ

ライドを持って強い気持ちで立ち向かって欲しい。 
 
新歓試合および新人練習試合新歓試合および新人練習試合新歓試合および新人練習試合新歓試合および新人練習試合 

4/30（土）新歓試合（土）新歓試合（土）新歓試合（土）新歓試合    京都大京都大京都大京都大 14－－－－19 京都工芸繊維大京都工芸繊維大京都工芸繊維大京都工芸繊維大

（宇治Ｇ）（宇治Ｇ）（宇治Ｇ）（宇治Ｇ） 
S52 卒卒卒卒    南出聡（リクルート部会長）南出聡（リクルート部会長）南出聡（リクルート部会長）南出聡（リクルート部会長） 

試合は青々とした素晴らしい状態のグランドで行わ

れました。前日から合宿に参加した新人（入部宣言あ

り）が１０名、当日試合に来て参加した新人が４名、



これに２回生１名を加えて試合に臨みました。ラグビ

ー以外のスポーツ経験者３名を交えてのチームで、少

し不安を覚えましたが、試合が始まってすぐにその不

安は払拭されました。１５分ハーフ、スクラムはノー

コンテストで行われました。 
試合開始から、暫くは一進一退。即席のチームでも

あり、防御にチグハグがあって相手にトライを奪われ

ましたが、個々には素晴らしいアタックもあり見ごた

えのある前半でした。 
後半５分過ぎから、まとまりがでてきて、京大ペー

スになってきました。ＦＷの球出しのテンポもタイミ

ングもよく、ＢＫの裏へのキックや広いオープン攻撃

など、新人即席チームとは思えない攻撃になってきま

した。後半１０分過ぎにとった２トライは、ＢＫとＦ

Ｗがうまくかみ合い、観戦したＯＢを唸らせるもので

した。１本目は、ＦＷから出たタイミングのよいボー

ルをＢＫでオープンに早く展開し、ＦＢがライン参加

し、ウイング（濱岡）までまわって理想的なオープン

攻撃でした。２本目は、同じくＦＷから出たタイミン

グの良いボールをウイングまでまわし、そのさらに外

についたＦＢ（西澤）がショートキックを相手ライン

の裏のインゴールに転がし、自分でグランディングし

ました。トライ後のコンバートは、サッカー部出身の

宮内君がタッチライン付近の難しいものを決め非凡な

ものを感じさせました。また、ラグビー未経験者の３

名は数日の練習に参加しての初試合ですが、まわりと

遜色なくプレーできていました。彼らの運動能力の高

さがわかりました。 
新人の試合を楽しみに見に来ていただいた、和田会

長はじめ、北は北海道（加藤さん）から鹿児島（村上

さん）まで、多数のＯＢにお礼を申し上げます。 
最後に、夜には有志が「静」に集まり、新人戦を肴

に大いに盛り上がったことを付け加えておきます。 
 
5/15（日（日（日（日) 新入生練習試合新入生練習試合新入生練習試合新入生練習試合    京都大京都大京都大京都大 81－－－－0 京都市立芸京都市立芸京都市立芸京都市立芸

大（宇治Ｇ）大（宇治Ｇ）大（宇治Ｇ）大（宇治Ｇ） 
三浦三浦三浦三浦 広道広道広道広道    新人担当コーチ新人担当コーチ新人担当コーチ新人担当コーチ 
新歓試合では、惜しくも苦杯を喫したが、2 戦目では

各メンバーの動きも数段良く、ラック・モールへの集

散、バックスのユニットとも、レベルがアップしてい

た。好タックル・好ランも随所に見られ、各自スキル・

センスの良さを感じた。相手レベルが上がっても通用

するよう、練習で各自課題を持って、高い目標にチャ

レンジして欲しい。 
三島三島三島三島 康二康二康二康二（（（（1 回生回生回生回生 茨木茨木茨木茨木））））FB    ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
皆がボールを持って前に出るプレーが出来た。 

片山片山片山片山 裕太裕太裕太裕太（（（（1 回生回生回生回生 洛南洛南洛南洛南））））PRO 
試合では当初の目標だったボールを持って走るとい

うのが達成できたので良かったです。次はトライでき

るまで走りたいです。 

井上井上井上井上 悠太悠太悠太悠太（（（（1 回生回生回生回生 浦和浦和浦和浦和））））FL 
チームメイトとコミュニケーションが充分にとれず、

ミスを誘発してしまった。敵との間合い、パススキル、

ランニングスキル、判断等課題を多く認識できた。 
宮内宮内宮内宮内 大輔大輔大輔大輔（（（（1 回生回生回生回生 大手前大手前大手前大手前））））FL 
今日は僕個人は試合の入りからボケてて、あまり走

れず悔しい出来になってしまいました。チーム全体と

しては 80 点も入ったのだからいい出来だったんだと思

います。コンバージョンも今日はたくさん外してしま

いました。自分の中でしっかりとしたイメージを持て

てないからだと思います。一つ良かったと思うのは、

タックルを受けた後に立ったまま井上に繋げたことで

す。初心者の僕ですが、東福岡がそのように繋ぐラグ

ビーをしていて、攻撃にリズムがでていたと思うから

です。 
飼沼飼沼飼沼飼沼    徹徹徹徹（（（（1 回生回生回生回生 一宮一宮一宮一宮））））SH 
ラックによるのが遅く、はやく出さなければならな

い場面で球を出すのが遅れてしまった。前半はまわり

を見ることができなかったけど、後半はフォワードの

声も聞けてまわりを見る余裕もできて、球を捌くのが

楽しかった。 
西澤西澤西澤西澤 亮亮亮亮（（（（1 回生回生回生回生 生野生野生野生野））））SO 
フォワードが安定した球出しをしてくれたおかげで

気持ち良くボール回しができました。30 分ハーフでし

たが、かなりしんどかったのでこれからは体力をつけ

ていきたいと思います。 
赤塚赤塚赤塚赤塚 駿一駿一駿一駿一（（（（1 回生回生回生回生 北野北野北野北野））））WTB 
今日の試合はまず勝てたということがよかったです。

まだまだミスも多く、やるべきこともたくさんあるの

で、しっかり練習を頑張っていきたいと思います。 
中島中島中島中島 徹哉徹哉徹哉徹哉（（（（1 回生回生回生回生 前橋前橋前橋前橋））））CTB 
久しぶりにトライをきめて気持ち良かった。 

 
5/22（日）新人練習試合（日）新人練習試合（日）新人練習試合（日）新人練習試合    京都大京都大京都大京都大 52－－－－0    WIND MILL
（宇治Ｇ）（宇治Ｇ）（宇治Ｇ）（宇治Ｇ） 
三浦三浦三浦三浦 広道広道広道広道    新人担当コーチ新人担当コーチ新人担当コーチ新人担当コーチ 
先週に続き、失点０の完勝で、この 2 試合、十分に

ラグビーを楽しめ、また今後の課題も把握できたので

はないか。後半、テンポアップし崩すには、個々の体

の強さが足りず練習で積み上げる必要性を感じた。 
西澤西澤西澤西澤 亮亮亮亮（（（（1 回生回生回生回生 生野生野生野生野））））SO/FB    ゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテンゲームキャプテン 
今日はあまり動けてなかったり、中途半端なプレー

がいくつかあったので次に試合に出るときはそこを修

正していきたいです。 
田中田中田中田中 岳岳岳岳（（（（1 回生回生回生回生 茨木茨木茨木茨木））））FB/WTB 
今日はグラウンドのコンディションが悪かったけど

久しぶりの試合で楽しかったです。ただ自分のプレー

には納得できてないので、もっと練習で上手くなりた

いです。 

 

◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト http://www.kiurfc.com/ 
・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 北村 祐太 080-3429-7215 
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秋シーズンに向けて秋シーズンに向けて秋シーズンに向けて秋シーズンに向けて 

監督監督監督監督    湯谷湯谷湯谷湯谷 博博博博 
 攻撃の戦略としては、セットピースを安定化させ、

ラインおよびサイドから精度の高い攻撃を仕掛けてゲ

インラインを突破。接点ではサポートにボールをつな

ぐが、それが無理なら倒れずにサポートと共に強く激

しくドライブして防御側の人数を集め、外にスペース

を作り出す。こういった攻撃を いテンポで仕掛け続

けることにより、防御網を崩してトライを奪うこと。

先日のワールドカップ、フランス戦での日本代表チー

ムの攻撃は、単にテンポが いだけでなく精度が高く

て、これまでの代表チームとは一味も二味も違う見事

なものでした。こういった くて緻密な攻撃を指向し

ています。 
 一方、ディフェンスでは、鋭く前に出て相手の攻撃

スペースと時間を奪い強く圧力をかけ続けること。ゲ

インライン到達前に確実に倒してボールを奪い、素

く逆襲する、といった戦略を徹底していきたいと考え

ています。 
 残念ながら春シーズンでは、セットが不安定で接点

への集まりが遅く、BK 攻撃では前に出られず、タック

ルは弱くてディフェンスの連携が悪い、といった数々

の弱点が露呈しました。秋にはこの様な課題を克服し

て理想型に近づけていきます。 
 チーム戦略の前提となる基礎体力を評価するため、6
月の春シーズン終了時に走力測定を行いました。特に、

3000m 走では平均で FW15 分 34 秒、BK は 13 分 42 秒

の結果でしたが、これは例年より相当低い値で、チー

ム全体の持久力不足が懸念されました。有酸素運動能

力の低下が春シーズンに見られたブレイクダウンへの

集散や、ライン形成の遅れなどの原因にもなっている

と思います。 
 そこで夏季練習では、ポジション毎に目標値を設定

し、精力的に走力トレーニングに努めた結果、9 月 8 日

の時点で FW、BK とも 6 月より 1 分程度タイムが短縮

されました。FW は目標レベルにまだ 1 分ほど遅いもの

の、BK についてはほぼ目標を達成できたと思います。

ちなみに、Complete Conditioning for Rugby (by D. Luger 
& P.Pook  2004 ) によると、アマチュアラグビー選手

についての 3000m 走の基準 5 段階のうち、チームの平

均値は FW で上から 4 段階、BK は 2 段階のレベルとな

っています。A チームに限ると、もう少し上のランク

になると思います。 
 夏合宿初戦の成城大との定期戦では、久し振りに勝

つことができましたが、接点への集まりもまずまずで

倒れるプレーが少なく、うまく攻撃が継続しました。

一連の走力強化が一定の効果を上げたものと考えてい

ます。 
 その後の試合では連戦の疲れもあって、スクラムが

不安定になり、接点への集散も遅れて、BK が前に出ら

れないなど、春シーズンの悪い側面が出ていますが、

引き続き走力強化に努め、弱点の克服とチームスキル

の強化に励みリーグ戦に向けて準備を進めています。  

 なお、チームを継続的に強化するためには、次世代

の選手を組織的、系統的に強化していかなければなり

ません。これまで慢性的な部員不足もあって、次世代

の戦略的強化が思うに任せず、このことが B リーグ中

位以上の成績を安定して確保できない要因にもなって

います。幸い今シーズンは多くの 1 回生が入部し、セ

ンス豊かな新人も多いので、強力な B チームを作る格

好のチャンスです。 
 リーグ戦との兼ね合いで、シーズン中は B チームの

試合を組むことが難しくなりますが、大学院などに在

籍する若手 OB の協力を得て、定期的に練習試合を行い

B チームの強化に努めます。新人担当コーチには三浦強

化委員長に兼務をお願いし、計画的に強化プランを実

行していくことで、創部 90 周年となる来年以降の確実

な戦力基盤を構築していきたいと考えています。 
 OB の皆さまには A、B チームとも、応援をよろしく

お願い致します。 
 
主将主将主将主将    並川並川並川並川 卓矢卓矢卓矢卓矢 

3 月に新チームの練習がスタートした時は、リーグ戦

まではたっぷり時間があると思っていましたが、それ

から半年、もうリーグ戦開幕かという印象です。先輩

方がやってきたように、京大のラグビーの基本は、DF
で粘り、テンポとスピードで走り勝つというものだと

思います。今年も春から継続して走り込みを行い、フ

ィットネスの向上に努めてきました。残念ながら、ま

だ試合中にその成果を明確に実感はできていませんが、

必ずリーグ戦で生きてくると信じています。DF につい

ては、デジタルニュースなどのコメントにも数多くあ

るように、個々のタックルを始め、組織としての動き

にもまだまだ問題があり、現在も修正を急いでいます。

今年は去年の上位チームと先に当たるので、前半から

なかなか厳しい試合になると思いますが、諦めずにな

んとか食らいつき、また試合の中で成長していきたい

と考えています。今年のスローガンである「ONE」を

体現できるように、精一杯頑張りますので、応援して

下さい。 
 
国立台湾大学との国際親善試合国立台湾大学との国際親善試合国立台湾大学との国際親善試合国立台湾大学との国際親善試合 

監督監督監督監督    湯谷湯谷湯谷湯谷 博博博博 
 3 年前のエディンバラ大、昨年の ICL に続き、今年は

8 月 27 日に台湾から国立台湾大学を宇治グラウンドに

迎え、国際親善試合が行われました。この試合は台湾

大学のヘッドコーチ荘氏が、5 月に宇治に来られて提案

されたものです。荘氏は三菱自工水島で勤務経験があ

り、竹森コーチとも懇意の間柄です。 
 既に田代代表幹事からメーリングリストに報告のあ

った通り、親善試合後のアフター・マッチ・ファンク

ションでは、両チームの選手が和やかに交流して友好

を深めることができました。両校の OB はその後、場所

を「静」に移し、夜更けまで交歓会が続きました。 
 台湾大学は学術教育面で台湾随一のエリート校です。

かねがね台湾の若い人の豊かな国際感覚と優れた実務

能力については聞いていましたが、皆さん英語が堪能



で、中には日本語までできる部員もいて、京大の部員

も舌を巻くほど。とても良い刺激になったと思います。 
 今回の遠征は、台湾大学 OB が費用の大部分を負担し

て実現したそうですが、台湾社会一般には、若い人に

国際交流を促して、グローバル社会で活躍できる人材

をしっかり育てようとするコンセンサスがあるように

感じました。 
 リーグ戦はとても重要ですが、こういった親善試合

を通じて異文化を理解し友好を深めることもラグビー

の大きな目的の一つです。多彩な活動が部員を活性化

させ、ひいては多くの新入部員を引きつけることにも

なります。台湾大学からは台湾遠征を強く薦められて

いますが、今後とも海外遠征や国際試合などを積極的

に企画して、国際感覚豊かな部員が育っていく環境を

作っていくことができれば素晴らしいと思います。 
 
秋シーズン試合予定秋シーズン試合予定秋シーズン試合予定秋シーズン試合予定 

9/18（日）vs 龍谷大学 ＠龍谷大 G 14：30 
9/25（日）vs 関西大学 ＠関西大 G 14：00 
 
10/2（日）vs 大阪産業大学 ＠甲南大 G 14：00 
10/16（日）vs  帝塚山大学 ＠大経大 G  12：00 
10/23（日）vs 花園大学 ＠龍谷大 G 13：30 
10/30（日）vs  大阪経済大学 ＠龍谷大 G 13：30 
 
11/13（日）vs 甲南大学 ＠甲南大 G 14：00 
11/20（日）vs 大阪工業大学 ＠京大宇治 G 12：00 
11/27（日）vs 大阪教育大学 ＠大教大 G 14：00 
 
夏季試合結果夏季試合結果夏季試合結果夏季試合結果 

8/17（水）定期戦（vs 成城大学＠サニアパーク G） 
京都大 54－47 成城大 

8/18（木）練習試合（vs 北海道大学＠佐久山荘 G） 
第 1 試合 京都大 14－14 北海道大 
第 2 試合 京都大 38－12 北海道大 
第 3 試合 京都大 35－7 北海道大 

8/19（金）練習試合（vs 東北大学＠佐久山荘 G） 
京都大 21－10 東北大 

8/19（金）練習試合（vs 東京理科大学＠佐久山荘 G） 
第 1 試合 京都大 21－57 東京理大 
第 2 試合 京都大 44－0 東京理大 

8/20（土）練習試合（vs 京都大 OB＠佐久山荘 G） 
京都大 B 14－25 京都大 OB 

8/21（日）練習試合（vs 早稲田大学＠早大菅平 G） 
京都大 5－64 早稲田大 

8/21（日）練習試合（vs 一橋大学＠佐久山荘 G） 
京都大 12－26 一橋大 

8/27（土）国際親善試合（vs 台湾大学＠宇治 G） 
京都大 36－0 台湾大 

9/4（日）定期戦（vs 同志社大学＠同大京田辺 G） 
京都大 7－71 同志社大 

    京都大 B 0－98 同志社大 
9/10（土）練習試合（vs 帝塚山大学＠宇治 G） 

京都大 B 35－25 帝塚山大 B 

「「「「記憶に残る練習、言葉、プレー記憶に残る練習、言葉、プレー記憶に残る練習、言葉、プレー記憶に残る練習、言葉、プレー」」」」 
現役時代、印象に残っている「練習」現役時代、印象に残っている「練習」現役時代、印象に残っている「練習」現役時代、印象に残っている「練習」 
S48 卒卒卒卒    田代芳孝田代芳孝田代芳孝田代芳孝 
「馬の姿勢」 

高校時代、国会議事堂の近くのビルの谷間の、細長
く折れ曲がったグランドで練習をしていた。タッチラ
イン沿いには、80 センチ位の高さの段差のある土手が
あった。そして、この土手を縁取る大谷石の土手に両
手をついて、「馬の姿勢」というトレーニングを行う
のである。両足は地面につけて、背中を水平にして、
両手で壁を押す形をとる。今にして思えば、これを「馬
の姿勢」というのも変だが、スクラムはもちろん、タ
ックルにおいても、腰を低く保ち、背筋をしっかり伸
ばして、体重が全て水平方向に伸ばした腕のほうに伝
わるような姿勢をとる、というはラグビーの基本中の
基本である。 

怪我をしないために絶対に頭を下げてはいけない。
スクラムで浮き上がらないように足、腰を低く構えな
ければならない、等々、高校時代に教わった。 
ところが、京都大学に入り、当時、指導していただい
ていた星名先生は、スクラムの姿勢について、”Foot 
Placing”（足の置き方）を強調されるとともに、腰は
肩よりもやや高め、ひざは軽く伸ばすように、と指導
された。外国の文献にはそう書いてあるというのであ
る。実際にやってみるとわかるが、低い姿勢で背中を
水平に保てば、膝に大きな負担がかかる。腰を高め、
膝を伸ばすと、膝は楽だが、力を前に伝えるにはある
コツが要る。さあ、ラグビープレーの基礎となる正し
い姿勢とは、どういうものか。 

その後、様々な経験と理論的考察から、正しい「馬
の姿勢」についてはほぼ理解したと思う。このコンセ
プトを取り入れ、トレーニングを積めば、スクラムは
押されない。 

スクラムを支えるための構造理論というのがあるの
だろうか？人間は 206 個の骨と 600 余の筋肉からなる
という。それを、どのように使えば、もっとも合理的
にスクラムが組めるのか。 
「人体の動きは、筋肉の収縮力が骨を引っ張って関節
まわりに回転させ、その動きが他の関節を通じて次々
と他の骨につたわることで生じる」（吉福康郎「武術
奥義の科学」）のである。そして、人体の動きによっ
て生じる力は「関節間力」（骨組みを伝わる力）と「ト
ルク」（関節角度を変える回転力）で決る、という。 

これに従えば、馬の姿勢とは、足首、膝、腰周りの
筋力でトルクを発生させ、地面から受ける力を関節と
骨で伝達し壁を押すことによって筋力を高める練習法
である。まず、足の位置を固める必要がある。その上
で関節の角度を適正に保ち、足首、膝、腰周りの 3 箇
所で最大のトルクを発揮させる。この時、最大トルク
を発揮させることができるのは腰周りである、という
点が重要である。腰周りに最も太い筋肉があるのでこ
れを最大限活用するというのが、スクラムの「押し」
の理論の最も肝心な部分である。こう考えると、40 年
前に教えていただいた「星名理論」の意味が解ってく
るのではないだろうか。 

 

◇連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト http://www.kiurfc.com/ 
・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・試合や練習のスケジュールなど：現役主務 北村 祐太 080-3429-7215 



京都大学京都大学京都大学京都大学ラグビーフットボールクラブラグビーフットボールクラブラグビーフットボールクラブラグビーフットボールクラブ 

 
クラブクラブクラブクラブ便便便便りりりり 

平成 23 年度 第 4 号  3 月 1 日発行 

 

 
 
定期戦成績定期戦成績定期戦成績定期戦成績（（（（夏合宿以降夏合宿以降夏合宿以降夏合宿以降）））） 

 
 

 
 
今今今今シーズンシーズンシーズンシーズンのののの報告報告報告報告とととと退任退任退任退任のごのごのごのご挨拶挨拶挨拶挨拶 

監督監督監督監督    湯谷湯谷湯谷湯谷 博博博博 
１１１１．．．．今今今今シーズンシーズンシーズンシーズンのののの報告報告報告報告    

今シーズンは、リーグ戦の成績は前年と同じ２勝７

敗ながら９位となり、７年ぶりに下位リーグへの入替

戦に出場するという苦しいシーズンでした。 

Ｂリーグの戦力分布は、上位３チームが群を抜いて

高くＡリーグレベルにある一方、下位チームがほぼ同

レベルに並んでおり、戦力が少し低下すると、どこに

も勝てなくなる危険性を孕んでいます。 

得失点データでは平均得点が 14 点と、昨シーズンか

ら半減しており、攻撃力が大きく低下しています。チ

ーム戦略としては、これまで通り、体格、パワーの劣

勢を克服すべく、テンポの速い連続攻撃から突破する

ことを目指しましたが、接点で攻撃が停滞することが

多く、効果的にスペースを作り出せていません。 

前号でご報告した通りＦＷの走力不足が懸念されま

したが、この弱点が克服できずサポートが遅れてボー

ルキャリアーを孤立させ、攻撃のテンポを遅らせる結

果となりました。また４回生が少なく実戦経験が乏し

いこともあって、状況を素速く読み対応する力も劣っ

ていたようです。その他、キック攻撃による地域確保

とボール再獲得、バックスの攻撃力、モールドライブ、

ディフェンス力などに弱点があり、目標レベルの戦力

に到達できず、私の指導力不足を痛感しています。 

一方、１回生の入部は秋にも続き、近年にない 16 名

もの新入部員を獲得できました。人数の多い３回生が

進級し、センス豊かな新人が戦列に加わる来シーズン

には、戦力基盤が十分整って来るものと思います。 

２２２２．．．．監督退任監督退任監督退任監督退任にあたってにあたってにあたってにあたって    

2006 年に監督を拝命してから２期６年担当して参り

ましたが、２月２５日の評議員会をもって、監督を退

任する運びとなりました。在任中は、様々な年代の諸

先輩、後輩の皆様および関係各位から、本当に暖かい

励ましとご支援を賜りましたことを、心よりお礼申し

上げます。 

監督１期目は B リーグ中位の成績を確保し上位昇格

も視野に戦えましたが、残念ながら２期目はリーグ下

位に低迷する結果となりました。その要因は、前項の

課題のほか、フィットネスの系統的強化、部員の確保

とＢチームのレベルアップなど、中長期の強化に関す

る課題を克服できなかったことが背景にあったと思い

ます。 

それぞれの年度で部員諸君は精一杯健闘してくれた

のですが、私の力不足のため指導が至らず、OB の皆様

のご期待に添えない結果となったことを深くお詫び申

し上げます。 

在任中、竹森様、下平様、岡市様、三浦様にコーチ

をお いしましたが、皆さま本当に熱心に指導してく

ださり、各部員の技術レベルの改善とチーム強化に大

きく貢献していただきました。 

竹森様は大学在学中に、ニュージーランド国内のみ

ならず世界的にも高名なコーチ、ロリー・オライリー

氏に長期に亘って指導を受けられています。その後三

菱自工でも海外の代表選手をコーチされた経験があり、

本場のラグビー理論とコーチングスキルに精通されて

いる貴重な人材です。ご指導のおかげで、とりわけ基

本スキルが飛躍的に改善され、貴重な財産となって部

員とチームに蓄積されています。残念ながら東京勤務

のため、指導がほぼ休日に限定され、十分力を発揮し

ていただけなかったのは不幸なことでした。 

かつて星名先生の取られた指導方針は、海外の 先

端のラグビーのエッセンスを正確に教え伝えることで

した。部内外を問わず、優れたコーチから本場のラグ

ビーの真髄について教えを受けることは、京大の伝統



に沿ったことであると考えています。 

2008 年にエディンバラ大学、その後 Imperial 

College London、今シーズンは台湾大学と、３回の国

際親善試合を実現できたことも楽しい思い出です。こ

れについては、企画から実行に至るまで、米良様（S38）

のご尽力に大きく負っています。試合だけでなく市内

観光 交歓会などのイベントを選手同士で企画し交流

することにより、部員の異文化理解を促し国際感覚を

磨く端緒を開くことができました。特にエディンバラ

大学からは、国内チームとの対戦では経験できない

先端のスキルを学ぶことができ、その年の戦力強化に

とても役立ったことが忘れられません。 

京都という土地柄から、これからも多くの海外チー

ムを迎えることになりますが、海外遠征も含めて国際

交流を一層進めて欲しいと切に っています。 

 国内の大学との定期戦においても、アフターマッ

チファンクション会場を宇治キャンパス内の新しい食

堂 レストランに移したことで、伝統ある定期戦に相

応しい雰囲気で交流できるようになったと思います。 

とりわけ選手の活動環境については、和田会長のリ

ーダーシップのもと、ＯＢの皆様から手厚い援助をい

ただき、この６年間で飛躍的に改善されました。グラ

ウンドの芝生化をはじめ、部室、ウエイトルーム、シ

ャワールーム 食堂の改修、そして完成間近のクラブ

ハウスに至るまで、快適にラグビーができるインフラ

が目覚ましく整備されてきました。 

これらの優れた環境を活かし、新しいスタッフの指

導のもと、部員の皆さんが、より高いレベルのラグビ

ーをエンジョイしてくれるよう切に望む次第です。 

ＯＢの皆様には、これまでに賜りました暖かいご支

援に深謝申し上げますと共に、引き続き現役部員への

ご支援と激励をよろしくお い申し上げます。    

    

退任退任退任退任のごのごのごのご挨拶挨拶挨拶挨拶 
ヘッドコーチヘッドコーチヘッドコーチヘッドコーチ    竹森弘泰竹森弘泰竹森弘泰竹森弘泰 
 伝統ある京都大学ラグビークラブのコーチとしてチ

ームの強化に携わる機会を与えて頂きましたことに、

まずもって厚く御礼申し上げます。 
 この 6 年間に渡っては、私自身が学生時代に当時の

ニュージーランド協会トップコーチであったロリー・

オライリー氏から受けたコーチングのエッセンス、そ

の後、社会人ラグビーのコーチ、監督を通して得た知

識 経験に基づき、それらに共通するラグビー競技の

普遍的な基礎に主眼をおいて指導を行って参りました。 
 第一期となる 3 年間は、その成果が表れチーム成績

も格段の向上がありましたが、後半の 3 年間は基礎体

力強化のための苦しいトレーニング 基本スキルの練

習に時間を費 しながら、更に戦術、戦略のレベルア

ップを図る事が出来ず、逆に成績の低迷を招きました。 
コーチとして、勝つための道筋を選手に示し、モチベ

ーションを高め、戦略を徹底し切れなかった事につい

て、自らの力不足を痛感し、反省するところでありま

す。 
 プレーの土台となるフィットネスの強化 基本スキ

ルを確立させるためには、日々の練習において、「グ

ランドでは常にジョックで移動する」「ボールは両手

で持つ」「プレーは 100%全力で」といった習慣が大切

だと考えます。私の指導の原点もそういったところに

あり、キャプテンを始めとするリーダーが中心となり、

この習慣をチームに徹底出来た年は良い成績を残せて

いたと確信しています。 
 戦術、戦略においては、京都大学の強みと出来る部

分を活かし、弱みを克服する観点から、速いテンポで

ボールを動かしスピードで突破する方針に徹して来ま

したが、チームが勝つために必要な戦略を実現する事

に取り組み切れたシーズンと、選手層 故障者の影響

などにより実現可能な戦略に妥協する結果となったシ

ーズンとで、 暗が分かれました。 
 いずれの年も、選手諸君はコーチの指導に従い、自

主的に創意工夫する力を発揮し、全力でラグビーに取

り組んでくれました。退任に当たっては、その努力と

態度に改めて敬意を表すと共に、心から感謝の言葉を

申し上げたいと思います。これからも、日々の練習に

おける良き習慣を定着させ、勝つためになすべき戦略

への果敢な挑戦を続けて欲しいと思います。 
 繰り返しになりますが、お世話になった皆様に対し

心から御礼を申し上げると共に、現役チームの成績向

上、並びに京都大学ラグビークラブの益々の発展を心

より祈念致します。 
 6 年間もの輝かしい経験の機会を与えて頂き、本当に

ありがとうございました。 
 
今今今今シシシシーズンーズンーズンーズンをををを振振振振りりりり返返返返ってってってって 

主将主将主将主将    並川卓也並川卓也並川卓也並川卓也 
 2011 年は、京大ラグビー部にとって 後まで苦しい

1 年でした。リーグ戦で 2 勝しか上げられず、C リーグ

との入れ替え戦を経験することになってしまいました。

昨年の納会の場で、A リーグとの入れ替え戦出場を目

標に掲げたにも関わらず、結果的に全く逆の成績とな

ってしまったことに、主将として強く責任を感じてい

ます。そんな中でも何とか入れ替え戦を制することが

出来たのは、 後まで付いてきてくれた部員 支えて

下さった監督、コーチ、OB の皆様のおかげです。心か

ら感謝します。 
 一年を通してなかなか報われない年でしたが、新人

を大量に獲得出来たことは大きな成果であり、 後に

踏み止まることができた要因だと考えています。チー

ム発足当初は っと試合が出来る程度でしたが、但馬

新歓リーダーの下、部員全員が危機感を持って新人の

勧誘に尽力することで、この成果を上げることが出来

ました。1 回生を中心に、今年の後輩の活躍は目覚しい

もので、今年得た経験を来年以降に繋げてくれると確

信しています。 
 部員全員、特に 4 回生は投げ出したくなるような経

験ばかりで本当に悔しい 1 年でした。この悔しさを忘

れることなく、次の舞台で必ず活躍しようと思います。  

4 年間、この部活で他では得ることが出来ない経験を数

多くさせて頂きました。京大ラグビー部に出会えて本

当によかったです。ありがとうございました。

 

◇ 連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Webサイト http://www.kiurfc.com/ 
・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 
・試合 練習のスケジュールなど：現役主務 加藤祐介 080-1484-4393 
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　　　　　　　　得意のスクラム練習（2011/3）

主将挨拶
　2012年度主将 稲垣貴彦（農・食料環境経済 No8 東海）
初めまして、2012年度京都大学ラグビー部主将の稲垣貴彦で
す。早速ですが、みなさんに京大ラグビー部のことを紹介した
いと思います。現在京大ラグビー部は関西Ｂリーグに所属してお
り、入替戦出場、そしてＡリーグ昇格を目指して日々練習に励
んでいます。推薦入学などで強化を進める私立大学を相手にこ
の目標を成し遂げるのは、並大抵の努力では不可能です。だか
ら当然練習はハードで、苦しいものとなります。しかし、厳し
い練習を乗り越え、チーム一丸となって勝利を手にした時の感
動、それでも届かず敗れた時の悔しさ、そしてそこで得られた
仲間は何にも代えがたい財産となるはずです。私自身、仲間と
ともに過ごした時間は何よりも充実したものであったと感じて
います。
ここで、今日は少しだけ、個人的な話をしようと思います。
それは私が3回の時のリーグ戦中、帝塚山大学と試合をしたとき
の話です。当時京大は3連敗中。流れを変え、その後のリーグ戦
を自信を持って戦っていくためにも絶対に負けられない試合で
した。私個人としても、課題であったキック処理を自主練習で
取り組んでおり、その成果を出し、自分のプレーでチームの勝
利に貢献しようと意気込んで挑んだ試合です。しかし、いざ試
合が始まるとミスばかり…。取り組んできたはずのキック処理
も悲惨な結果となってしまい、完全にチームの足を引っ張って
しまいました。それでも必死にプレーし、なんとか勝利するこ
とができました。そして試合が終わると同時に涙が。その涙
は、チーム一丸となって勝てたことへの嬉し涙なのか、それと
も不甲斐ないプレーをしてしまったことへの悔し涙なのか。
きっと喜び、悔しさ、安堵、感謝などいろんな感情が混じって
いたような気がします。こんな風に泣いたのはこれが初めてで
した。是非みなさんにもこんな涙を流して欲しいと思います
し、京都大学ラグビー部でなら流せると確信しています。また、
長期オフやＯＢの方々の手厚い支援などラグビーだけでなく、
学生生活を豊かにする為の様々な環境がここにはあります。是
非我々とともに充実した学生生活を送りましょう。グラウンド
で待っています。

リーグ戦 大阪工業大学に快勝（2011/11/20）

　新勧代表挨拶
　安井立（3回生 経済 HO 旭丘）

はじめまして、平成2 4年度新歓リーダーの安井立(たつる)で
す。今回はこの場をかりて私の思う大学生活について書かせて
もらいたいと思います。
みなさんは大学生活に対してどんなイメージを持っています
か？みなさん様々な大学生活を想像しているでしょう。中には
小説やドラマなどに出てくるようなバラ色のキャンパスライフ
を夢見ている人もいると思います。私は大学生活を一言で表す
なら｢自由｣という言葉がぴったりだと思います。特に京大は本
当に自由です。この自由であるということは大変素晴らしいこ
となのですが、自分で何もかも決めなければいけないという恐
ろしい部分もあります。自分から何も行動しなければあっとい
う間になんとなく４年間は過ぎ去ってしまいます。その４年間
で私は何か一つのことに打ち込むことをお勧めします。勉学で
も趣味でもバイトでも何でも構いません。ただその選択肢の一
つにぜひラグビー部に入るということを加えておいてくださ
い。大学のラグビーは高校とは一味もふた味も違いますし、
きっとよりラグビーの魅力の虜になるでしょう。
この文章を読んで皆さんが何か考えてくれれば幸いです。そし
てこの文章を読んでいる一人でも多くの人と将来京大ラグビー
部で一緒にラグビーができる日を私たちは楽しみにしています。

大学でのラグビー
赤塚駿一（1回生 理 FL 北野）

こんにちは。新2回生の赤塚です。僕がこの一年間大学でラグ
ビーをしてきて感じた事は、やっぱりラグビー楽しいな、とい
う事です。特に、新鮮に感じた事は、選手が自ら考え、議論
し、練習をしてチームを作っていくことができることです。大学
では高校までで培ってきた経験、知識を活かして、自分たちの

KIU Rugby News
　



ラグビーを作るという新しいステージに上がることができま
す！僕は大学のラグビーで改めてラグビーの楽しさを実感でき
ました。高校生の皆さんには、是非大学に進学してからもラグ
ビーに関わり続けてほしい、と思います。

2011年度活動報告
関西学生Bリーグ戦績表

―B・Cリーグ入替戦―
（12月10日14時Kick off 鶴見緑地G）
京都大学 ○21－17 大阪学院大学

―過去５年のリーグ戦績―
2007年度　６勝３敗　　2010年度　２勝７敗
2008年度　６勝３敗　　2011年度　２勝７敗
2009年度　４勝５敗

昨シーズンは並川主将の下“ONE~信頼と責任~”をチームスロー
ガンに掲げリーグ戦に臨みましたが、最終戦を終えて２勝７敗
と結果を残すことが出来ず、Cリーグ２位の大阪学院大学との入
替戦に出場することとなりました。入替戦でも大きく点差をつ
けることが出来ず苦しい展開となりましたが、なんとか勝利を
掴み2012年度も関西学生Bリーグを戦いの場とすることになりま
した。またAリーグ昇格を目指すことの出来る環境を残してくだ
さった先輩方に感謝すると共に、もっとチームに貢献すること
は出来なかったのかと悔いを残した現役も多いと思います。私
たち現役は、稲垣新主将と新スローガン“Challenge!”の下に、３
月のシーズンインに向け始動しました。今年度の京都大学ラグ
ビー部に御期待下さい。最後になりましたが、昨年度もたくさ
んの御支援、御声援ありがとうございました。

入替戦に勝って、Bリーグ残留（鶴見緑地グラウンドにて）

台湾大学との国際交流試合
　昨年８月3 0日、京都大学宇治グラウンドにて台湾大学との国
際交流試合が行われました。近年では2008年のエディンバラ大
学戦、2010年のImperial  College  London戦に次ぐ国際交流試合で
したが、このような機会を設けていただけるのは本当に有難い
ことです。試合の方は36－0で京大が勝利を収めましたが、台湾
大の選手の皆さんは陽気な方々で、場を盛上げて下さったり日
本語の歌を歌って下さったりと試合後のレセプションでは京大
の完敗だったように思います。最後には「次は台湾で試合をし
ましょう。」といっていただきました。いつか実現する日を心
待ちにしています。

試合後の両校選手（京都大学宇治グラウンドにて）

定期戦紹介
４月 関西学院大学　
５月 立命館大学
６月 慶應義塾大学 防衛大学校
８月 成城大学
９月 同志社大学
12月 九州大学 東京大学

2011年度新人部員

　昨年度は未経験者３人を含め、たくさんの新入生が入部して
くれました。多くの部員で切磋琢磨してゆくことはチームに
とってこの上なく素晴らしいことで、今年以降もたくさんの新
入生を迎えるべく、私たちもこの京都大学ラグビー部をより魅
力的な集団にしてゆく所存であります。

創部90周年
　
今年私たちは節目の創部9 0周年を迎え、春にはグランド内に新
しいクラブハウスが完成し、部活環境がさらに改善されます。ま
た、新ホームページも近日公開予定です。
「京都大学ラグビー部」で検索して、是非ご覧ください。
クラブハウス完成予定図
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龍谷大 花園大 大教大 甲南大

赤塚　駿一 理 FL 北野
井上　悠太 工・物工 CTB 浦和
岩崎　理峻 経済 No8 四条畷
飼沼　徹 工・電電 SH 一宮
片山　裕太 理 PR 洛南
木村　博紀 文 WTB 開明
坂倉　央輝 農・食環 CTB 旭丘
田中　岳 文 BK 茨木
中島　徹哉 総人 CTB 前橋
中山　希昴 工・物工 LO 大阪星光
西澤　亮 工・工化 FB 生野
丹羽　滉生 工・物工 PR 桐蔭中等
濱岡　弘晃 総人 WTB 茨木
三島　康二 工・地球工 BK 茨木
宮内　大輔 経済 WTB 大手前
山敷　啓吾 経済 HO 洛星
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新監督就任新監督就任新監督就任新監督就任のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ 

前年度までの 6 シーズンを務められた湯谷監督が退

任され、平成 24 年度シーズンから昭和 40 年卒の只井

喜信さんを新監督として迎えることになりました。ま

た、コーチ陣は下平コーチに引き続き BK のご指導をし

ていただくとともに、新たに FW コーチとして同志社

大学ラグビー部を昭和 60 年に卒業され、1999～2001 年

シーズンには同志社の監督も務められた圓井良さんに

来ていただくことになりました。 
 
監督監督監督監督団団団団、、、、新任新任新任新任のののの挨拶挨拶挨拶挨拶とととと今年度今年度今年度今年度のののの抱負抱負抱負抱負 

監督監督監督監督    只井只井只井只井 喜喜喜喜信信信信 
昭和 40 年卒業の只井喜信です。 

 この度、評議会の 定により、湯谷監督の後任とし

て今年度の監督をすることになりました。京大ラグビ

ー部の指導をするのは、二度目なのですが、前回（田

中仁主将時代からの数年）は、社会人としてプレーし

た直後であり、三菱自工を全国社会人大会でベスト 4
に押し上げ、それを定着させたこともあり、自信とう

ぬぼれと体力（スピードでもスタミナでも）もあった

ので、「俺の言うとおりにすれば勝てる」と無茶苦茶

な取り組みをしたものです。しかし、今回は、年齢的

にも、現在のラグビーとの空白期間も長く、心配も多

いし、昔の り方が通用しないのはよく分かります。

さらに B リーグ下位での試合・練習しか経験していな

い現役の選手に B リーグ上位、A リーグのレベルとは

どの程度のものかを如何に教えるかに頭を痛めていま

す。 
 監督をするにあたっての今年の方針として、現役選

手に説 したのが次の項目です。 
“力ずくラグビーからの脱却” 

                ボールを動かそう 
1、大きな を出す 
  挨拶・掛け ・連携の ・指示の  
2、低い姿勢でプレーする 
  姿勢は前傾・低い姿勢からの働きかけ・下のボー

ルへの反応の速さ 
3、瞬間ダッシュ（スピードの変化）を常に意識する 
4、ボールは両手で持つ 
5、正確なパスとキャッチングを徹底する 
  スピードランでの胸元へのパスと早いキャッチン

グ 
6、低い強いタックルができるようになる 
  肩を作る・パックをする・スピードが出る前に前

で潰す 
7、持久力をつける 
 練習中は歩かない・アライブを速く常に次のプレー

への移行 

現役諸君に対して、苦しい練習をした後に来る勝利

の楽しみ、喜びを味あわせること、そして試合を見に

来た人が、自分も、子 孫もこのチームで りたい、

らせたいと思うようなラグビーを目指したいと思っ

ています。微力ながら、全力を尽くし頑張りたいと思

いますので、OB の皆様が一人でも多くグラウンドに足

を運んでいただき、我々に対しての叱咤 指導等をし

ていただきたいと思います。 
FW コーチコーチコーチコーチ    圓井圓井圓井圓井 良良良良 

このたび、京都大学ラグビー部のフォワードコーチ

をさせていただくことになりました圓井良と申します。

私は、同志社大学を 1985 年に卒業し、同年三菱自動車

工業株式会社京都製作所に就職いたしました。現在は

家業を営んでおりますが、本年より監督となられた只

井様から、京都大学ラグビー部のコーチを依頼され、

お受けさせていただいた次第でございます。 
 京都大学ラグビー部と同志社大学ラグビー部との関

係は、ご既承のとおり、星名秦先生が、いち早く海外

のラグビー理論を翻訳され、リベラルで最先端のラグ

ビーを同志社大学ラグビー部で実戦されたことに始ま

っております。私が同志社大学現役時代は、星名先生

の意志を継承された岡仁誌先生から指導を受け、在学

中には全国大学選手権優勝を経験させていただきまし

た。そんな環境の中で学生生活を過ごしておりました

ので､京都大学には自然と(勝手に?) 、親近感を覚えて

おりました。そして、このたび只井監督からお がけ

いただいた際には、何か因縁めいたものを感じた次第

であります。 
 グランドでは、「基本が王道」・「自由な発想」をモッ

トーに、創造力豊かで魅力的なチームの構築を目指し

ていきたいと考えています。甚だ微力ではございます

が、ルーツ校である京都大学ラグビー部の発展に、少

しでも寄与できればと思っております。よろしくお

い申し上げます。 
BK コーチコーチコーチコーチ    下平下平下平下平 憲義憲義憲義憲義     

引き続き、BK コーチを務めさせて頂きます S５８卒

の下平です。微力ですが、伝統ある京大ラグビー部に

少しでも力になれるように頑張る所存ですので、宜し

くお い致します。特に本年は９０周年という節目の

年でもありますので、是非、素晴らしい結果を現役と

共に残したいと思っております。 
新任の只井監督の今年のスローガンは‘力ずくラグ

ビーからの脱却’で、ボールを動かそうという方針で

す。BK の AT については、今主流になっている、ポイ

ント作りからフェーズを重ねながら、人数的に有利な

状況を作り出し、ブレークしていくスタイルではなく、

思い切って１次攻撃からでも突破を狙い、捕まった場

合にもポイント作り一辺倒ではなく、オフロードパス

等の技術を磨き、ボールを止めずに擦れ違いでライン

ブレークすることを目指して行きたいと考えています。 



DF については、タックルがメンバー選考基準の最重要

項目であることを BK 全メンバーに認識させ、ゲームス

カウティングによりタックルの個人データを分析して、

タックルの低さ、入るスピード、パック力、回数、成

功率等のまず個人のレベルのアップを行い、最終的に

組織的な DF 力アップに繋げて行きたいと考えていま

す。 
エリアマネージメントについては、キッカー候補に

は、キックの飛距離及び正確性の試合の勝敗における

重要性を認識させ、春からキックを徹底して練習させ

るつもりです。そして、昨年の大きな反省であるゴー

ル前からの確実な脱出、そして敵陣で試合を常に行う

ゲームマネージメントを目指したいと思います。 
また新しい試みとして強化委員会のメンバーと連携し

てゲームスカウティングを行い、その資料を基に分析

を行い現役の指導に役立てて行きたいと考えています。 
OB 皆様におかれましては、是非グラウンドにお越し頂

き現役のプレーを見て、アドバイスを頂きたいです。

ご支援の程宜しくお い致します。 
 
新三役新三役新三役新三役 

 平成 24 年度の新三役が 定し、3 月から新しいシー

ズンが本格スタートしました。新三役は、主将・稲垣

貴彦、副将・森淳希、主務・加藤佑介です。 
 

 
 
主将主将主将主将    稲垣稲垣稲垣稲垣 貴彦貴彦貴彦貴彦（（（（LO、、、、No.8）））） 

3 月 1 日にシーズンインし、もうすぐ一か月が経ちま

す。従来であれば「まだ終わらないのか」と、厳しい

練習が行われる 3 月が早く終わってほしい一心でカレ

ンダーとにらみ合いながら過ごしていたのですが、ラ

グビー生活最後の 3 月を終えようとしている今では「も

う終わってしまうのか」という気持ちになっています。

主将として過ごした一か月は、試行錯誤の毎日であり、

失敗もたくさんしましましたが、あっという間でした。 
リーグ戦まであと半年。おそらくあっという間に半年

が過ぎ、気付けばリーグ戦初戦前日になり、「もうリー

グ戦か、早いなあ」と思っているのでしょう。その時

に後悔を残さないよう、そして秋に良い結果を残せる

ように、引き続き毎日の練習に全力を尽くしていきま

すので、今後ともご指導ご 援の程よろしくお い致

します。 
副将副将副将副将    森森森森 淳希淳希淳希淳希（（（（LO）））） 
今年度副将を務めさせて頂きます、森淳希と申しま

す。他の役職と違って、副将には特にこれといった具

体的な仕事は割り振られていません。だからこそ個性

が出るところだと思うのですが、なにぶん役割がはっ

きりしないので、今年度の役職を める話し合いの中

では副将は不要ではないかという意見が出たほどでし

た。実際新体制が始まってからの副将としての自分を

振り返ってみると、何をしていいのか分からずフラフ

ラと主将についていくだけだったなというのが正直な

感想です。 
 私は高校からずっとロックを っていますが、ロッ

クがプロップについていくのでは良いスクラムは組め

ません。むしろロックの方からプロップ押し出すのが

本来の仕事です。主将の稲垣を後ろから激しく追い立

て、チーム全体を盛り上げ、副将不要論も吹き飛ばす。

それを副将としてのこれからの目標にしたいと思いま

す。これから一年間、稲垣組にご支援のほどよろしく

お いいたします。 
主務主務主務主務    加藤加藤加藤加藤 佑介佑介佑介佑介（（（（PRO）））） 
今年度主務になりました加藤佑介と申します。一年

間よろしくお い致します。主務になる前は、試合の

日程を めることばかりが主務の仕事だと思っていま

したが、実際に始めると様々な細かい仕事も多く、ま

さに雑務に追われる日々となっています。こうした仕

事の一つ一つをこなしていくことが、社会人になるた

めの勉強だと思いながら何とか仕事を進めている状態

です。 
以前から、主務はなかなか報われることのない役職

だと聞かされていましたが、確かに一つ一つの仕事は

誰にでもできるようなものばかりです。しかしそれを

一年間確実に り遂げるということは、この一カ月主

務をしてきた経験からすると、膨大なエネルギーが必

要だと感じています。それに加えて選手としてもプレ

ーし続けるわけですから、本当に大変な一年になるも

のと覚悟しています。 
歴代の先輩方、特に私が３年間見てきた主務の方々

は、主務も選手もしっかりと成し遂げられています。

また、主務は他大学からするとある意味でチームの顔

となります。歴代の主務の方々 他大学の主務の方々

に恥じぬ主務となれるよう、一年間頑張りたいと思い

ますので、ご指導ご支援のほどよろしくお い致しま

す。 
 
H24 年度年度年度年度 新人勧誘新人勧誘新人勧誘新人勧誘目標目標目標目標 

新歓係新歓係新歓係新歓係    安井安井安井安井 立立立立（（（（HO、、、、No.8）））） 
平成 24 年度新勧リーダーを務める安井立です。よろ

しくお いします。昨年、私は新勧係の一員として新

勧活動を行っていました。その中の様々な局面で OB さ

んの厚い支援を感じました。新入生の情報収集には全

国各地の多くの OB さんに協力していただき、またお忙

しいのにもかかわらず後輩との食事会にも快く応じて

くださいました。卒業してから何年経ってもこうして

つながり続けるラグビー部の素晴らしさを再認識する

とともに、少しでも多くの新入生にこのラグビー部の

魅力を知ってもらい入部してもらいたいと強く感じま

した。 
昨年の新勧活動ではリーダーの但馬さんを中心にマ



ネージャー1 人を含む 17 人もの新入部員を獲得するこ

とができました。この良い流れを失わないように今年

の新勧活動では昨年以上の成果を目指して努力してい

きたいと思っています。 
 
春春春春シーズンシーズンシーズンシーズン試合予定試合予定試合予定試合予定 

4 月 15 日(日) 大阪経済大学 (大経大 G) 
4 月 22 日(日) 大阪府立大学 (黄檗 G) 
4 月 29 日(日) 新歓試合  (黄檗 G) 
5 月 3 日(木) 慶應義塾大学 (日吉 G) 
5 月 20 日(日) 立命館大学 (立命館 G) 
5 月 27 日(日) 大阪学院大学 (黄檗 G) 
6 月 3 日(日) 関西学院大学 (関学 G) 
6 月 17 日(日) 防衛大学校 (黄檗 G) 
 
クラブハウスクラブハウスクラブハウスクラブハウス竣工竣工竣工竣工 

 

 
S48 卒卒卒卒 石田石田石田石田 徳治徳治徳治徳治 

兼ねて連絡していました通り、3 月 19 日には宇治市

の官庁検査、22 日に大学検査が完了し、3 月 23 日にク

ラブハウス竣工に至りました。3 月 25 日には寄付を頂

いたミーティング用の机 椅子などの搬入を終え、今

日、大学からクラブハウスの鍵の引き渡しを受けて、

清野部長からラグビー部の加藤主務に手渡してもらい

ました。これでいよいよクラブハウスオープンとなり

ます。まだ、棚などの据え付けは未完ですが 4 月中に

は完了する予定です。平成 21 年 7 月にクラブハウス建

設の趣旨書を添えて、宇治グラウンド総合整備第 2 次

募金を OB 各位にお いしてから、足かけ 2 年 9 カ月に

なりますが、多くの皆様の協力を得てはじめて実現で

きたことであります。この場を借りまして御礼申し上

げます。 
今週の 31 日（土）には現役が 18 時からバーベキュ

ーパーティを行いますので、それに合わせてクラブハ

ウス開きを行います。参加いただける OB は連絡くださ

い。これでクラブハウスオープンとなりましたが、特

に IT 機器など、什器備品はまだまだ整っていません。 
TV、パソコン、掃除機など、現物のご寄付も含めて、

宇治グラウンド総合整備第 2 次募金への協力をお い

します。                                                                                                                             
敬具 

 
 

読売新聞掲載記事読売新聞掲載記事読売新聞掲載記事読売新聞掲載記事 
 クラブハウス建設の話題が読売新聞京都版、3 月 27
日の紙面に掲載されました。 

 
 
ホームページリニューアルオープンホームページリニューアルオープンホームページリニューアルオープンホームページリニューアルオープン 

HP 担当担当担当担当 S55 卒卒卒卒 小小小小松松松松 敏行敏行敏行敏行 
昨年来、作業を続けて参りました京都大学ラグビー

部のホームページのリニューアルがこのほど完了し、

オープンすることになりました。URL はこれまで通り

です。 
今回のリニューアルにあたって最も留意したのは、

ワープロが打てる人であれば誰でもさわれるようなシ

ステムを採用したことです。これにより、部員が自分

たちでコンテンツをどんどん更新していくことができ

るようになりました。実際、このサイトの最大の目的

である新人勧誘のため、今回、現役生は自分たちで新

2012/03/27 読売新聞京都版 
京大ラグビー 創部 90 周年 
宇治グラウンドにクラブハウス 
◆ミーティング、交流拠点に活用 
 今年、創部 90 周年を迎えた京都大ラグビー部が、

記念事業として、練習拠点の宇治グラウンド（宇治

市五ヶ庄）にクラブハウスを建設した。グラウンド

の天然芝化に続く環境整備の一環だ。選手のミーテ

ィングのほか、ラグビーを通した交流の拠点として

活用する。 
 同部は 1922 年に創部。前身の旧制三高を含める

と国内で慶応に次ぐ歴史を誇る。第 2 次大戦前に 3
度、全国制覇したほか、1960～70 年代には全国大会

に 5 度出場した。 
 近年は関西 B リーグ（2 部）に所属し、国公立大

では有数の実力を維持する。慶応大 同志社大、東

京大などの伝統校と毎年、定期戦を組むほか、英エ

ジンバラ大 ロンドン大インペリアルカレッジ、台

湾大など海外の大学チームとも積極的に交流して

いる。 
 クラブハウスは、90 周年を機に建設の計画が持ち

上がり、OB 会を改組した京大ラグビークラブを中

心に進めた。建設費約 3000 万円は寄付などでまか

ない、昨年 11 月に着工した。 
 2 階建てで、1 階にミーティングルーム 台所、

トイレ、シャワールームがあり、テラスからはグラ

ウンドを見渡せる。2 階には OB・監督室のほか、部

員の集合写真 、対戦校と交換した記念のペナント

などを壁に飾る。 
 ラグビーの母国・英国などでは、小さなチームで

もクラブハウスを持っていることが多く、試合のあ

る週末には家族 サポーターらが集まり、地域の社

交場になる。両チームの選手が試合後に一緒に酒を

酌み交わす光景は、敵味方の区別なく健闘をたたえ

合うラグビーの「ノーサイド」精神を体現している。 
 同クラブの石田徳治副会長は「ラグビーを通じて

交流する拠点をつくるのが長年の夢だった。これを

機に、クラブの一層の飛躍を目指したい」と話して

いる。 



しいコンテンツを作りました。 して華美ではない、

どちらかといえば地味なサイトですが、部員の素朴な

熱意が伝わってくることと思います。 
またこれを機に、何人かの OB の方にもご寄稿いただ

き、コンテンツに加えさせていただきました。サイト

を訪れた人たちに、京大ラグビー部の奥深さを感じて

いただくことができればと思います。とはいえ、オー

プンしたばかりなので、まだまだ不十分な点も多々あ

るかと思います。それは WEB の良さでもある即時性を

生かして、どんどん改善していきたいと思っています。

皆さまの率直なご意見を頂戴できれば幸いです。 
また今回、サービスの契約先を変更する関係で、公

開ホームページ以外の会員向けサービスについては次

の通りになります。 

(1) メーリングリストの送信用のアドレスが変わりま

す。（受信する人には影響はありません） 
 旧：rugby-ml@kiurfc.com 
 新：rugby-ml@f00-235.163.152.210.fs-user.net 
(2) 変更連絡フォームの URL が変わります。 
旧：http://www.kiurfc.com/FS-APL/FS-Form/form.cgi?Cod
e=addfrm 
新：http://f00-235.163.152.210.fs-user.net/FS-APL/FS-For
m/form.cgi?Code=addfrm 
(3) 会員用ブログの変更はありません 
 http://blog.kiurfc.com/ 
※(1)、(2)は暫定的な運用で、半年を目途に別のサ

ービスに移行します。  

 

 

◇ 連絡先その他 
・京都大学ラグビー部Web サイト http://www.kiurfc.com/ 
・会員ブログ http://blog.kiurfc.com/member/ ユーザー名：kiurugby パスワード：mas3sky 

・試合 練習のスケジュールなど：現役主務 加藤祐介 080-1484-4393 


